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序章「どーいう……ことなんだろうなあ」




　ここ高(たか)原(はら)学園高校二年三組の教室は、朝のＨＲ(ホーム　ルーム)から異様な雰囲気に包まれていた。

　転校生がやってきたのだ。

　珍しくもない？　まあ、珍しくはない。俺の学生生活もなんだかんだで十一年目に突入したわけだが、俺だけじゃなくクラスメイトたちもそれだけ学生をやってれば転校生の一人や二人にお目に掛かったことはあるはずだ。

　そう。一人や二人――だ。

　クラスが異様な雰囲気となっているのもまさにその点で、教壇を前にずらりと横並びになった五人の転校生を見たのは、さすがに初めてだろう。少なくとも俺は初めてだ。

　まあ、クラスの連中が騒いでいるのはそれだけが理由ってわけでもない。

　五人の転校生が全員女子で、皆それなりの美少女だったからだ。

　それぞれタイプは違う。本当に高校生ですか？　と訊(き)きたくなるようなグラマラスなボディの持ち主から、やっぱり本当に高校生ですか？　と訊きたくなるような幼い顔立ちの子まで様々だが、十人に訊けば少なくとも七、八人くらいは「可愛い」「美人だ」と答えるだろう容貌の女の子ばかりだった。
















　おかげでクラスの男子連中は、もう梅雨も過ぎ去ろうとしているってのに、春がやってきたとばかりに浮かれている。

　だらしなく口を開け、顔を真っ赤にして、転校生に見とれているやつがいるかと思えば、何を考えてんだか知らないがニヤニヤと気持ち悪い笑みを浮かべているやつもいる。

　で、だ。それがごく普通の男子高校生の反応だとするのならば、何の変哲もない平均的な男子高校生であろうと日夜心がけているこの俺、遠(をん)々(どお)原(ばる)節(せつ)もまた、顔を赤くして見とれるか、ニヤニヤと笑みを浮かべ――。

「られるか」

　クラスの騒ぎに掻(か)き消(け)され誰も気付いていないようだが、思わず声が出てしまった。

　仮に、この転校生たちが本当に何の変哲もないただの転校生だったとしたのならば、俺だってちょっとニヤけてみる程度の愛(あい)嬌(きよう)は出していたかもしれない。

　でも、無理。とてもじゃないが無理だ。

　この時の俺は、机の上に伏して頭を抱えていなかっただけでも自分で自分を褒(ほ)めてやりたいくらいの心境だったのだ。たぶん、顔は強ばっていただろう。

　内心、俺は必死で祈っていた。

　この転校生たちが、何も余計なことをしませんように、と。何も騒動が起こらずこの時間が無難に過ぎますように、と。

　口に出さないとはいえ、《神様お願いです》で始まる言葉を使ったのはいつ以来だろう。若干の現実逃避を込めて過去を振り返ってみる。……あれ？

　思い出せない。と言うか使った覚えがない。

　お世辞にも幸福な幼少時代を過ごしてきたとは言えないので、幼い頃から神に祈ったところで何の効力もないと悟りきっていたのだろうか。

　……嫌な子供だなあ。

　ああ、しかしそうだ。幼い日の俺よ、お前は正しかった。

　神に祈ったところで何の効力もない。百歩譲っても俺の祈りは神には届かない。人生初のことなのだから少しは気を利かせてくれてもいいだろうに。どうやら神にはビギナーズラックは通じないらしい。

　ひしひしと感じていた嫌な予感が、祈りもむなしく現実のものとなってしまったのは、クラス担任の先生が転校生たちに向かって「じゃあ、順番に自己紹介を」と言った次の瞬間だった。

　転校生たちの一番端に立っていた一人が、すっと一歩前へ出る。

「初めまして、天(あ)海(まの)崎(さき)朱(あか)璃(り)です」

　そこまではいい。が、天海崎と名乗った転校生は、一瞬、居並ぶ他の転校生に目を向けたかと思うと、次の瞬間には俺へと視線を向けた。

　え？　お……おい、まさか……。

「そちらにいらっしゃる遠々原節さんの婚約者です。節さん共々よろしくお願いします」

　――っ!?

　か、勘弁してくれっ！

　ざわ……なんてもんじゃない。どおっ、と地鳴りのようなざわめきが教室を揺らす。

「婚約者!?」「結婚するってこと!?」「マジで!?」「う、うらやましい……」「だだだ誰と!?」「遠々原だって！」「いたっけそんなやつ」

　……おい、最後のはちょっとひどくないか？

　騒ぎが収まる様子も見せないクラスの状況に、別の転校生の一人がムッとした表情で一歩前へと踏み出したかと思うと、クラスの喧(けん)噪(そう)に勝るとも劣らない大声で宣言する。

「あたしは伊(い)堂(どう)寺(じ)依(い)已(い)子(こ)。遠々原節の婚約者はあたしだよっ！」

　爆弾でも放り込まれたような騒ぎになった。

　担任の先生が「静かに！」とクラスを宥めようとするが、誰が何を言ったところでこの騒ぎはしばらく収まらないだろうと思った。

　ところが、俺の予想は完全に外れた。

　転校生の中のもう一人――三人目が、伊堂寺の前に出たのだ。その動作は、非情にゆっくりとしたものだったのだが、なぜか妙に存在感があって、俺も含めてクラス中の目が釘付けになる。

「みなさま、ごきげんよう。羽(う)入(にゆう)田(だ)宇(う)海(み)と申します。節さまの本当の婚約者はわたくしですので、くれぐれもお間違えなきようお願いいたします」

　ふわり、と淑(しと)やかに羽入田が一礼をすると、それまでの騒ぎが噓(うそ)だったかのように教室が静まりかえった。異常な事態が立て続けに起こって、開いた口がふさがらなくなってしまったのかもしれない。

　クラス中の口が動かなくなってしまった代わりに目が一斉に動き、物を言う。残る二人の転校生に視線が集まり、「お前らはどうなんだ？」と暗に訊いていたわけだ。

　視線を集めた残り二人の転校生の内の一人は、顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせるばかりで言葉を口にするのは難しそうだった。

　人見知りするタイプなのか、人の視線を集めるのが苦手なのかもしれない。まあ、こんな状況になれば、ちょっとやそっと図太くたって口が利けなくなっても無理はない。

　と思っていたら、その《ちょっとやそっと》に当てはまらない人物が、転校生の最後の一人だった。

「蝦夷(えみし)木(ぎ)江(え)梨(りい)。ご期待どおり、遠々原節の婚約者……なのです」

　顔色ひとつ変えずそんなことを言ってのける。と言うか、顔色どころか表情さえまったく変わらない。作り物めいた無表情だった。もしかすると、元々表情に乏しいやつなのだろうか。

　その無表情さ、無感情さが功を奏したのか、思っていたような騒ぎにはならず、わずかに「おお……」という感嘆の声が聞こえたのみだ。なぜ感心してる。

　五人の内、四人までの自己紹介が済んでしまったところで、クラスの視線は再び先程の内気そうな子へと戻る。その子は顔を真っ赤にしたまま、恐る恐る口を開いた。

「あ、あのっ、奥(おく)有(う)楽(ら)乙(おと)音(の)、です。えっと、わ、わたしもその……」

　端から見ていても、奥有楽と名乗ったその子が必死になっているのは見て取れる。その必死さに心を打たれたものか、クラスの連中からよくわからない声援が上がった。

「がんばれ！」「もうちょっとだよっ」

　何をだ。何がだ。

　声援に背を押された……かどうかは知らないが、奥有楽は大きく息を吸い込むと、

「わたしもっ、せ、節さんのこ、こ、こ婚約者ですっ」

　それでクラスはどわぁっと沸き返った。なんだろう、逆転に次ぐ逆転の感動的なスポーツの試合でも観戦していたような感じだ。立ち上がって拍手をするやつもいれば、目の端に涙を浮かべているやつまでいる。

　ぶっちゃけ異常な盛り上がり方だ。うーむ、ウチのクラスっていろいろ沸点低いやつが多かったんだなあ。

　で、その感動の一シーンが一区切りすると、次に皆が気になるものと言えば……あまり考えたくないが俺だ。

　今まで転校生に向けられていた視線が、一斉に俺の方を向く。

　おおぅ……なかなか威圧感があるな。さっき奥有楽が喋れなくなったのも少しわかる気がする。

　ただ、俺が視線を向けられても何も言わなかったのは、威圧感に怯えたわけではなくて、ただ単に何も言いたくなかったからだ。

　そんな俺に業を煮やしたものか、クラスメイトのほぼ全員が揃って口を開いた。

「「どーいうことっ!?」」

　そう訊きたくなる気持ちはわからないではないが、

「どーいう……ことなんだろうなあ」

　たぶん。

　言っても信じてもらえないだろう。




　この《婚約者》たちが全員、俺のことを殺したいほど憎んでいるだなんて。










一章「殺したいほど憎んでいる」




　ことの発端は、俺の婚約者を自称する少女たちが転校してくる前日のことだった。




＊




「おい、節(せつ)。お前、恋人はいるのか？」

　俺の父親が、そんなまるで親子の会話のような話題を突然出したのは、実に三ヶ月ぶりに夕食を共にした時のことだった。

　俺の父、遠(をん)々(どお)原(ばる)十(じつ)慈(じ)郎(ろう)はさまざまな異名を持っている。その多くは「怪物」とか「妖怪」とか、あまりお目に掛かりたくないものが比喩として使われていた。それはつまり、この親(おや)爺(じ)が《あまりお目に掛かりたくないもの》だからなのだろう。うん、実によくわかる。

　もう少し親爺に好意的な異名となると「鉄人」なんてものもあるが、そのすべてに「日本金融界の」とか「経済史における」なんて言葉が枕詞のようにつく。

　わかりやすくはっきりと言うと、父・遠々原十慈郎は、世界的な大企業グループ『遠々原グループ』の会長なのだ。

「乳(う)母(ば)車(ぐるま)からスペースシャトルまで」という凄いんだか節操がないんだかよくわからないキャッチコピーを持つ遠々原グループには、関連企業を含めると優に三桁を超える会社が存在しているが、その多くの企業の体制は、たったの一言に要約できる。

　すなわち、《ワンマン》だ。遠々原十慈郎は、八十を超える爺ぃになってまで、グループ企業の経営を摑(つか)んで放さない。

　そもそも遠々原グループは、戦後の混乱期に十慈郎が起業した『遠々原製作所』が発端となっている。親爺はその敏腕とか辣腕とか豪腕とか言われる腕を振り回して、たったの一代でのし上がった立身出世の男なのだ。

　これだけなら、将来、学習漫画の題材にでもなりそうな話だが、まあ無理だろう。遠々原グループ……というより遠々原十慈郎には、後ろ暗いところが多すぎる。俺は詳しくは知らないが、ライバル企業を追い落とすのに犯罪まがいのことをするのは日常茶飯事のようだし、おそらくは実際に法に触れる行為をしたことも一度や二度じゃあないだろう。純真無垢な子供たちに「この人を見習いなさい」とは言えないタイプの人間だ。

　にもかかわらず、親爺の手が後ろに回ったことはなく、問題になることさえ少ない。このあたりが、親爺が「怪物」とか「妖怪」とか「クソジジイ」とか呼ばれている所以(ゆえん)なのだろう。最後のは俺以外が使っているところを聞いたことはないけど。

　その怪物爺ぃが突然、普通の父親のようなことを訊(き)いてきたのだ。いきなりなんだ、一体どんな裏があるんだ、と思わずにはいられなかった。そうは言っても、この妖怪に黙秘は通じない。ごまかしたり曖(あい)昧(まい)な返事で適当にお茶を濁したりするのも、後々もっと恐ろしいことが起こりそうな気がしてしまう。

　まあ、それほど答えづらい話題でもなし、俺は素直に即答した。

「いない」

　皺(しわ)だらけのくせに妙に脂ぎった顔と、どぎついと形容できそうな鋭い眼光が親爺の特徴なのだが、俺の返答を聞くと、その脂ぎった顔に満面の笑みを浮かべ、そのくせわざとらしくもしかつめらしい表情を作った。

「節。お前、いくつになった」

「十六……もう数ヶ月もすれば十七だけど？」

「いかん、いかんなあ。仮にも儂(わし)の息子ともあろうものが十六にもなってそんなつまらん青春を送っているとは嘆かわしいぞ」

　つまらん青春ときたか。

「俺のほうこそ嘆かわしいね。俺の父親がそんな一般論で青春を定義しようとするつまらない人間だなんて」

　言葉の内容というより、俺が反論したという事実自体が面白かったのだろう、親爺はにんまりとそれはそれは嬉しそうに相好を崩した。

「面と向かって儂につまらない人間などと言うのはお前くらいだな」

　まあ、そうだろう。この爺さんの機嫌を損ねて平気でいられる人間ってのもそう多くはないだろうからな。かくいう俺だって、結構ひやひやものなんだが、

「しかし、儂はお前のそういうところを買っているのだ」

　こんな風に、滅多に反抗されることがないからこそ、たまの反抗に新鮮さを感じるようなところが親爺にはあって、俺はそこにつけ込んでいるというわけだ。

　つまるところ、諾々と平伏しているよりは多少逆らってみせたほうが親爺は喜ぶだろうという打算の下でやっているわけで、そういう意味では、日頃この爺ぃにへつらっている取り巻き連中とあんまり変わりはない。わずかな自(じ)嘲(ちよう)に顔を歪めそうになり、ごまかすように肩をすくめた。

「で？　俺に恋人がいないことが親(じ)爺(い)さんに何か関係があるのか？　まさかとは思うけど女の子を紹介してくれるなんて話じゃあないよな」

　俺は冗談めかして言ったが、まんざら冗談で済む話だとも思っていない。いずれそういう話が出ることもあるだろうと予想しているし、覚悟も決めている。もっとも、本当にその時が来たら、親爺は《女の子を紹介》なんて迂遠な方法はとらないだろう。もっとはっきりと「お前の結婚相手を決めた。この娘と結婚しろ」と単刀直入に言ってくるはずだ。

　だから、

「儂ともあろう者が見透かされてしまう程度の話を持ってきたとは恥(ち)辱(じよく)の極みだが、そのまさか、というやつだ」

　親爺が妖怪じみたニヤニヤ顔のままそう言った時も、驚きはあったが動揺はなかった。

「だが、お前もわかっていると思うが、儂が話を持ってきた以上、女を紹介なぞという生ぬるいものではないぞ？」

　やっぱり、結婚相手を見つけてきたといったところか。予想も覚悟もしていたが、こうして直面すると厄介事が降って湧いたような気分となってしまう。

「わかってるさ。だけど、今日明日にすべて決めろというわけでもないんだろう？」

　親爺の言葉に従っているだけでは、「今日、紹介した。明日、結婚しろ」ということになりかねない。逆らうのは論外だが、流されるのもご免被りたいところだ。ある程度は自分の意志で動けるだけの余裕は確保しておきたい。そのためには、なんとしても親爺から「それほど急(せ)いた話ではない」という言質をとっておかねばならなかった。

　やれやれ。数ヶ月ぶりの親子の会話がこんな腹のさぐり合いとは、なんとも心温まる親子関係だ。

　親爺は即断即決の人間だし、自分の定めたスケジュール通りに物事が動かないのをひどく嫌う。だから俺の言葉を快くは思わないだろうと考えていたのだが、気色悪い笑みが顔から消えることはない。

　……どうも、爺ぃの掌(てのひら)の上で転がされている気がする。俺が思わずしてしまいそうになった舌打ちを内心で止めようと努力している間に、親爺が実に楽しそうに口を開いた。

「お前が今日明日にすべて決められるというのならばそれでもよいが……まあ、無理だろうよ」

「無理？　無理ってどういうことだ？」

　聞き返してしまうのはますます親爺を調子に乗らせるだけだとわかっていたのだが、つい聞いてしまった。

　案の定、親爺はこれ以上崩れようもないと思っていた相好をさらに醜悪に崩し、

「見ればわかる。……おい、もう入って来ていいぞ」

　と、部屋の外へ向かって声を張り上げた。

　俺が困惑する間もなく、ぞろぞろと部屋に人が入ってくる。

　ぞろぞろ？　そう、ぞろぞろと――だ。

　その数五人。少し大人びた者から、幼く見える者までいるが、おそらくは俺と同じくらいの年頃だろうと思える少女が五人、部屋に入ってきたのだ。……まさか。

　嫌な予感に俺が恐々としているのを見て取って、親爺のテンションはますます上昇したようだ。両手を広げ、大きな身振りと共に「紹介しよう！」と高らかに告げる。

「この娘たちが、お前の婚約者候補の五人だ！」

　そういうことか……。

　この親爺の悪癖だ。この醜悪な爺ぃは、他人に無理難題を押しつけ、足(あ)掻(が)き藻(も)掻(が)き苦しむ様を見て悦に入るという極めて不愉快な嗜(し)好(こう)の持ち主なのだ。殊に、競い蹴落とし足を引っ張り合う、泥沼のごとき様相を呈する多人数での競争が大の好物だった。

　今、俺の目の前にいる五人の女の子たちは、今回の《プレイヤー》に選ばれてしまった娘たちなのだろう。気の毒に……なんて同情する気にもなれない。なにしろ、一番の貧乏くじを引いたのであろう人間は、他でもないこの俺なのだろうから。

「どうした、節。黙り込んでないで感想の一つも言ったらどうだ？」

「……俺みたいな甲斐性なしのモテない男に、こんな素晴らしいハーレムを用意してもらえるなんて、まったくもってありがたい親心だよ」

　もちろん言葉通りの意味じゃない。冷静に考えて俺の立場はハーレムの王様なんてものじゃなく、せいぜいがゲームの賞品、事と次第によってはレースのチェッカーフラッグかゴールテープに過ぎない。皮肉の一つも出ようってものだ。

　まあ、愚(ぐ)痴(ち)ったところで仏心を出すような親爺でもない。それよりも今は、この《ゲーム》の中で、俺がどんな役割になっているのか、そこをはっきりと聞いておかなくてはならなかった。

「それで、親(じ)爺(い)さん。俺は一体、何をすればいいんだ？」

「何を？　またおかしなことを言うな。お前の婚約者候補だと言っただろう。お前がすることと言ったら決まっておろう。気に入った娘を選ぶのじゃよ」

「……俺が？」

　意外な答えだった。親爺の性格からして、決定権を他人に譲り渡すなんて考えられないんだが。

　どうも何か裏があるような気がしてならない。俺はわずかな表情の変化も見逃すまいと親爺の顔を凝視しながら慎重に口を開いた。

「……じゃあ、例えば俺が今すぐこの子たちの中から一人選んで、この子と結婚するってそう言えば済む話なのか、これは？」

　そんなはずはない。そんなつまらない結末をこの爺ぃが認めるはずがない。そう思うのだが、親爺はどこまでも上機嫌で鷹(おう)揚(よう)に頷(うなず)いた。

「ああ、そうだとも」

　その言葉を聞いてもまだ俺は信じ切れなかった。

　だから、「しかし……」と親爺が付け加えた時は、むしろ安心してしまったくらいだ。ただ、その後が聞き捨てならない。

「お前にそれができれば、の話ではあるがな」

　親爺は俺にはこの五人の女の子から一人を選べないと思っている？

　見くびられたものだ、と怒るほどのものでもないが、そこまで優柔不断だと思われるのもなんだかな。

「まあ、確かに？　一人だけ選ぶってのも大変そうな美人ぞろいではあるけどな」

　軽口を叩きつつ、ちらりと親爺の後ろで横一列に並んでいる女の子たちへ視線を向ける。

　……ん？

　俺が視線を向けた瞬間、女の子たちは皆一様に取り繕うようなぎこちない笑顔を見せた。それはいいのだが、問題は笑顔を見せる直前までの表情。ほぼ例外なく、俺のことを睨(にら)み付(つ)けていたのだ。

　気持ちはわからないでもない。親爺が見つけてきたということは、皆それなりの家の令嬢なのだろう。それが、婚約者として紹介されるならまだしも、婚約者候補なんて呼ばれ、人と比べられた上で他人から選ばれるなんて不愉快に思うのも当然だ。

　……と言いたいところなんだが、少し気になる。先程まで女の子たちが俺に向けていた視線からは、《不愉快》なんて言葉で収まる程度のものではなく、もっとはっきりとした嫌悪感――あえて言葉にするのならば、《憎しみ》が感じられるように思えたのだ。

　どうにも嫌な予感が拭(ぬぐ)いきれず、探るように親爺の顔を見る。親爺は上機嫌ここに極まれりといった表情で、

「勘違いしているようだな、節よ」と嬉しそうに言う。

　わざわざ勘違いするように仕向けたのは親爺だろうに、勘違いしているなも何もあったもんじゃないが、親爺が何を企んでいるのか知りたいのはこちらも同じだ。

「勘違いだって？」と少し間の抜けた表情まで付け加えて素直に言ってやる。

「儂はお前を買っていると言ったろう。これが単にお前の花嫁選びだとしたら、お前がこの場で即答しかねんことも承知している。無論、何の裏もなければの話だが」

　ということは、この話にはやっぱり裏があるってわけか。わかってはいたことだけど、はっきりと言われるのもなんだか腹が立つ。

「いいか、よく聞けよ。この娘たちは、お前のことを殺したいほど憎んでいる」

　……。

　…………？

　…………なんだって？

　この五人の女の子たちが、俺のことを憎んでる？　殺したいほどに？

　そんな馬鹿な。

「ちょっと待ってくれよ、親(じ)爺(い)さん。俺は誰かに憎まれるような憶えは……」

　ない、と言い切れるほど俺は聖人君子じゃあない。当然、俺のことが嫌いな人間だってごまんといるだろう。ただ、殺したいほど憎んでいるとなれば話は別だ。

　まして……。

「俺はその子たちとは初対面だ。何をどうしたら憎まれるのか見当も付かない」

「まあ、お前はそうだろうな。人畜無害を装っているようだからな」

　人畜無害を装うとは人聞きが悪い。日々、自制を心がけていると言って欲しい。

「だが、お前の親はどうだ？　お前の家は？　恨まれることばかりやっておるだろう」

　他人事のように言ってるが、そりゃあんたのことだろうに。悪事に自覚がないよりマシと言うべきか、自覚してやっているのだから余計タチが悪いと言うべきか。まあ、この爺さんが図太い人間であることだけは確かだ。

「理由は様々だが、この娘たちはみな儂や遠々原グループによって苦渋を味わわされた者たちばかりだ。間接的にではあるが、お前も憎まれていると思って間違いない」

　それってつまり……、

「とばっちりってやつじゃないか」

　そんなことで殺したいほど恨まれるなんて思えない……と言いたいところではあるが。

　親のことは親のこと、家のことは家のこと、俺に恨みを向けるのは筋違い。と言い切れるほどに人間の心理は論理的じゃない。毒食らわば皿まで……じゃない、坊主憎けりゃ袈裟まで憎い、か。とにかくそんなことわざができる程度には恨まれていておかしくない。それに、親爺のやることはとかく派手だ。別の言い方をするならば容赦がない。

　俺を……親爺を恨んでいるということは、おそらくこの女の子たちは皆、親爺と敵対したか、あるいは障害となった家の娘たちなのだろう。だとしたら、一家離散くらいは当たり前、この子たちを残して一家心中したと言われても驚きはしない。

　かく言う俺だってかつては被害者の側だったのだ。親爺や家を恨むのはわかりすぎるほどによくわかる。

　わからないのは親爺の思惑だ。

「俺がこの子たちの中から一人選んで結婚なんてことになったら、困るのは親(じ)爺(い)さんじゃないのか？」

　俺の皮肉を親爺は鼻で笑って一蹴する。

「お前の嫁に憎まれている程度のことで、どうして儂が困る？」

　……ああ、そうかもな。

「親(じ)爺(い)さんお得意の《リスクを楽しむ》ってやつなのかもしれないが、それにしても悪趣味だろう」

　親爺は俺の言葉に一瞬きょとんとしたかと思ったら、すぐさま「かかかっ」とまるで事件が一件落着した黄門様のように闊達に笑い出した。

「儂が楽しむリスクをこの程度と思ってもらっては困るぞ」

「……なんだって？　まだ何かあるって言うのか？」

「お前にはまだ伝えていなかったが、儂はこの娘たちと一つ、約束事をしておる。『もし君が節に選ばれ、正式な婚約者となったその時は――』」

「そ、その時は……？」

　そうさせるための話術だとわかっているのに、わざとらしく途中で切った親爺の言葉にごくりと唾を呑み、その先を待ちかまえてしまう。

「『儂や節、遠々原の家をどのように扱ってもらっても構わん』という約束だ。勝者が望むのなら、今まで遠々原が蓄えてきた財力も権力も好きに使うことができる。

　まあ、つまりは、今の儂の立場とそっくり入れ替わることができるというところだな」

「なっ――!?」

　その親爺の一言で、その場は騒然となった。……なんてのは大袈裟だ。今、この無駄に広いダイニングには、俺と親爺、《婚約者候補》の五人の他には、親爺の身辺警護を務める黒スーツの男が数人、あとは俺の世話係のメイドが一人いるだけだ。

　親爺はもちろん、事前に話を聞かされていただろう《婚約者候補》たちに驚きがあるはずもなく、承知していたのかそれともプロ意識なのか黒服たちにも動揺は見られない。騒ぎと言っても、せいぜいメイドの息を呑む音が聞こえた程度だ。それでも俺が一瞬、騒然となったと思ってしまったのは、それだけ俺の中での衝撃が大きかったせいだろう。

　だって、そうじゃないか。

「どのように扱っても構わない」と言葉にすればそれだけのことだが、言った相手は遠々原に恨みを抱いている少女たちなのだ。仮にその約束を果たさねばならなくなった場合、遠々原に、ひいては俺や親爺に破滅的な結末が訪れるであろうことは火を見るより明らかだった。

　一体、爺ぃは何を考えている？　

「……本気か、親(じ)爺(い)さん？」

「本気だとも。こんな噓をついて儂に何の得がある」

「俺が本気かと言ったのは、そんな話を聞かされて、本気で俺がこの中の誰かを選ぶと思っているのかって意味だよ」

　嚙(か)みつくように言ってのけると、それまで陽気に振る舞っていた親爺の目がすっと細められる。

「わかっていると思うが、お前に拒否権はないぞ」

　鉛のように冷たく無機質で、威圧的な声。さすがにすごい迫力だ。正直、恐ろしいと思ってしまったが、意地でもそれは面(おもて)には出さない。

「拒否権があろうがなかろうが同じことだ。あんたに逆らって破滅するのも、あんたに従って婚約者の手で破滅させられるのも、俺にとって変わりはないからな」

「だとしたならばどうする？　どちらでも破滅が訪れるからといって、お前は何もせずに破滅を待つのか？　それが望みなら、今すぐにでもお前のすべてを終わらせてやるぞ」

　脅し、ではない。爺ぃならやる。子供が遊び飽きた玩具を捨てるのと同じくらい容易に、そして残酷に、あっさりと俺を切り捨ててしまうだろう。

　今既に、親爺の両目には俺への失望の翳(かげ)りが見え始めていた。

「さあ、言え。どちらでも好きな破滅を選ばせてやる」

　もちろん、あなたの言葉に従います。と、大抵のやつなら言うんだろう。俺がその台詞(せりふ)を言わなくて済んだのは、大抵のやつよりも度胸が据わっているから……ではなく、この爺ぃの趣味や嗜好を多少なりとも把握していたからだった。

「言えだって？　それは俺の台詞だ、親(じ)爺(い)さん」

「ほう？　この期に及んで儂に何を言わせる気だ？」

「決まってる。俺の勝利条件を言えって言ってんだ」

　親爺は、自分が勝手に定めたルールの中で、他人が悪戦苦闘する様を見ることに快楽を感じる、ありていに言って変態だ。ただ、公平(フエア)を気取っているのか、単なる自虐趣味(マゾヒスト)なのか知らないが、自分でルールを作れるくせに自分がリスクを背負うことも珍しいことじゃない。

　つまるところ、これは《ゲーム》だ。

　女の子たちにしてみれば、俺に自分を婚約者として選ばせられれば勝利。俺の役目が婚約者候補たちによるレースのゴールテープに過ぎないのならば、それがすべてのゲームなのだろうが、親爺は俺に対しても多大なリスクをふっかけてきている。だとしたら、俺が《勝つ》状況を設定していないはずがない。

　絶対の確信を持って言った言葉だったが、親爺が目を伏せしばらく黙り込んでしまったために、さすがに不安になってくる。

　きれいに禿(は)げ上(あ)がった親爺の頭頂部を眺めること数十秒。

　顔を上げた親爺の表情は、本物の妖怪も裸足で逃げ出すんじゃないかと思えるような不気味な笑顔だった。

「さすがだ、節。そうでなくてはな。この五人の《婚約者候補》が皆、お前を恨んでいるのはさっき言った通りだが……」

「俺を、じゃなくて遠々原を、だろ」

　おれの文句……というか的確な指摘を親爺はあっさりと無視した。

「この中に一人だけ例外がいる」

「例外？」

「お前を恨んではおらず、純粋にお前のことを愛している娘がな。その一人を見つけ出し選ぶことができれば、お前の身に破滅は降りかからん。つまり――」

　親爺は皺だらけの節くれ立った指を俺に突きつけた。

「お前の《勝利》だ」

　俺の……《勝利》。

　俺はこの五人の婚約者候補の中から、俺を恨んでいない一人を見つけ出し、選ばなくてはならない。そうしなくては、俺は破滅する。親爺が彼女たちとどこまで細かく取り決めをしているのか知らないが、おそらく彼女たちが勝利した場合、この遠々原の財産は彼女たちのものになり、少なくとも俺は家を追われる。最悪の場合、命さえ奪われるだろう。楽観的にはなれない。遠々原の財力、権力を自由に使うことができるのであれば、人間の一人くらい闇から闇へ葬り去ることは容易だ。

　それは親爺だって同じ（それどころか、俺より遙かにひどい状況になることは必至）のはずなのだが、苦虫を嚙み潰したような表情を隠すことさえできなくなってしまった俺とは違い、実に悠然としている。

「なんて顔をしとるんだ、節。儂はお前の勝ちに賭(か)けておるんだぞ？　だからこそお前と同じリスクを背負っておると言うのに。そのお前が今からそんな表情をしておるのでは困るな」

　……勝手なことを。

　背負わなくてもいいリスクを背負ったのは親爺で、背負わなくてもいいリスクを背負わされたのが俺だ。これを理不尽と言わずして何を理不尽と言うのだ。表情の一つくらい変わるのが当たり前だろう。

　だが、結果的に親爺も俺と同じリスクを背負っているのは間違いなく、それにもかかわらず、悠然とした態度を崩していないのには素直に感心してしまう。

　これが人間の器の違いってやつなのだろうか？

「それから言っておくが、これは単なるゲームだけで終わる話ではないからな。お前が誰を選ぶのか、勝つか負けるかはわからんが、選んだ娘とはきっちりと婚約し、結婚してもらうぞ、節」

「あ、ああ……わかってるよ、親(じ)爺(い)さん」

　結婚。

　人生の重大事であるはずなのに、親爺がふっかけてきた《ゲーム》に比べると、なんだか些(さ)末(まつ)なことのように思えてしまった。

　……もしかしてこれも親爺の策略だったのだろうか？
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「大変なことになりましたね、節さま」

　食事を終え、自室に戻るなり頭を抱えてしまった俺の後を追うようにして部屋に入ってきたのは、メイドの梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)睦(む)月(つき)だった。

「この家に来てから、《大変なこと》には慣れていたつもりだったんだけどな……」

「どうなさるおつもりなのですか？」

「どうもこうも、今は親(じ)爺(い)さんに逆らうつもりはない。それはお前だって……ん？　どうした、睦月？」

　睦月と俺は、様々な事情があって今はメイドと主人という立場になってしまっているが、兄弟同然に育った幼なじみだ。人前でならともかく、二人だけの時にまで俺に敬語を使うようなやつじゃない。

「どうしたとは、どういう意味でおっしゃっておられるのです？」

　こくりと首を傾げる姿からは、本当に俺の言っている意味がわからないようにも見える。しかし、本当にわからないわけじゃあないだろう。

「……何かの嫌がらせか？　睦月に敬語を使われると、なんだか背筋が寒くなるんだが」

「嫌がらせとは人聞きが悪い。節さまもいよいよ奥様をもらうことになるようですので、今までのような馴れ合いの関係ではなく、節度を守らなくてはならないと思っただけでございます」

　睦月は少し拗(す)ねたように言う。さて、この言葉を額面通りに受け取るなら、

「まさか……嫉(しつ)妬(と)してるのか？」

　ということになるが、まあ、睦月に限ってそんなことはないだろう。

　ならば、どういうことなのか……。

　いやいや、なんなんだ。なんで幼なじみ相手にまで腹のさぐり合いをしなきゃならないんだ。こんな家にいて、親爺みたいなやつの相手をしていると人が悪くなるばっかりだ。もう、なんでもいいや。

「心配すんな、睦月。俺が結婚しても、お前のことは愛人として囲ってやるから」

　ははは、と笑いながらセクハラ発言。これで睦月が呆れるなり怒るなり俺を馬鹿にするなりすれば、睦月も普段の睦月に戻るだろう。

　……と、思ったんだけど。

「そう……ですね」

　祈るように胸の前で両手を組み合わせた睦月は、体を縮め俯(うつむ)き加減で目を伏せながら悲しそうに呟(つぶや)いた。

「今の私には、そうしていただくことが一番の幸せかもしれません……」

　え？　え？　まさか……ほ、本当に？

「いや、お、おい……あの……あのな、睦月」

　何とフォローしていいかわからず、思わずおろおろとした声を上げてしまった次の瞬間に俺の耳に届いたのは、睦月の呆れ果てたような深いため息の音だった。

　続いて、「馬鹿者」とそのものずばりの罵(ば)倒(とう)が届く。

「この程度のことで動揺してどうする。そんなのだからいつまで経っても御(ご)前(ぜん)の掌の上で操られるのだろうに」

　御前、とは親爺のことだ。睦月に限らず、この家で働く人間のほとんどは親爺のことをそう呼ぶ。

「あ、ああ……」

　ああ、よかった。いつもの睦月だ。

「それにしても、君は本当に予想外の事態に弱いね」

　いつも通りの睦月からは、さっき俺が欲しかった反応が返ってくる。つまり、呆れ果て、少し怒った調子で、俺のことを馬鹿にしていた。

　ついさっきならほっとしただろうが、今言われるとやはりカチンとくる。

「悪かったな。俺だって、自分がアドリブに弱いことくらい承知してるさ。だからこそ、今の道を選んだんだ」

「とは言ってもね、君はいつかあの御前に勝つつもりでいるのだろう？　なのにそんな様子では先行きが不安になるよ」

「勝つ？　馬鹿なこと言うなよ」

　俺は笑った。多分に自嘲ぎみではあったが、笑みは笑みだ。

「親(じ)爺(い)さんに勝てるわけがない」

　俺の名は遠々原節だが、この名はつい五年前からのものだ。五年前、遠々原十慈郎の養子に入り、遠々原の姓を名乗ることになった。

　それまでの数年間、俺はある児童養護施設で育った。施設に入る前には、生みの両親と暮らしていたのだが、両親の死をきっかけに施設に入ることとなった。

　親爺――十慈郎と出会ったのは、その施設でのことだ。親爺が慈善事業という名の税金対策で児童養護施設に寄付をし、その関係で施設を訪問した時のこと。偶然、親爺が施設の院長先生に「養子の一人でももらおうかと思っている」という話をしているのを聞いてしまったのだ。

　俺はその話に飛びついた。十慈郎の前に飛び出し、自分を養子にしてくれと売り込んだのだ。今にして思えば、いい度胸だ。たぶん、今もう一度やれと言われてもできないだろう。

　この時、俺が親爺の養子になりたがったのにはいくつかの理由があるが、その中で一番大きなものを一つあげろと言われたら、遠々原ほどの大きな家の子供になればもう金に困ることはないだろうという、子供らしからぬ俗塵にまみれた考えからだった。

　そんな浅はかな考えを見通していたのか、親爺は「儂が養子を欲しがっている理由を当てられたら、養子にしてやろう」と言い出した。

　実のところ、俺はその時には既に、遠々原十慈郎のことを知っていた。ささやかな町工場を経営していた生みの両親の死に、遠々原グループが関わっていることを知ったのがきっかけで興味を持ち、調べていたのだ。

　もちろん、当時小学生で、かつ児童養護施設で暮らしていた俺には、自由にできる金も時間も、ついでに言えば知識も知恵も足りなかった。だから、調べると言っても高が知れている。それでも、ささやかな情報の中から、俺は遠々原十慈郎という人物を想像し、養子を欲しがる理由を探した。結局、俺の出した結論は、

「親(じ)爺(い)さんの死後、財産や地位を狙っている実子やグループ関係者を困らせるため」

　というようなことを、もう少し拙(つたな)い言葉で答えた。

　なんとまあ、可愛げのない小学生だ。自分のことながら嫌になる。

　もっとも、それが功を奏したのだろう。それが、本当に親爺が考えていた理由だったのかはわからないが、少なくとも俺の答えは気に入ったようで、俺は遠々原十慈郎の養子となった。

「親(じ)爺(い)さんには勝てない。五年も一緒に暮らしてまだあの爺ぃに勝てると思うほど俺は自(うぬ)惚(ぼ)れていないし、自分の将来性を楽観してもいない」

「とすると、私の方がもう少し君を買いかぶっているということなのかな？」

「きっと、そうなんだろ。第一、俺の選択には睦月も納得していたはずじゃないか」

「納得と言うか……」

　睦月は難しい顔をして、ううんと唸ってしまった。

「納得と言うか……私は君に買われた、君の所有物だからね。君がそうすると決めたことに異論を挟めるような立場じゃあないよ」

　ああ、そうだった。詳しい事情は割愛するが、今、睦月が言ったように、かつて俺は睦月を金で買った。もちろん、そんなことが法律で認められるわけもなく、法的には遠々原邸に勤務する家事使用人以外の何者でもないし、当然俺だって睦月のことを所有物だと思ったことなんて一度もない。

　そもそも、睦月だってどこまで本気で言っているのかわかったもんじゃない。

「昔はかなり異論を挟まれた気がするんだけどな」

「まあ、あの頃は私も君の所有物であるという自覚が少なかったからね」

「今は自覚が芽生えているっていうのか？　それで？」

　それにしては随分とふてぶてしいじゃあないか。

「そりゃあ君がこの私を望んでいると思うからさ。希望があるなら言ってくれ、如何様にも変わってみせるよ。例えば、さっきみたいな儚(はかな)げで健(けな)気(げ)な感じはどうだい？」

「やめてくれ。気色が悪い」

「……おい、君」

　それまで陽気に喋っていた睦月が、急に半眼になり仏頂面で俺を睨(にら)んだ。

「こんな可憐で可愛らしいメイドさんに向かって気色悪いとは何事だ。そもそも君は自分の立場に対する自覚が少なすぎるね。私のような美少女メイドを傍にはべらせておきながら、今度は五人の婚約者をとっかえひっかえ好きなようにできるだと？　君はどこのエロゲの主人公だ。童貞のくせに」

「ちょっと待て。人聞きが悪い上に不穏当な表現が混じっていたぞ」

「君の立場を知られたら、誰に後ろから刺されても文句は言えんぞ。さあ、今の内だ。悪いことは言わないから謝っておけ」

「謝るって、誰に？」

「もちろん、全国のエロゲーユーザーにだよ！」

「ピンポイントだなあ」

　わざと馬鹿馬鹿しい話にして俺を煙に巻こうとするのは、いつもの睦月の話し方だったが、それにしてもいつもより怒っている気がする。まさかとは思うが……、

「やっぱりお前……嫉妬してるんじゃないのか？」

　さっきより少し本気で言った言葉は、鼻で嗤(わら)われてしまった。

「馬鹿を言ってもらっては困る。私が君に嫉妬なんてしようがない。いいか、この際だからはっきりと言っておくがね」

　じろり、とキツイ視線で俺を睨む。

「私は君が好きだが、君と結婚するのだけはまっぴらごめんだ」

「お、おぅ……そこまではっきり言われるとさすがにちょっとヘコむぞ」

「ヘコめ。いいかい？　私は先程、君のことをアドリブに弱いと言った。しかし、それは君の欠点ではあるが、弱点にはなり得ない。なぜだと思う？」

　なぜと言われてもな。なかなかどうして自分のことはわからないものだ。俺が素直に首を振ると、睦月は「やれやれ」とばかりに大きくため息をついた。

「君はね、捨てることに躊(ちゆう)躇(ちよ)がないからだよ。君に限らず、たいていの人間は予想外の事態に陥った時にはうろたえる。うろたえて判断を誤る。なのに君はうろたえるくせに判断を誤らない。なぜなら君には執着心がないからだ。執着心がないから、現時点での自分に必要なものを正確にランク付けでき、一番上位のものを選択できる。脊(せき)髄(ずい)反(はん)射(しや)で判断しているのと同じようなものだね、これではうろたえていようがいまいが変わりはないよ」

　脊髄反射とはひどい言い様だが、

「それって、褒(ほ)めてんのか？　貶(けな)してんのか？」

「両方だよ。私が君を信頼して、御前が君を気に入っているのも、たぶんそのあたりが理由だろう。ただし、恋愛対象にはしたくないってことさ。必要とあれば、君は恋人だろうが妻だろうが何の躊躇もなく切り捨てることができるだろうからね」

「そ、そんなことは……」

「ない、と言い切れるのかい？」

　睦月は意地の悪い笑みを浮かべる。

「じゃあ訊くが、先程『愛人として囲ってやる』と言われた私が、涙ながらに部屋から出て行ったらどうしていたね？　君は私の後を追ってくれたりはしなかっただろう？」

　そう、かもしれないが……。

「それって、やっぱりお前を切り捨てたことになるのか……？」

　俺の問いに、睦月は「そら見たことか」とでも言いたげな冷めた表情を作る。

「少なくとも、今まで通りの関係でなくなったことは確かだろうね。つまり《今の》私を切り捨てたと言うこともできる。これについては断言してもいいが、その時、君は決して後悔したりしない。『まあ、仕方がない』の一言で済ませるだろうさ」

　…………。

　反論できなかった。

「このように、君は極めて人でなしということだ。人間失格とも言える。犬畜生に劣るとはこのことだろう」

　そこまでバリエーションに富んだ罵声を浴びせてくれなくてもいいじゃないか。

「まあ、私は別に君に改めてもらおうと思っているわけじゃあない。むしろ、そうであってくれなくては困るくらいだよ。ただ、君の奥さんになる人には同情を禁じえないね」

　と、そこまで言ったところで、不意に何かに気づいたように、

「ああ、そうでもないのか。君の奥さんになる人も、なかなかに一筋縄ではいかない人物のようだからね」

　睦月はそれまで小脇に抱えていた書類入れのようなファイルを俺に差し出した。

「……これは？」

「御前から君に渡してくれと預かったものだよ。なんでも、君の《婚約者候補》に関する調査資料だとか」

「そりゃまたご親切なことで」

「『これを見れば、どれだけ恨まれているか身にしみるだろう』だってさ」

「……あンの、クソジジイ」

　俺は睦月に比べれば極めて平凡でなんの面白みもない罵声を一つ口にしてから、ファイルに目を通し始めた。




＊




　見なけりゃ良かったかもしれないと、ちょっとだけ後悔した。










二章「曰く――デッド・エンド・ハーレム」




「あっ。節(せつ)さん、お帰りですか？　なら、せっかくですから、わたしと一緒に帰りませんか？」

　右手がきゅっと握られる。

「あら、節さまはわたくしと一緒に帰られるそうですよ」

　左腕を抱え込まれた。……おお、やわらかい。

「ちょっと待ってよ。そんなの誰が決めたのさ。節は誰ともそんな約束してなかったじゃん。あたしが節と一緒に帰る」

「そういうことなら、えりいが一緒でもよいのです」

「あのっ。わたっ、わたし……っ！」

　制服の上着の裾が後ろからぎゅっと引っ張られる。……くるしい。

　……オイオイ、キミタチ。いくら俺のことが好きだからって、そんなにもみくちゃにしたら痛いじゃないか。いやあ、モテるオトコは辛(つら)いなあ――って、

「って、ホントに痛いわっ！」

　俺が叫ぶと同時に、ぱっと女の子たちが四方に散った。

　言うまでもないかもしれないが、放課後の下校時間のことだ。

《婚約者候補》たちのさんざんな自己紹介によって、さんざんな騒動となったこの日、俺は次から次へとさんざんな目に遭わされることになった。その詳細は言いたくない、というよりも思い出したくもないことばかりで、とにかく一言で要約するのならば、さんざんな一日だった。

　だった……？

　いや、残念ながらそうじゃない。さんざんな一日は未(いま)だしっかりと継続中で、俺はこうしてさんざんな目に遭い続けている。もう本当に勘弁してください。

「あのさ、君たち。なんだってこんな――」

　俺は内心の煩(わずら)わしさを隠そうともせず、極めて辟(へき)易(えき)とした調子で「なんでこんな真似をするんだ」と訊(き)こうとして、やめた。

　それこそ言うまでもないし、訊くまでもないことだ。

　この子たちは、俺に気に入られようと自己アピールをしているのだ。

　俺も一応、健康的な高校生男子なので、美少女ハーレムの妄想をしたことが一度くらいはある。大勢の可愛い女の子に囲まれてキャッキャウフフとできればそりゃあ楽しいだろうと思ったこともあるわけだが。

　ごめんなさい、俺が間違ってました。

　実際に自分の身に起こってみても、何一つ楽しくない。

　事情をまったく知らなかったとしても、「何の冗談だ」と思うか、さもなくば「何の企みだ」と訝(いぶか)しんでいただろうし、事情を知った今となっては悪い冗談を通り越して悪夢としか思えない。

　仮にこの子たち全員が、純粋に俺のことが好きだからというだけの理由で俺に気に入られよう、好かれようとしているのだとしたら、睦(む)月(つき)に人間失格の烙(らく)印(いん)を押されたこの俺とは言え、嬉しくないことはない。

「まいったな」とか「困ったな」とか口では言いながら、頰(ほお)の一つもニヤけさせたりするかもしれない。

　だが。

「ごめんなさい。痛かったですか？」

　例えばこの子。さっき、真っ先に俺に声をかけてきて、今再びそっと優しく俺の手をとるこの天(あ)海(まの)崎(さき)朱(あか)璃(り)。

　昨夜、親(おや)爺(じ)から渡された資料を読んで少し驚いた。いや、驚いたというより、親近感が湧いてしまった。境遇があまりにも俺に似ていたのだ。

　天海崎の父は、つい一昨年までとある企業の経営者だった。先代――つまり、天海崎の祖父の時代は、バブルに乗っかって、かなり景気よくやっていたらしい。しかし、バブル崩壊後の慢性的な不況によって経営は悪化。起死回生の一手のつもりで、さるアミューズメント事業に参画したが、ある時、突如として銀行からの融資がストップ。その事業は中止を余儀なくされ、残ったものは莫大な借金のみだった。会社の累積赤字はもはや建て直し不可能なレベルに到達し、ついには倒産。

　と、こうして見る分には、俺が天海崎に恨まれる要素はないように思えるが、散文的な事実の羅列を見ているだけでも、俺にはそこかしこに遠々原グループの影が見て取れた。それこそ、《突如として融資がストップ》なんてわかり易すぎる例だ。間違いなく、遠々原がストップさせたのだ。天海崎の父が参画したアミューズメント事業を親爺が邪魔にでも思ったのだろう。

　その後、会社を潰した（天海崎の側から見れば『潰された』だが）天海崎の父は、人生最期の選択を選んでしまう。そう、自殺を図ったのだ。それも、妻、娘、息子の三人を巻き込んだ《一家心中》というわけだ。

　それを知った時、俺は自分の時のことを思い出し、気分が悪くなってしまったくらいだった。あの親爺に限って、偶然の一致などありえない。意図的なキャスティングに違いなかった。

　まったく。つくづく人の神経を逆(さか)撫(な)でするのが上(う)手(ま)い爺ぃだ。

　ここまでの事情を知ってなお、天海崎の《善意》を信じられるほど俺は人格者じゃない。彼女から手を引き離しつつ、そっとため息をついた。

「あっ……」

　俺のあからさまな拒絶の動作に、天海崎は申し訳なさそうに、そして悲しそうに表情を歪める。

　…………。

　睦月は、俺のことを買いかぶっているのか、見くびっているのかしらないが、少し誤解している。確かに俺は冷たい人間なんだろう。自分でも人間失格気味かなと思うこともある。ただ、睦月が思うほどに徹底できているわけじゃあない。

　特に天海崎は、綺麗な長い黒髪が印象的な、いかにも良家のお嬢さま然とした容貌で、それでいながら少し大きめな瞳がどこか活発な印象も与える、文句なしの美少女だった。まあ、なんと言うか……うん、はっきり言って好みのタイプだ。

　もしこれが、俺の婚約者を選ぶだけのレースであるなら、かなり有利な位置にいただろう。

　そんな子に悲しげな瞳を向けられて何も感じないほど、図太くはないのだ、俺は。

　つい居心地が悪くなって天海崎から視線を逸らし、それをごまかすように他の四人の《婚約者候補》たちに向けて「ちょっといいかい」と口を開いた。

「君らの事情もわからないではないけど、俺はこういうのは困るんだ」

「こういうの……と、申しますと？」

　とぼけている風でもなく、きょとんとして小首を傾げたのは羽(う)入(にゆう)田(だ)。軽くウェーブのかかった栗色の髪と、とても高校生とは思えない豊満な体が特徴的な、羽入田宇(う)海(み)だ。

　天海崎がつい数年前まで社長令嬢であったように、婚約者候補の五人は、皆それぞれに、良家の子女と言っていい。その中でも、羽入田は別格だった。なにしろ、戸籍の上では俺と彼女は親戚なのだ。つまり、遠(をん)々(どお)原(ばる)に連なる一族というわけだ。

　羽入田にも俺とちょっとした共通点があって、お互いに遠々原の一族ではあるが、本家――極端に言ってしまうと、遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)との血の繋がりはないという点だ。

　羽入田は早くに母を亡くしており、七年ほど前に父が再婚した。その再婚相手、羽入田から見ると継母にあたる人物が遠々原の人間だった。もちろん、と言うべきかどうかわからないけど、この再婚は多分に政治的、政略的なものだった。

　羽入田家はいわゆる旧家、名家として知られる家だが、経済的には先細りを続けていて、後のないような状況だったらしい。そこで好転を図るために遠々原家と姻戚関係を結んだ――と言うとなんだか時代劇のような話だが、実際に数年前に起きた話なのだから恐れ入る。

　羽入田家は千数百年前まで家系を遡(さかのぼ)ることができるという、正真正銘の名家なわけだが、遠々原一族の中にあっては新参者として扱いは決してよくないようだ。

　また、プライベートな面においても羽入田一家の状況は芳(かんば)しくない。どうもその原因の大半は、遠々原から嫁入りした羽入田の継母にあるように思われた。その継母は法的には羽入田姓となっているのに、未だ遠々原を名乗っているのだそうで、夫や義理の娘である羽入田宇海を見下すこと甚(はなは)だしい、ということだった。

　どうも羽入田が遠々原に抱いている憎しみというのは、俺や親爺というよりもその継母に向けられているような気がする。もしかすると、この《ゲーム》に羽入田が勝ったとしても、破滅するのはその継母一人で、俺まで害を被ることはないのではないかとも思ってしまうのだが、継母の羽入田に対する扱いによっては、憎しみはいくらでも増大する。注意するに越したことはないだろう。

　しかし、おっとりと言うかのんびりと言うか、にこにこと微笑を湛(たた)える羽入田の穏やかな顔を見ていると、本当に俺を破滅させようとしているんだろうか？　という気分になってしまう。

　それは他の四人についても同じだ。彼女たち全員が、内に俺に対する憎しみを抱きつつ、顔には笑みを浮かべて俺に好かれようと過剰なスキンシップを繰り返しているのかと思うと、背筋がうすら寒くなる。

　こんなハーレムを心から楽しめるヤツがいるのなら、俺は本気でそいつのことを尊敬できる。……たぶん、親爺ならできるんだろうな、という気はしているが。

　それに、親爺の仕掛けたこの《ゲーム》以外にも、俺には俺の目的がある。遠々原の養子となった五年前から、俺はその目的のために生きてきたし、今後も死ぬまでその目的のために生きていくつもりだ。そのために俺が常に心がけていることがある。それは、俺の中で何よりも勝る優先事項だった。

　俺が心がけているのはただ一つ。《目立たないこと》だ。

「つまり、学校内で騒ぎを起こして欲しくはないんだ。特に、注目の的になるような行動はしないでくれ」

　正確に言うと、注目の的になってくれても一向に構わないが、俺を巻き込まないで欲しい。

「いいね？」

　念を押すように、全員の顔を見渡しながら言うと、みんな一応は頷(うなず)いてくれた。

「もちろん、節さまのお言葉には従いますわ」

　なんて、にこにこと笑っている羽入田を見ると、どこまで理解してくれたのか怪しいと思ってしまうが、今はこれでいい。と言うか、五人の女の子を前にして説教でもしているような今の状況だって充分に目立つ。早いところ立ち去りたいというのが本音だった。

「そういうわけなんで、悪いけど一人で帰るから」

　言うだけ言って早々に歩き出すと、婚約者候補たちも俺の後を追うように続く。さすがにさっきみたく手を握られたりくっつかれたりすることはないのだが、ぞろぞろと女の子を五人も引き連れているのだって、目立つことは目立つ。

　言ったこと聞いてた？　と文句の一つも出そうになるが、たまたま帰り道が一緒ということだってあるだろう。まさかそれに文句を言うわけにもいかず、できるだけ彼女たちと無関係に見えるように黙々と歩くことだけを心がけた。

「そう言えば、あたしちょっと不思議って言うか、びっくりしたんだけどさ」

　俺の心がけをあっさりと無にしてくれやがったのが、伊(い)堂(どう)寺(じ)依(い)已(い)子(こ)だった。一応、俺の言葉を守ろうとする心づもりはあるのか、隣に並んでくるようなこともなかったが、すぐ斜め後ろから声をかけてくる。それじゃああんまり意味はないだろうに。

　伊堂寺は、俺との距離を測りかねているような他の婚約者候補とは違い、良く言えば友好的で、悪く言えば馴れ馴れしかった。《深窓の令嬢》を地でいくような色白の他の四人と違い、健康的に焼けた肌や活動的なポニーテールもあって、活発そうな印象が強い。どことなく、小型の狩猟犬や牧羊犬を思い起こさせる。

　良くも悪くもまっすぐな印象で、裏も表もないように見えて、本当に俺のことを殺したいほど恨んでいるのかとも思ってしまうのだが……まあ、油断は禁物だ。

「節ってさ、遠々原節だよね？」

　けっこう意図的に、はっきりとわかるように無視を決め込んでいたんだが、そういう空気を読んでいないのか、それともこの程度の無視は気にもならないのか、伊堂寺はまったく怯(ひる)むこともなく意味不明な質問をしてきた。

　意味は不明だが、意図は分かる。

　遠々原節の遠々原は、あの遠々原だ。ちょっと町を見渡せば、いたるところでその名を見ることができる巨大企業。そのトップに立つ十慈郎の息子が俺なのだ。別の言い方をするなら、御(おん)曹(ぞう)司(し)とも言う。なのに……

「なのにさ、クラスの人たちってそのことを気にしてないって言うか、言われて初めて気付いたみたいな顔してたんだよね。同姓の他人みたく思ってる人もいたしさ。あたし、もっと注目されてると思ってたから、びっくりしちゃったよ」

　まあ、そんなものだ。いくら遠々原といったところで、それは企業の名前で、トップに立っているのは親爺であって俺ではない。それに、巨大企業とか経済界の怪物なんてものは、一般的な高校生にとってみれば遙か遠い世界の話で、興味の範疇外だろう。むしろ、芸能人とかスポーツ選手の子供のほうがよほど注目されるんじゃあないだろうか。

「案外、みんな気にしてないものなんだね」

　のんきな調子で伊堂寺は言うが、じゃあ、俺が遠々原グループの御曹司であることを気にするやつが皆無かというと、残念ながらそんなこともない。追従するやつから攻撃してくるやつまで様々だ。だから、「遠々原って誰だ？」と言われるような今の状況は、苦心して意図的に作り上げたものなのだ。

　婚約者候補の女の子たちに目的があるように、俺にだって目的がある。そのために、俺は他人から見た自分の印象をできるだけ薄くしようと心がけているのだ。

　今朝、クラスメイトから「そんなやついたっけ？」と言われた時は、正直ちょっとヘコんでしまったが、これが十年後なら願ったり叶ったりだ。

　もっとも、それを今、伊堂寺に話すつもりもない。

「まあ、そんなもんだよ。変わってるのは家とか親爺であって、俺じゃないしね」

　だから、俺は素直に伊堂寺の言葉に同意した。

　言葉の内容か、それとも無視を決め込んでいた俺が返事をしたこと自体が嬉しかったのか、伊堂寺はぱっと表情を明るくする。

「そだよね。節も意外と普通のいいやつだしね」

　意外とは余計だ。俺は徹頭徹尾普通であろうと心がける善良な一小市民なのに。

　とか言いながらなんだが、少なくとも今まではけっこうひどい無視を決め込んでいたわけで、これで《いいやつ》と思われるってことは、それまで一体どんな想像されていたのか、聞きたいような聞くのが怖いような複雑な心境だ。

　とか思っていたら、あっさりと教えてくれた。

「札束で殴られたりしなくて安心したよ」

「そんなヤツがいたら、逆に愉快で楽しいヤツだと思うぞ」

　思わずツッコンでしまったが、突然、家までの帰路で伊堂寺との会話を楽しもうと思い始めたわけでもない。

「ところでさ、俺の言ってたこと聞いてた？」

　一旦、足を止めて振り返りながら言う。言った相手は伊堂寺だけに限っていたわけではなく、ぞろぞろとついてくる五人全員に向けた言葉だった。

「も、もちろん聞いてましたけど……」

「なら、そんな風にいつまでもついてこられるのは困るってわかりそうなもんだけどな」

　今後、これを続けられると厄介なので、あえてキツめに言った。気の弱い子ならショックを受けるかもとも思ったが、誰もそんな風でもなく、むしろ不思議そうにきょとんとしていたくらいだった。

　女の子たちは一瞬、互いに顔を見合わせ、そして代表するように天海崎が口を開いた。

「帰り道が……同じなので」

「んな馬鹿な」

　学校を出てからそれなりの距離を歩いている。最寄り駅は既に通り過ぎてしまったくらいだ。電車をつかう子もいるだろうし、ここまで五人全員が一緒だなんてそんな偶然があるわけがない。言い訳をするならもうちょっとマシな方法があるだろうに。

　納得のいかなさが顔に出ていたのか、彼女たちは不安げにもう一度顔を見合わせた。

「あの。節さまはご存じないのですか？」

「知らないって、何が？」

「あたしたち、今日からみんな一緒に住むことになってるんだよ？」

「は？」

「遠々原家の中で、なのです」

「はあ!?」

「だ、だから……その、帰り道が一緒になるのは、し、仕方ないと……思います」

　羽入田、伊堂寺に蝦夷(えみし)木(ぎ)と奥(おく)有(う)楽(ら)も続き、俺はよってたかって間違いを指摘されることになってしまった。

　一緒に？　住む？　家に？

　ん？　あれ？　……そう言えば、最近、家の庭の一部を取り壊して、建物を一棟増築していたようだが……え？　まさか、このために？

　いやいや、まさかな。たまたま改築してた時に今回の話が持ち上がったとか、そういうことだろう。仮にも経済界の鉄人とも言われる遠々原十慈郎がそんな馬鹿な金の遣い方をするはずもない。

「御(ご)前(ぜん)さまがわたしたちのためにわざわざ用意して下さったそうです」

「ちくしょう、馬鹿だったよ」
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「な、なんだこれっ!?」

　さんざんで始まった一日は、学校が終わってもさんざんなままで、家に辿(たど)り着(つ)いてもさんざんだった。いや、むしろ家に帰ってからが本番だったのかもしれない。なにしろ、最初のインパクトは自分の部屋に入った時が一番だった。

　家に帰り、部屋に入った瞬間、俺が見た物は――何もなかった。

　何もない、がらんとした空き部屋だった。

「おや？　帰っていたのかい、節」

　部屋の入り口で硬直したままでいる俺の背に、メイドのものとは思えないふてぶてしい睦月の声がかかる。

　睦月は俺と同い年だが、学校には通っていない。立場としては俺の専属のメイドということになっていて、俺の身の回りの世話以外に仕事もなく、たぶん俺が学校に行っている間は、けっこう暇してるはずだ。それならそれで、せめて《主人》の帰りぐらい出迎えてくれてもいいと思うのだが、残念ながらこれまで一度としてそんな幸運に巡り合った覚えがなかった。

　まあ、睦月に「お帰りなさいませ、ご主人さま☆」とか言われても薄ら寒いだけだが。

「あっ。ちょ……え？　ええ？」

　未だ混乱から抜け出せず、睦月を振り返っても口から出るのは、意味不明の言葉になってない声ばかりだった。

　それでも睦月はちゃんと理解できたのか、皮肉げに笑ってみせていた。

「ああ、君の荷物ならハーレムに運ばれているよ」

「……ハーレム？」

　聞き捨てのならない言葉を聞いたことが対症療法的になったのか、ようやく人間らしい反応ができるようになってきた。

「ほら、先日完成したばかりのあの建物さ」

「今日から婚約者候補たちが住むっていう？」

「なんだ、もう聞いていたのか。つまらんなあ、知った時に君がどんな間抜け面をするかと楽しみにしていたのだがね」

「さっきまでの俺よりはもうちょっとマシな顔だったけどな」

　似たり寄ったりではあったとは思うが。

「そんなことよりも、俺も今日からあの建物に住めってことか？」

「わかり切っていることを質問するなんて君らしくないね。言っておくが御前の指示だからね、例によって例のごとく拒否権はないよ」

「マジか……」

　肩をすくめながらつまらなそうに言う睦月の言葉に、全身の力が抜けそうになってしまった。いや、実際抜けた。思わずその場に座り込んでしまったくらいだ。

「なんだい、疲れた中年サラリーマンのような顔をして。複数の美少女と一つ屋根の下で共同生活なんて、君を除いたら後は二次元の人くらいにしか訪れない幸運だぞ。もっと喜んだらどうだね」

「ああ、そうだな。……二次元の人の苦労がよくわかるよ」

　二次元の人ってすげえ。

　よくこんな状況で嬉しくなったり楽しくなったりドキドキしたりムラムラしたりできるもんだ。

「それともアレか？　今までそれほど興味もなかったが、もっとハーレムラブコメとかの漫画とかアニメとかゲームとかを見てれば、この状況でもう少しマシな対処ができていたんだろうか？」

「ああ。まあ、何かの指針にはなったかもね。今からでも二次元流の達人を目指してみるかね？」

　二次元流の達人……？

「前向きなように見えてとても後ろ向きだぞ、それは」

「そんなことはない。《長○は俺の嫁(インナースペース・ラヴアー)》とか何か特殊能力が身につくかもしれないぞ」

「身につけてどうする」

「少なくとも、君の心の平穏は約束される」

「あ。それはいいなあ……」

「ああっ！　だ、ダメだ節！　そちらに行ってはいけないっ帰ってこれなくなるぞ！　その世界は一歩足を踏み入れたが最後、一人として生還したものはいないのだっ！」

　お前が言い出したことだろうに。

　しかし、心の平穏という部分は本気で魅力的に感じてしまった。

　いかんな。既に末期症状かもしれん。

「とは言ってもこの先どうしたもんか……」

「ここでへたり込んでいるのが建設的でないのは確かだね。さあ、立ちたまえ。案内しようじゃあないか、君のハーレムへ」

　意地の悪い笑みと共に睦月は言う。まあ、前半部分には賛成だ。ここで座っていても事態は好転しないだろう。残念ながら、果報は寝て待っても俺のところへはやってきてくれないものだと、これまでの人生で充分に学んでいる。

「わかったよ」と立ち上がりつつ、嫌そうな顔をして付け加えておく。

「だけど、そのハーレムってのはやめてくれ」

　俺の言葉に、睦月はますます意地の悪そうな表情を浮かべた。

「そうかい？　しかし、敷地内にある本邸と独立した建物には通称がつくのがこの家の慣例じゃあないか。まあ、大抵は西館とか北の離れとか散文的なものだが、まったくないと不便だよ」

「それにしたって、もうちょっとマシな名前があるだろうに」

　これを下回る名前というものをちょっと思いつけない。少なくとも俺の心理的重圧という点でこれ以下はないだろう。

「そうは言っても、御前自らの命名だからね。それはつまり、この家では正式名称ってことだろう？」

「ハーレムが、か？」

　親爺らしい嫌味で悪趣味な名前だと思ったが、そこは他でもない遠々原十慈郎の命名だ、その趣味の悪さは俺の予想など遙かに上回るものだった。

「そうだよ。あの建物の名は、御前曰く――《破滅後宮(デツド・エンド・ハーレム)》」

　さすがは親爺。

　最低だ。

　そしてそこはかとなく厨(ちゆう)二(に)的なのはなんでだ。
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　親爺言うところの《破滅後宮(デツド・エンド・ハーレム)》とやらに居を移し、与えられた自室のベッドに身を投げた瞬間、どっと疲労が襲ってきた。

　疲れた。とにかく疲れた。まだ陽も落ちきっていないってのに、今日はこのまま眠れてしまえそうだ。

　そんな俺を、睦月が呆れた視線で見下ろしている。

「不甲斐ないねえ。初日からそんな様子じゃあ、この先が心配になるよ」

「言い訳させてもらうなら、むしろ初日だからだろ。もう少し状況に慣れてくれば振り回されないで済むようになるさ」

「そうかね？　君のその様子を見ていると、ちょっとやそっとの期間でどうにかなるようにも思えないが」

「…………」

　まあ、睦月の不安はわかる。俺だってこの状況に一日や二日で慣れることができるとは思えないのだ。

　特に俺は、この五年間、意図的に他人と深く関わることを避ける生活を送ってきた。しかし、この《ゲーム》ではその姿勢を貫くことはできないだろう。

　この五年も人間観察を怠ってはいなかったが、あくまで他人事だ。当事者となった時に実践が伴うかどうかは、自分にも未知数としか言いようがない。

「なんにせよ、やるしかないんだからやるだけさ」

「まあ、それはそうなんだがね」

　睦月はふうと小さくため息をつくと、急に真面目くさった顔つきで不安を口にする。

「それにしても御前も一体どういうつもりなんだか……。昨日はこの《ゲーム》で君が勝つ方に賭(か)けているようなことを言っていたが、こんな建物まで用意しているなんて、ちょっと真意がわからないね」

　なんだかんだ言ったところで、睦月は俺と一(いち)蓮(れん)托(たく)生(しよう)も同然だ。それで俺が情けない様子を晒(さら)しているのだから、不安になるなって方が無理か。

「親(じ)爺(い)さんの真意なんて考えるだけ時間の無駄だろう」

　上半身を起こしつつ、できるだけ気楽な調子で言う。

「ま、それはそうだろうけど……」

「それに、この建物が俺に不利になるばっかりとは限らないさ」

　この《ハーレム》は、鳥(ちよう)瞰(かん)すると八角形をしている。四階建てで、キッチンや食堂、風呂などがある一階を除くと、他の階はすべて同じ構造だ。俺の部屋は四階にあり、二階は今のところ空き部屋になっている。婚約者候補たちは全員、三階に部屋があるのだが、その構造が問題だ。

「どの階も八角形の外周に沿って、台形の部屋が七つある構造だろ？　で、中央にはロビーのような空間があって、すべての部屋の出入り口はそのロビーに続いている。別の言い方をすると、ロビーにしか続いていない。おまけにロビーの床はつるつるの大理石だし、部屋の扉の開閉はスライド式だ」

　これを知った時は、親爺らしい意地の悪い構造だと思ったもんだ。

「ああ、確かに扉に関しては奇妙だと思ったものだけど、それがどうかしたのかい？」

「だからさ、扉の開閉にしろ、ロビーを歩く時にしろ、音が出やすい造りになってるんだよ。なおかつ、そのロビーはどの部屋からでもすぐに見える場所にある」

　そこまで言ったところで、睦月が納得したように頷いた。

「つまり、抜け駆けしにくい、ということか」

「そういうこと。周りの人間の行動を気にさせる構造なわけだ。互いに監視し合い、互いに牽(けん)制(せい)し合う、そんな状況になるのを想定――いや、確信しての造りってわけだ。こういういやらしいことをさせるとホント天才的だな、あの爺ぃは」

「なるほどね。安心したよ」

「だろ？　俺もここにいる方が余計な騒ぎに巻き込まれずに済むような気がしてるよ」

「うん。まあ、それもそうだが、君の様子にもね」

「俺？　俺がどうかしたのか？」

「状況に振り回されて目を回しているだけかと思ったら、意外と冷静じゃあないか」

「まあ、ここに来るまでは目を回しているだけだったけどな。さっきは時間の無駄とは言ったが、親(じ)爺(い)さんの真意を考えてると、意外と冷静になれる」

　親爺は間違いなく変人で悪人だが、その思考はある意味で極めて理知的だ。自分の目的のために最も効果的な方法を論理的に選択する。その思考を追っていくと、自然と自分も論理的な考え方をするしかなくなり、結果として冷静になれることが多い。

　問題なのは、その目的というのがまるで理知的でないことなのだが。

「御前の悪趣味も君の精神安定には役立っているということかな」

「それ以前に、親(じ)爺(い)さんの悪趣味がなければ、俺の精神が不安定になることもないんだけどな」

「その御前を父親に選んだのは君自身じゃあないか。自業自得だと思って諦めるんだね」

「反論の余地がないのが残念だ」

　睦月の言葉に苦笑を浮かべて、俺は再びベッドの上に転がった。

「夕食の支度ができたら呼びに来るよ。それまで休んでいるといい。君の考えが正しいのなら、少しはゆっくりできるかもしれないしね」

「すまない。頼むよ」

　どうやら、自分で思っている以上に疲れていたようだ。睦月が部屋を出て行く音を聞くか聞かないかの内に、俺の意識は眠りに落ちていった。

　覚醒したのはまさに睦月が食事の支度ができたと呼びに来た時で、本当に牽制しあっていたのかはわからないが、俺の短い睡眠は婚約者候補たちに邪魔されることはなかった。まあ、彼女たちだって昨日今日にここへ越してきたばかりで荷物の整理などもあるのだろうし、ずっと俺のことばかり考えているわけにもいかないというだけのことなのかもしれないが。

　夕食は《ハーレム》の一階にある食堂でとることになった。

　俺としては、できるなら自分の部屋で食べたいと思っていたくらいなのだが、朝夕二回の食事は、全員揃って食堂でとるようにという親爺の厳命らしい。

　親爺の厳命であるのなら、その理由は他者との交流とか人の和とか、そういう美しいことでないのだけは確かで、日に一度や二度顔を合わせていなくては悶(もん)着(ちやく)も起きづらいとか、その辺りじゃないだろうか。

　まあ、俺に対する嫌がらせという可能性もなくはないが。

　その日の夕食の時間は、それなりに平和だった。

　……少なくとも、料理や食器がテーブルの上を飛び交うような事態にだけはならなかった。

《ハーレム》の食堂は、簡単なパーティくらいできるんじゃないかと思えるほど広い空間に、六人がけの丸テーブルがポツンと一つ置かれているだけで、寂しいと思えるくらいだった。

　俺が食堂に着いた時には、既に五人の婚約者候補は全員揃(そろ)っていたのだが、どういうわけかみな席には着いていなかった。

　なんで席に座らないんだ？　と思ったのも束の間。俺がテーブルに近づいていく素振りを見せると同時に、みな一斉に動き出し、そして互いに牽制し合いだしたのを見て、ピンときた。

　みんな、俺の隣の席に座ろうとしているのだ。

　これが、俺の自(うぬ)惚(ぼ)れとか自意識過剰とかだったらどんなにいいだろう。

　こいつらは本気だ。獲物を狙う獣の目だ。

　みなそれぞれにゆっくりとテーブルに近づき、一定の距離を保って止まる。五人がテーブルの円に沿ってぐるりと輪を描くように並んだ。

　自分のいる場所の近くの椅子に俺が座るならばよし。そうでなければ、臨機応変に座る場所を変更し、事と次第によっては他人から奪うことも辞さない構えだった。

　なんて言うか――。

　す、座りづれえ……っ！

　なんかどこの席に行っても余計な諍(いさか)いが生まれそうで、メチャクチャ座りづらい。

　なんだコレ？　なんだこの状況？

　場の空気に呑まれて動けなくなってしまった俺の前に現れた救世主は睦月だった。

　動けない俺の脇を通り抜けてテーブルへ近づいていく。その際、吐き捨てるようなため息が聞こえてきたし、今にも「アホらしい」と言いたげだった。

　うん、わかる。すごくよくわかるけど、困るだろ。

　睦月は一番奥、食堂の入り口から最も遠くにある椅子を示す。

「さあ、節さまはこちらへどうぞ」

　そう淡々と言うと、周りから疑問や批判の声が上がるより早く、

「節さまはこの館の主ですから、上(かみ)座(ざ)に座られるのが当然です」

　上座。そうか、そう言えば日本にはそんなマナーがあった。これなら俺がその席に座っても、どこからも文句もでない。

　ああ、日本文化って素晴らしい。

　なお、睦月の機転に素早く対処したのは、天海崎と羽入田の二人だった。睦月が奥の席へ足を進めた瞬間に彼女の意図を感じ取っていたようだ。

　育ちの違いってやつなのだろうか。普通の高校生なら、上座下(しも)座(ざ)を意識することなんてほとんどないだろうし、気付かなくても無理はない。

　と。まあ、開始前に一騒動あったわけだが、食べ始めてしまえばごく普通の……それどころか、和やかと言っていい食事風景だった。

　俺の左右の席を見事勝ち取った天海崎と羽入田からは、ここぞとばかりに色々話しかけられたし、他の三人もなんとか話題に入ろうと口を挟んでくる。

　ここ数年、食事をしながら会話する機会にあまり恵まれていなかったから、みんなの勢いに少し戸惑いもしたが、食事中の会話に付き合えないほど狭量でもない。

　それに、話題と言っても「好きな食べ物はなんですか？」とか、ごく無難なもので、俺も「これといって好物もないけど、和洋中なら和が一番好きかな」などと、無難に答えていた。

　不安があるとすれば、「卵焼きは出(だ)汁(し)と砂糖とどっちが好きか」とか「鮭(さけ)と鯖(さば)と鱈(たら)なら何がいいか」みたいに、話題がだんだん具体的なメニューに移っていったことだろうか。

　正直、明日の昼飯が心配だ。

　五つの弁当に囲まれるなんてことにならなきゃいいけど……。

　食事を終えて部屋に戻ると、一時間ほどしてから睦月が顔を覗かせた。

「風呂の支度ができているよ。すぐに入るかい？」

「風呂……風呂か……」

　その単語を聞いた途端、思わず俺は考え込んでしまった。その様子を怪(け)訝(げん)に思ったのか、睦月が「どうしたね、君？」と眉をひそめて訊(き)いてくる。

「いや……まさか、とは思うんだが……」

　と言ったところで、何かピンとくるものでもあったのか、睦月はからからと陽気に笑い出す。

「ああ、なるほど。オヤクソクだものねえ」

　まあ、そういうことだ。

　風呂に入っている最中に婚約者候補の誰かが、「お背中をお流しします」とか入ってこられると、ちょっと対処に困る。そういう意図的なものでなくとも、風呂場でバッタリ！的な状況はご免被りたい。

「いいじゃあないか。そうなったらそうなったで、せっかくの機会なのだから存分に裸体を堪(たん)能(のう)してくるがいい」

　睦月は気楽そうというか、むしろ楽しそうに言ってくる。

「しかし、そうなってくると準備が必要だね」

「準備？」

「そういう場面に直面した場合、せめて鼻血の一つでも吹き出すのが嗜(たしな)みというものだろう。それも垂らす程度じゃあダメだ、できるだけ大量に、かつ盛大に噴水のようにまき散らすべきだね」

　殺す気か。

「そんなことができるのは二次元流の達人だけだ」

「なんだい、不甲斐ないなあ」

「他のことならともかく、そんなことで不甲斐ないとか言って欲しくないぞ。風呂ってのは一日の疲れを癒す時間だ。せっかくの時間を邪魔されるのはごめんなんだよ」

「別に邪魔だとばかりは言い切れないだろうに。可愛い婚約者候補と二人で……ああ、二人になるかはわからないが、とにかくみんなでゆっくりしてきたらいいじゃあないか。なんなら、今から私が言ってこようか？　『節さまがお風呂に入られるのですが、みなさまご一緒にいかがですか？』とね」

「じょ、冗談じゃない！　そんなことになったら、一日の疲れをとるどころか疲れが溜まりそうだ」

「つまらない男だねえ、君は。もしやとは思うが、木の股から生まれたんじゃあないだろうね、君」

「そうであってくれた方が気楽なくらいだ。でも、残念ながら俺だってちゃんと人の股から生まれたようだぞ」

　不意に睦月は黙り込んだかと思うと、難しい顔つきで何事か考え始めてしまった。

「うぅむ、少し気になるのだが……」

「どうした？」

「今の君の発言はセクハラというやつじゃあないのか？　私のようなうら若い乙女(おとめ)に向かって人の股だなどと恥ずかしげもなく言わないでくれ。赤面してしまうじゃあないか」

「……そういう台詞(せりふ)は、せめて顔を赤らめて言ったらどうだ」

「赤らめて欲しいのかい？」

　にこりと笑ってそんなことを言い出すのだから敵(かな)わない。

「俺が悪かった。やめてくれ」

　ところで。

「話を元に戻すが、ちょっと確認してきてくれないか、睦月」

　俺の言葉に睦月は、「確認？」と極めて意外そうな顔をする。

「風呂場に行って、誰もいないか見てこいと言うのかい？　こう言ってはなんだが、君の気にしすぎじゃあないのか？　世の中は君が思うほどにギャルゲーの理屈では動いていないものだよ。君がそれを望む気持ちはわからないではないが……」

　冷めきった目で俺を見て、「やれやれ」と首を振る。

　いつの間にか俺がギャルゲーの世界を熱望していることになっているのはなぜだ。

「俺だってそう願ってるよ。ただ、婚約者候補たちのことを抜きにしても、仮にも親(じ)爺(い)さんの仕掛けてきた《ゲーム》だ。注意して注意しすぎということはない」

「まあ、私は君の命令に逆らえる立場じゃあないから、行けと言うなら行くがね」

「俺はお前に命令したことなんてないよ。お願いだって」

「仕方ないなあ」

　つまらなそうな表情で部屋を出て行った睦月は、戻ってきた時にはもっとつまらなそうな顔をしていた。

「君の杞(き)憂(ゆう)だったよ。安心してゆっくりしてくるがいい」

「そうか。助かったよ、ありがとう」

　礼を言っても睦月の表情が変わることはなかった。「妄想が実現しなくて残念だったな」とか皮肉のひとつも言われるかと思っていたのだが、そんなこともなく、押し黙ったままだ。これ幸いとばかりにそそくさと風呂場に向かう。

　風呂はかなり広い。シャワーブースやサウナもあって、ホテルとか旅館の大浴場みたいだ。広い風呂は嫌いじゃないけど、正直、ここまで設備を整えるくらいなら、もうひとつ風呂場を作って欲しかったよ。

　念のため、脱衣場を見回し浴室も覗いてみるが、誰かが入っていたり、脱いだ服や着替えが置いてあるようなこともなかった。

　ほっと胸を撫(な)で下(お)ろして扉に鍵をかける。これで後から入ってこられることもなく安心してのんびりできるだろう。

　浴室に入り湯船につかってしまうと、さすがに自分の行為が少し馬鹿馬鹿しくなる。やっぱり考えすぎだったみたいだ。冷静になって考えれば、風呂で女の子と鉢合わせるなんて状況が起こるはずもない。婚約者を名乗る少女が転校してきたり、自分を巡って恋の（？）鞘(さや)当(あ)てが起きたり、そんな《まるでギャルゲー》みたいな状況が朝から立て続けに起こっていたために、俺の感覚も麻(ま)痺(ひ)してしまっていたようだ。確かに睦月が言うように、世の中がギャルゲーの理屈で動いているはずもない。

　浴槽につかって目を瞑(つむ)ると、途端に意識がとろんとしてくる。朝からの気疲れもあったせいか、妙に眠い。こりゃあ、風呂から出たらベッドに直行だなあと、朧(おぼろ)気(げ)な意識の中でそう考えていると、変な感触を感じた。

　あったかい。いや、やわらかい……？

　なんだろうと思って、目を開けると、

「あ。こんばんは……なのです」

　湯につかっているためか頰をうっすらと上気させつつも、表情らしいものをまったく感じさせない顔つきで挨拶をされた。

「～～～～～～～～～～～～っ!?」

　驚いた。いや、驚いたなんてもんじゃない。叫び声さえあげられなかった。人間、驚きすぎると声も出ないもんだと初めて知った。

「なっ、えっ、ちょっ」

　餌をねだる金魚のように口をぱくぱくさせながら彼女を見ていると、体を隠すように両腕を搔き抱いて、それでも表情は変えずに言う。

「そんなにまじまじ見つめられると恥ずかしいのです」

「ああああ、すまない、失礼、ごめんっ」

　慌てて顔を伏せてしまったが、いやいやそうじゃないだろう。

　れれれ冷静になれ、俺。

　目を逸らしてどうする。謝ってどうする。「恥ずかしいなら出て行けばいい、こっちは何も困らない」くらい言ってやればよかったじゃないか。むしろ、下品な笑いでも浮かべて、じろじろとなめまわすように見たっていいくらいだ。

　気持ちを切り替えようと、湯船の湯をすくって顔を洗う。

　最初のコンタクトは最低だったが、ここから挽回できないわけじゃない。いつまでも向こうのペースでいるわけにはいかないのだ。

　……よし、いくぞ。

　俺は顔を上げ、正面から見据える。さすがに下品な笑いは出なかったし、じろじろというわけにもいかない。それどころか、首から下に意識が行かないよう気を付けなくちゃならなかったくらいだが、正面から見た。

「なかなか大胆だね、蝦夷木さん」

　自分の中での確認の意味も含めて名を口にする。

　蝦夷木。蝦夷木江(え)梨(りい)だ。もしかすると自分で適当に切ってるんじゃないかと思えるような、ショートともボブともセミロングともつかない中途半端な髪型で、外見には構わないタイプなのかもしれない。

　かなり幼さの残る顔立ちで、ぱっと見は高校生には見えない。それと、服を着てる時から薄々感じていたが、こうして見るとはっきりわかる。有(あ)り体(てい)に言って幼児体型だ。

　蝦夷木には悪いが、俺がわりと早く混乱から抜け出せた理由の一つはその体型と言ってもいい。これが例えば羽入田みたいに色んなところが出たり引っ込んでたりしていたら、ちょっとどうなってたかわからない。……よかったロリコンじゃなくて。

「こういうことするタイプには見え……なくもないか」

　その無表情さが原因だとは思うが、蝦夷木には何を考えているのか、何をしてくるのかわからない、得体の知れなさのようなものがあった。そういう意味で、この《ゲーム》において、注意を払わねばならない《強敵》の一人だと思っている。

「それは……褒(ほ)め言葉なのです？」

　首を傾げながらなおも表情を変えずに訊いてくる。そして、視線を逸らすのをやめた俺への対抗――というわけでもないんだろうが、自分の体を隠していた両腕を解き、俺の前に晒(さら)した。その仕草は、自(や)棄(け)になったとか覚悟を決めたという風でもなく、遊び飽きた玩具を放り投げる子供のような無関心さがあるだけだった。

　どうにもわかりづらい、変わっているとしか言い様のない子だ。

　変わっていると言えば、俺を恨んでいる理由もそうだ。他の四人の憎しみは、どちらかと言えば俺と言うより遠々原――とりわけ親爺に向いている。しかし、親爺から渡された資料を読む限り、蝦夷木の恨みは俺、遠々原節個人に向けられているとしか思えないものだった。

　蝦夷木江梨は、事と次第によっては遠々原江梨であったかもしれないのだ。今から五年ほど前、親爺――遠々原十慈郎は養子を探していた。今、ここで俺がこうしているように、その座には俺が納まったわけだが、俺が千載一遇の機会に飛びつく以前、候補者として名が挙がっていたのが、この蝦夷木江梨だったというわけだ。そう言われて改めて見れば、確かに親爺が好きそうなふてぶてしさがある。「遠々原十慈郎の娘」として紹介されたら、なんとなく納得してしまいそうだ。

　それが、蝦夷木が俺を憎む理由。……であるのかどうかはよくわからない。資料には蝦夷木がかつて親爺の養子候補だったという事実が散文的に書かれているだけで、それが俺を憎んでいる理由なんてのは単なる俺の想像だ。

　しかし、憎んでいないと楽観視もできない。できるだけ慎重に、相手のペースに乗らないようにコンタクトを取るべきだろう。

「まあ、どちらかと言えば褒めてるかな」

「なら、安心したのです」

　胸を撫で下ろすでも吐息をつくでもなく淡々と言い、すっと俺に近づいて体を密着させてくる。

　思わず慌てて飛び退く――ような愚は犯さない。そっと肩を摑(つか)んで体を引き離した後、

「ところで、ちょっと気になったんだけどね、蝦夷木さん」

　と何事もなかったように言う。それについても、落胆したようでもなく、かといって安心する風でもなく、やっぱり顔色ひとつ変えなかったが、

「えりい、です」

「え？」

「名前。えりいなのです。婚約者なのだから、そう呼んだ方がいいと思うのです」

　ふむ。別方面からのアプローチってことだろうか。ここで、「わかった。じゃあ、えりい」なんて言っていたら、この《ゲーム》で俺が勝つことなんて夢のまた夢だ。

「ああ、確かにそうだね。じゃあ、婚約者になったら、そう呼ぶことにするよ。それでね、蝦夷木さん」

　蝦夷木はようやく表情を変えた――ような気がしたんだけど、俺の気のせいかもしれない。まあ、少しでも彼女の調子を崩すことができたのなら御の字だ。

「君、いつから風呂にいた？」

「節が来る前からずっといたのです」

「本当に？　俺、一応確認してから入ったんだけどな。どこかに隠れてでもいた？」

「まさか。そんなことするはずがないのです」

　それまで通り淡々と、当たり前のことを当たり前に言う口調で告げる蝦夷木だったが、俺は思わず吹き出してしまった。

「蝦夷木さん、意外と噓(うそ)が下(へ)手(た)だね」

「なぜ……そう思うです？」

「だって、そんな風にあからさまに目を逸らしたら、そっちに見られたくないものがあるって言ってるみたいなものだろ」

「………………」

　蝦夷木は急に押し黙ってしまう。その行動も、俺の言葉が図星だと言っているようなものだろう。

　俺は蝦夷木が目を逸らす以前に見ていた方向――俺の背後を振り返る。そこにあったものは、サウナ室へと続く木製の扉だ。確かにサウナの中までは確認しなかったな。

「ああ、サウナか。あんなところに隠れて待ってるなんて、暑くて大変だったんじゃないの？」

「別に……平気だった……のです」

　語るに落ちるとはこのことだ。

　サウナに入っていても平気だったと答えたということは、サウナに入っていたということじゃないか。

　別に誘導尋問のつもりで言ったわけでもない台詞であっさりと白状してしまった。

　表情は読みづらいが、意外と簡単なヤツなのかもしれない。

　その程度で安心して油断するほど俺も馬鹿じゃないが、ほんの少しだけほっとして蝦夷木に向き直った――って!?

「――って、えええええええっ!?」

　振り返った瞬間、思わず叫んでしまっていた。

　いや、だって。すぐ目の前で、蝦夷木がぷかーっと浮いてたのだ。俯(うつぶ)せで顔を水面につけたまま微動だにせず、まるで水死体のように浮いていたのだ。

「おおおお、おいおいおいおいっ!?」

　慌てて体を起こし上げると、蝦夷木はうっすらと目を開け、とろんとした視線を俺に向ける。

「おい、大丈夫か!?」

「平気……です。ちょっと……のぼせただけ……なのです」

　言わんこっちゃない。サウナの中なんかで待ち伏せした挙げ句、湯船につかって長々と話をしてたら、そりゃあのぼせもするだろう。

「ったく……仕方ないな」

　とにかく湯船の外に出そうと、蝦夷木を抱きかかえると、弱々しげな抗議の声が上がった。

「触らないで欲しいのです……へんたい」

「はあっ!?　今更何言ってやがる。人を変態扱いするなら、そもそも男がいる風呂に入ってくるなよ」

「あ……ん。どこ……触ってるです……」

「どこって、肩と足だろ。変な声出さないでくれ、頼むから」

　いわゆる《お姫さまだっこ》のような格好で、蝦夷木を湯船から引き上げる。あんまり体力に自信のある方じゃないが、蝦夷木の子供のような体格が幸いした。
















　しかしまあ、あまり時間はかけない方がよさそうだ。いくら幼児体型だとは言っても蝦夷木だって高校生。二次性徴の証は体に出ているわけで、密着しながらそれを間近に見ていると……俺の方がのぼせそうだ。

　脱衣場まで運び寝かせ、バスタオルをかける。一瞬、このまま放置してやろうかとも考えてしまうが、いくらなんでもそれは薄情だろう。しかし、部屋まで連れて帰るにしてもこのままというわけにもいかないし……まあ、睦月でも呼んでくれば済む話か。

　慌てて……というほど慌ててもいなかったが、のんびりとしていたわけでもない。落ちる滴(しずく)を拭(ぬぐ)う程度に体を拭いて、素早く着替えを済ませると、風呂場の外へと出る。

　扉の外では、捜すまでもなく睦月が壁によりかかって立っていた。俺の姿を見つけると、こともあろうに睦月のやつはニヤリと意味深な笑みを浮かべやがった。

「やあ、君。どうだい、お楽しみだったかね？」

　こ、こいつ……蝦夷木が隠れてることを知ってやがったな……。

「お前な、どういうつもり――」

　文句が噴出しそうになるが、とりあえず今は置いておこう。

「……まあ、いい。話は後だ。ちょっと来てくれ」

　俺に引かれ脱衣場に入った途端、睦月は驚きと感心の入り交じった声を出した。

「おお……やるじゃないか、君」

　睦月の視線の先には、頰(ほお)を上気させ荒い吐息をつく蝦夷木。睦月が何を考えているかはわかる。わかるが、そうじゃねえ。

「しかし、こんな場面を見せられては、さすがの私も対処に困るぞ。これはつまり……後始末をしておけと、そういうことなのかい？」

「ちょっと待て」

「それともあれか。かなり無理矢理だったのかい？　それで心のケアを頼むとか、そういうことかね。困るなあ、君もわかっているだろうが、そういうことは不得手なんだ。野良犬に嚙(か)まれたと思って忘れろとか、そんなありきたりな台詞しか言えないよ」

「だからちょっと待て！」

「何だね野良犬」

「まず野良犬じゃねえし、嚙んでもねえ！」

「ほーそれはそれは。左様でございますか、野良犬さま」

　こいつ……ぶん殴りてえ。

「あのな、蝦夷木は単にのぼせて倒れただけだ。湯当たりだよ」

「まあ、そうだろうね。それ以外には見えないよ」

　唐突にしれっとそんなことを言い出す。……今までの会話はなんだったんだ。

「とにかく、このままにしておくわけにはいかないだろ」

「そう思うのなら」と、タオルを投げ渡され、「冷たいタオルでも用意するんだね」

「ああ、そうか。そうだな」

　睦月から渡されたタオルを水で濡らし、蝦夷木の額に乗せると、眉間に寄せていた皺(しわ)が緩み、わずかに穏やかな表情となった。

「……お手数……おかけするのです」

「まったくだ。これに懲(こ)りたらサウナで待ち伏せなんてもうこれっきりにするんだな」

「待ち伏せではないのです。サウナに入っていたら、あなたが入ってきたのです」

　こんな状態でも反論しようとするのには感心するが、残念ながら納得はできない。

「ああ、湿気ですっかり濡れているよ。ちょっとこれを着るのは無理だね」

　蝦夷木を俺に任せて浴室に入っていた睦月が、服を抱えて戻ってきた。蝦夷木の服だろう。おそらく、いや確実にサウナの中にあったのだ。

　普通、サウナに服を持ち込むやつはいない。そんなことをしたらどんなことになるのかは、今まさに睦月が言った通りで、それがわからない方がおかしい。なのに、わざわざそんなことをする理由は、服の存在を後から来た人間に気付かれたくなかったからに他ならない。これを待ち伏せと言わずして何と言うのだ。

　さっきの睦月の言葉は蝦夷木の耳にも届いていただろう。俺が半眼になってじぃっと睨(にら)み付(つ)けてやると、すぐにぷいっと顔を逸らしてしまう。

　無表情なくせに、わかりやすいやつだ。

「とりあえず、代えの服を持ってくるよ」

　睦月も苦笑混じりにそう言って、濡れた服を持ったまま風呂場の外へと出て行った。

　それからいくらも経たずに、ばたばたと荒々しい足音がいくつも聞こえたかと思うと、激しい音を立てて風呂場の扉が開かれた。

　顔を覗かせたのは、天海崎、伊堂寺、羽入田の三人。一瞬、驚いた表情を作った後、みな一斉に眉をひそめる。変態とかスケベとか、罵声のひとつも浴びるかと、思わず顔をしかめてしまったが、三人の口から出たのは俺の予想のナナメ上を行く一言だった。

「や……やられた……」

　先を越されたって言いたいのか？

「何を考えてんだか知らないが、何もやられてない」

「じゃあ、やったんですか？」

「…………」

　まさかそう返されると思わなかった。

「湯当たりだよ、湯当たり。のぼせただけだって」

「……そうですか。のぼせるくらい長い時間、一緒にいたわけですね」

　あれえ？　誤解が解けるどころか深まっていってる気がするぞ？

「あのなあ――！」

「失礼、お嬢さま方。通して頂いてもよろしいですか？」

　思わず声を荒げてしまった時に、三人の後ろから睦月の声が聞こえてきた。

　新たな服を手に脱衣場に入ってきた睦月は、

「節さまも外へ出ていなくてはいけませんよ」

　と、俺に向かって言う。後は任せろということなのだろうし、それ自体はありがたいのだが、結果として俺は風呂場の外で、三人の少女のあまり好意的でない視線に晒されるハメになってしまったのだった。
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　自室に戻ると、どっと疲れが襲ってきた。

　風呂に行ったっていうのに、一日の疲れを癒すもへったくれもない。すっきりとかさっぱりとか、入浴後に感じられるはずのものは何もなく、ただただ疲労が次から次へと押し寄せてくるばかりだ。

《ゲーム》をクリアするまでこんな生活が延々続くのかと思うと心底ぞっとする。早急に何か対策を立てなくてはと思うのだが、今の疲れ切った頭ではろくな考えも浮かびそうにない。

　寝る。とにかく今日はもう寝る。

　半ば足を引きずるようにふらふらとベッドまで辿り着き、ばたりと倒れ込むと、「きゃっ」という短い悲鳴と共に、柔らかい感触が伝わってきた。

　……もう本当に勘弁してくれよ。

　ほっと一息ついたところで次の衝撃が起きるなんて、ハーレムでもラブコメでもなくて、ホラーの展開だぞ!?

　つーか、アレか？　俺が風呂場で蝦夷木と鉢合わせしたのは、襲われるに決まってるのにわざわざシャワーを浴びだすホラー映画の女優みたいなもんだったのか？

　なんだか悲しくなってきた。正直言って、ちょっと泣き出しそうになってしまったくらいだ。このまま無視して寝てしまおうかとの考えが頭をもたげてくる。

「……さすがにそういうわけにもいかないか」

　ベッドに倒れ込んだ姿勢のままたっぷり三分は経ってから考え直し、布団を剝(は)ぐ。そこにいたのは、緊張の面持ちで俺を見つめるパジャマ姿の奥有楽乙(おと)音(の)だった。

「あの……こ、こんばんは……」
















　何と言おうか迷っていた様子の奥有楽が思案の挙げ句口にしたのがこれだった。状況からすればかなり間の抜けた台詞だが、疲れ切っていてツッコむ気にもなれない。

「こんばんは。――で？　何？」

　内容も口調もすっかり刺々しいものになってしまった。俺の疲労や苛(いら)立(だ)ちはなにも奥有楽ひとりに原因があるわけではなく、それを思えば半ば八つ当たりに近いもので、奥有楽にはすまないことをしてしまったかもしれない。とは言っても、そんな気遣いができるほどの余裕が俺になかったのは、無理もないことじゃないだろうか。

「こっそり他人のベッドに忍び込んでるなんて、あまり褒められたことじゃないと思うんだけど？」

「……っ。ご、ごめ……ごめんなさい……」

　俺の声に震え、蚊の泣くような声で謝る奥有楽。

　謝ってくれなくていいから、さっさと出て行ってくれ。と、はっきり言わなかったのが、俺の精一杯の妥協だった。

「まあ、それはいいよ。それで、何か俺に用？」

　夜、男のベッドに女の子が入り込んでいたのだ。それは本来、訊くまでもないことなのだろうし、奥有楽も訊かれるとは思っていなかっただろう。返答に窮して口(くち)籠(ご)もってしまう様子がありありと窺(うかが)えた。

　ボブというよりおかっぱと表現したくなる艶やかな黒髪が特徴的な奥有楽は、その髪型も相まって日本人形を思い起こさせる。だから、なんてこともないだろうが、良くも悪くも日本人的な性格のように思えた。良く言えば、淑(しと)やかで控えめ、悪く言えば内向的で臆病。その性格自体は、別に貶(けな)されるようなものでもないだろうが、少なくともこの《ゲーム》のプレイヤーとしては不利、あるいは不向きな気がする。きっと、さっきの俺の質問に、直接的な返答をすることはできないだろう。

　……それをわかった上であんな訊き方するんだから、我ながら俺も性格が悪いとは思うが。

「あの……わ、わたし……他の人たちみたいにできないから……だから、その……」

　何度も何度も口籠もりながらも、決心を示すように奥有楽の視線は揺るがずに俺を捕らえていた。

　奥有楽以外の婚約者候補が、何かができているとはとても思えないのだが、まあ、彼女の言いたいことはわかる。

　奥有楽自身、自分の性格がこの《ゲーム》に不向きだと承知しているのだろう。だから、一発逆転の手段に訴えたというわけだ。そういう思い切りの良さは嫌いじゃない。嫌いじゃないが……ちょっと短絡的すぎないか？

　他にあげられる何物も持たないから、自分の身を捧げる、か。なんかアレだな、アレを思い出す。えーと、確か……。

「ああ、そうだ。兎だ兎」

「う、うさぎ……？」

「ほら、昔話か何かであっただろ。餓えた旅人に対して、他の動物たちが木の実だとか、魚だとかを採ってきたのに、兎だけは何も採ってくることができなかったから、焚き火に飛び込んで自分の体を焼いて、自分を食べてもらおうとしたって話がさ」

　確かその話は、旅人が実はお釈(しや)迦(か)さまだか何かで、兎を健(けな)気(げ)にも哀れにも思ったお釈迦さまによって、月にその姿が残されることになったという話だったと思う。しかし、その話の場合、お釈迦さまなんていう人知を越えた度量の持ち主だったから良かったものの、普通の人間相手にそんなことされても、はっきり言って困るだろうし、どちらかと言えば迷惑だろう。

　現に今、俺は焚き火ならぬベッドに飛び込んだ兎――もとい奥有楽を目の前にして、はっきり言って困ってるし、どちらかと言えば迷惑だった。

「そ、それで……う、兎でいいですっ。いいですから……その」

　奥有楽は震えながらも必死の素振りでそんなことを言う。その姿は確かに兎……というか、小動物じみていると思うし、お話の兎のように健気だとも思う。ただ、その健気さに絆(ほだ)されてしまうほど、俺は情熱的でもロマンチストでもなかった。

　喩(たと)えられた動物が兎じゃなくて、例えば豚とかだったら、「豚でいいです」とは言わなかったんじゃないかなあ、などと意地の悪いことを考えてしまう程度には冷静だった。

「ですから……その、わ、わたしを……た、たた、食べて下さいっ」

　おっと。こりゃまた随分と思い切った台詞を口にしたものだ。あんまりにも俺が煮え切らないもんだから、業を煮やしたかな？

　しかし、わたしを食べて下さいとは……男冥(みよう)利(り)に尽きると言うべきなんだろうか。据え膳食わぬはナントヤラと、昔のエロい人は言ってるらしいが。

　まあ、はっきりと言わせてもらえば、ご免被むる。

　五分の四――八〇パーセントの確率で毒物の可能性がある据え膳なんて、男の恥と言われようがなんだろうが食いたくなんてない。

　とは言え、どうしたもんか。奥有楽にだってそれなりの決意や覚悟はあるだろうし、ただ帰ってくれと言っただけで帰ってくれるものでもあるまい。

　俺を見つめる――いや、もはや睨み付けるとでも言うような視線を向ける奥有楽に、ため息をひとつ吐いて……俺は嗤(わら)った。そうすることにした。

「な、何か……おかしい、ですか……？」

「フフ……いや。昨日会ったばかりの男に体を捧げようとする君の決心の強さは認めるけど、意外と考えが浅いなと思ってね」

「ど、どういうこと……ですか？」

「君は、他の婚約者候補たちみたいに自分をアピールするのは苦手だ――はっきりと言えば無理だ、とそう考えたわけだろ。その結果とった手段がコレだ。まず既成事実を作ってしまおうというわけだね。その思い切りのよさと行動力も、これまでの君の様子からすれば考えられないことだけど、別に不快な意外性ってわけでもない」

　蝦夷木といい、奥有楽といい、普段おとなしいヤツほど突拍子もない行動に出るってことなのかもしれないが。

「ただ、まあ、ちょっと勘違いしてるって言うか、思いこんでることがあるんじゃないかと思ってね」

「か、勘違い……？　わたしがですか？」

「そうだよ。だってさ――」

　俺は一度言葉を切って、ごくりと喉(のど)をならす奥有楽を正面から見据えた。ここは嗤いたい。それも、できる限りいやらしい笑みを作るべきだ。

　で、できるか……？　ええい、やるしかない。

「俺に抱かれることが俺へのアピールになるっていうのは、単なる君の思いこみだろ？」

「え……」

　さあっ、と奥有楽の顔から血の気が引いていく音が聞こえてくるようだった。

「俺は、肉体関係の後に感情が付いてくるなんて思ったことは一度もないし、一度の関係を盾にとられるほど立場が弱いわけでもない。だから、アピールという意味では、君の決心は無駄だと思うけどね」

「そ……んな……」

　奥有楽は、信じられないものを見るような表情となり、唇がかすかに震えだした。

　よしよし。そうでなくちゃ。

「けど、食べてくれなんて言われたら、そうそう無下にもできないかな」

　たたみかけるように俺はそう言って、奥有楽の体に手を伸ばした。

　おお……やわらかい。服の上からだとよくわからなかったけど、意外と奥有楽もデカい。着やせするタイプってやつか。

　って、いやいや。堪能してる場合じゃねえ。

　あともう一押し、パジャマの上着を破いたりしてみせるべきか考えている間に、

「い――いやっ！」

　悲鳴と共に俺の体が押しのけられた。思わず安(あん)堵(ど)の吐息がもれそうになってしまうが、そこはぐっと我慢する。

「なんだ？　今更、それはないだろ。君だって、それなりに覚悟を決めてのことなんだろうしさ」

「……っ。それは……」

　あっ。マズい、失敗した。変につついてその気になられても困る。

　俺は慌てて――でも、内心の動揺を悟られないように注意しつつ、早々にベッドから離れた。

「ま、いいや。無理矢理ってのもあんまり趣味じゃないしな。また君がその気になった時にでもお願いすることにするさ」

　言葉を切った俺は、奥有楽に口を挟む暇を与えないよう、すかさず「もっとも」と続ける。

「俺の予定が空いていれば、の話だけどね。どうもこの分じゃあ、それなりに夜は忙しくなりそうだし。まあ、それはそれで楽しみではあるけれど」

　俺はそう言って奥有楽に笑い……えいっ。嗤いかけた。嗤いかけることができた。

　青ざめた表情の奥有楽の顔がみるみる内に険しくなり、ひどく汚らわしいものを見る目つきとなる。

　……望んでいたことではあるが、実際に向けられるとけっこうキツいものがあるな。

「し、しつ……失礼します……っ」

　いつも通りの弱々しい口調ながら、どこか吐き捨てるような勢いで奥有楽はそう言うと、胸を掻き抱くようにしながら部屋から飛び出していった。

　奥有楽がドアの向こうへ消えていくと同時にベッドの端に腰を下ろした俺は、思わず頭を抱えてしまっていた。

　あーいやだいやだ。もう、いやだ。

　女の子にまとわりつかれるのがこんな疲れるとは思いもしなかった。それとも俺が変なのか？　普通の人間なら、この状況を楽しんだり喜んだりできるもんなのか？

　変なら変でいい。俺だって今更、常識人ぶるつもりもない。とにかく、俺には無理だ。

「ひどい男だな、君も」

　不意に聞こえてきた声に顔を上げると、ドアのところで腕組みをする睦月と目があう。

「彼女、泣いていたようだよ。その様子じゃあ事後ということもあるまいから、手ひどく拒絶したってところかい？　女に恥をかかせるとは、つくづく君も甲斐性がないな」

「……睦月。お前、知ってたな？」

「ん？　何がだね？」

　睦月は演技とも思えないきょとんとした表情で俺を見るが、本当にわかっていないとは思えない。

「何がじゃねえ！　奥有楽がこの部屋にいたことだよ。あと風呂の蝦夷木の件もそうだ。知ってるなら追い出すなり、せめて俺に報せるなりしてくれよ！」

「喚(わめ)くなよ。みっともないぞ」

「喚きたくもなるだろっ！」

　喚かせる原因を作った当の本人が、まるで俺が聞き分けのない子供のような口ぶりで言うのだ。俺の苛立ちは頂点に達した。達したのだが、逆にそれで少し冷静になってしまった。頂点に達したら後は落ちるのみ、ということなのかもしれない。

「……なあ、睦月。真面目な話、一体どういうつもりだ？　お前が俺をからかって面白がってるのはいつものことだが、今回の《ゲーム》は冗談じゃ済まないんだぞ？　俺が負ければお前だってタダじゃ済まないことくらい、わからないお前じゃないだろう」

　深く大きなため息と共に、言って聞かせるように睦月に告げる。だが睦月は反省するでもなく、それどころか俺よりも更に深いため息を漏らした。

「なんだ。体よく追い返したようだからわかってやっていると思ったら天然か。君もつくづく罪作りだな。いや、やはりつくづく甲斐性なしと言うべきかな」

「……？　何言ってんだ、いきなり」

「あのね、君。いくら私だってこの状況がただごとでないことくらい承知しているよ」

「だったら、なんであいつらに手を貸すようなことを……っ！」

　また少し荒くなった俺の声は、睦月のゆっくりと首を振る動作によって阻まれた。

「手を貸すと言うが、私が手を貸した結果どうなったね？」

　どう……？　蝦夷木と風呂に入って、奥有楽とベッドに入った――か？

　その結果は……。

「俺の平穏な日常が台無しになった、だな」

「それだ。それが君の悪いところだよ。どうして君はそうやって現状維持ばかりに拘るんだい。君の平穏な日常なんてものは、君がこの家に来た時、既に台無しになっているじゃあないか」

「そりゃそうだが、その中で俺が苦労して築き上げたささやかな日常が台無しになったんだから、腹が立つのも当然だろ？」

「だとしたら、もっと建設的な対処をしたらどうだい」

「……俺が非建設的だと？」

「そうじゃあないか。君が今の状況を脱するために、最も手っ取り早い方法はなんだね」

「それは……親爺の仕掛けたこの胸くそ悪い《ゲーム》に勝つことだろうな」

「そうだろう。なら、この《ゲーム》に勝つために、君がしなくてはならないことはなんだ」

「ええと……あの五人の婚約者の中から、俺を憎んでいない一人を探して、正式な婚約者として選ぶ……だったか？」

　それが、親爺が俺に示した俺の勝利条件だったはずだ。

　睦月は、俺の答えを聞いて頷きはしたが、肩をすくめすぐに憮(ぶ)然(ぜん)とした声を出した。

「君の行動はそれを理解していたとはとても思えんね。君は自分の生活が乱されるのが嫌で、婚約者候補の少女たちを煩わしがって遠ざけているだけだ。私に言わせれば、問題を後回しにしているに過ぎない。『明日からがんばる』とでも言うつもりか？」

　睦月が俺に痛烈な皮肉を言うのはいつものことだが、その言葉にはいつもより遙かに真剣味が含まれていた。そして、いつもより遙かに俺の胸を突いた。

　正直、返す言葉もない。睦月の言うことはいちいち図星だったのだ。

　俺がもう少し冷静に状況を読んでいれば、今日のようにすべての女の子を邪険に扱うようなことはできなかっただろう。もちろん、一日二日ですべてが決するなんてことはないだろうが、もう少し彼女たちからいろいろな話を聞き出せていれば、せめて誰が怪しく誰がそうでないのかの指針くらいは立てられていたかもしれない。

　睦月はそれができる機会――婚約者候補と一対一で話す機会だと思い、蝦夷木や奥有楽の行動をあえて見逃していたのだろう。にもかかわらず、俺が何の対応もとっていなかったのだから、そりゃあ俺を詰(なじ)りたくもなるか。

「……すまん」

「こんな時にぴったりの言葉があるよ、君。『反省だけなら猿でもできる』だ」

　……そうまで言われればさすがにカチンともくるが、悪いのは全面的に俺なのだから、何を言われようと甘んじて受けるしかない。

　しかし、それまで非難というよりは断罪とでも言った方がいいような鋭い視線を俺に向けていた睦月が、言いたいことは言いきったと言うように肩から力を抜いた。

「とまあ、ここまでが半分」

「……もう半分は？」

　気楽な調子で言い放った睦月を見れば、説教はここまで、ということなのだろうが、残りの半分とやらを聞くのもそれはそれで恐ろしい気がしてしまう。

「後の半分は二つあるね。ひとつは言わずもがな、君がおろおろ慌てているのを見るのが楽しいからに決まっているじゃあないか」

「……お前な」

　やっぱり聞かなきゃよかったかもしれん。憮然とした表情を向けると、睦月の頰が楽しそうに歪む。

「最後のひとつも聞きたいかね？」

　どちらかと言えば聞きたくない。どうせ心休まる話なわけでもなかろうし。だが、まあ、乗りかかった船……いや、毒食らわば皿までか。俺は曖(あい)昧(まい)に頷いた。

「そうかね。じゃあ言うが、私が君の婚約者候補たちに手を貸すような真似をした最後の理由はね、君が童貞だからだよ」

「はあっ!?」

　なんだそりゃ。さすがに予想外だった。そして見下されてるのはなんでだ。

「いきなり何言い出しやがる。俺の経験なんて、何の関係も――」

「あるよ」

　俺の抗議は、断言する睦月の声にぴしゃりと打ち払われた。

「直接的にはないかもしれないが、間接的には関係があるね。重要だとさえ言っていい」

「……何言ってんだ？」

　今度は一体、どんな方法で俺をからかうつもりなんだと警戒してしまうが、睦月の表情も口調も妙に真面目ぶったものだった。

「経験と言うよりは免疫と言った方がいいかな。女のある種の行動に対するね」

　そこまで言われれば、俺も睦月が何を言いたいのかわかった。

「俺が色仕掛けにひっかかるのを心配してんのか？」

　睦月からの返事はなかったが、軽く肩をすくめたのは肯定ということだろう。

「いらん心配だ。お前だって、さっきの奥有楽の様子を見ただろ。俺は、自分のベッドに忍び込んだ女の子を泣かせて追い払うような男だぞ」

　若干の自(じ)嘲(ちよう)と共に言ってやると、睦月も苦笑を浮かべていた。

「まあ、あれで私も少しは安心したがね。だが、君は冷酷なくせに妙にお人好しぶろうとするところがあるからな」

「人聞きが悪いな。別に俺はお人好しぶってるわけじゃない」

「事実だろうに。君が冷酷で、人を人とも思わない極悪人であることは、私が他の誰よりも知っているよ」

「俺が冷めた嫌なヤツだってのには反論できないけどな、それを自覚して自省してるから、多少は他人の考えを慮ろうとしてるだけじゃないか。それをお人好しぶるとは人聞きが悪いだろってことだよ」

「物は言い様だね」と、睦月は意地悪く片頰を吊り上げている。

「どちらにしろだ。その君が、一度関係を持ってしまった女をすげなくあしらえるのかどうかという点を私は気にしているんだよ」

　睦月の心配は、さすがにある程度の真理を突いていた。さっきは奥有楽に向かってあんなことを言ったが、一度関係を持ってしまった後、その子に対してそれまでと変わらない態度で接することができるかどうかは、俺にも自信がない。

　だが俺は、あえて何でもないことのように、手を振りながら気楽な調子で言った。

「それこそいらん心配だ。そもそも関係を持たなきゃいい話だろ」

　睦月はしばらくの間、細めた目でじっと俺のことを見ていた。

「それについては、なおのこと信用ができない。いや、信用していいのかわからないと言うべきかな」

　俺が「なんでだ」と訊くよりも早く、睦月はわざとらしいため息と共に首を振る。

「話に聞くところによると、男は頭と下半身で違うことを考えるそうじゃあないか。私は君の頭がどんな考え方をするかについてはある程度わかるし、信頼もしている。だが、君の下半身が何を考えるかはまるでわからない。その辺りはどうなんだい？　ん？」

　おい。下に話しかけんな。

「俺だって下半身でものを考えたことなんてないんだからわかるかよ」

「ふぅむ。そもそもそれが問題なのかもしれんな」

　難しい顔つきで腕組みをしていたかと思うと、睦月は突然ポンと手を拍(う)った。

「そうだ。いいことを思いついたぞ」

「な、なんだ……？」

　怯(ひる)んでしまう。たぶん……いや、絶対『いいこと』ではない。

「君の経験不足が問題だというなら、経験してしまえばいいのだ。今から私としようじゃあないか」

　あーっ、やっぱりそっちの方向か！

「やめろ！　服を脱ぐな！」

「む？　なぜだい、せっかくの私の心遣いを」

「お前と一回寝たくらいで経験不足が解消されるわけでもないだろうが。だから服を脱ぐなって」

「そんなことはない。今日一晩だけだって、三回か四回くらいできるだろう」

「回数の問題じゃねえ！　お前の言う経験不足ってのはむしろ人数の問題だろう。そもそも俺とお前の関係が一度寝た程度で変わるとは思えん。その意味でも無意味だ。だから服を脱ぐのをやめろって言ってんだろ」

「むぅ……確かに一理あるか」

「わかってくれたならいいが……俺の話、聞いてた？」

「もちろん、聞いていたよ。ちゃんと受け答えしていたじゃあないか」

「じゃあなんで服を脱ぎ終わってんだ。さんざん止めてたのに」

　俺の目の前では、すっかり下着姿になってしまった睦月が腕組みをしながら仁(に)王(おう)立(だ)ちしている。

「ああ、これはだね。君の下半身がどういう考えを持ってるか聞こうと思ってだよ。どうなんだい？　ん？」

　だから下に話しかけんな。

「そうだな。とりあえず、お前の下着姿程度じゃあ俺の下半身は何も考えないことは証明されたぞ」

「なんだと!?　それは私に対する挑戦だなっ！」

「だからやめろっつってんだろ」

　下着に手をかけるな。
















「あのな。たぶんだけど、裸とか下着姿に興奮するのって、見ちゃいけないものを見てるっていう背徳感的なものが理由だと思うんだよ、俺の場合。だから、いくら下着姿だからってそんな風に仁王立ちされたら、海で水着を着てる人を見るのとあんまり変わらんぞ。全裸になってもそれは一緒だ」

「そうか……私としたことがなんというミスを……」

　いや、真面目に反省してほしいわけじゃないよ？

「それに、お前の裸くらい施設時代にさんざん見てるからな。今更だ」

「ふ……。見くびってもらっては困るね。あのころの私と今の私が同じだと思ったら大間違いだぞ？」

「同じだよ。お前に対する俺の認識が変わらない限りな」

　よほどの事情がない限り、実の姉や妹に欲情するやつは多くない。そんなのは二次元流の達人たちの話だ。達人だって、リアル妹がいるやつに妹属性はないとか聞くし、俺の睦月に対する認識もつまりはそういうことだ。これが変わらない限りは、睦月に対して俺の下半身が物を考えたりすることはないだろう。

　睦月の方だって似たような認識だから、これほど簡単に俺の前で下着姿になったりするのだろうしお互いさまだ。

「むぅ……」

　俺の考えを察したのか、睦月も少し困った様子で頭を掻いた。

　まあ、睦月の場合、その素振りにも問題はあるだろう。仁王立ちしたり、オッサンのように頭を掻いたり、下着姿だというのにやっぱりその様子に色気はない。

　睦月は諦めたように、少し気落ちした調子で、脱ぎ捨てたスカートに足を通し始める。むしろその姿の方が色っぽく感じるくらいだ。

「残念だ。いい考えだと思ったのだがね」

「お前が色々と気を遣おうとしてるのはわかるし、それは嬉しいけどな」

　睦月に気を遣われると、大抵の場合、俺が疲れ果てるのが問題ではある。

　そうは言っても、兄弟同然に育ち今は一蓮托生の運命と言ってもいい睦月に気を遣わせてばかりいるのでは、何度不甲斐ないと言われても文句も言えないだろう。

「さっきお前に言われた通り、今日の俺の対応はかなりの下策だったわけだが、それでも一応、収穫らしきものがないわけでもないぞ」

　自分で言っておいてなんだが、我ながら負け惜しみじみている。睦月もそう思ったのか、疑わしげな視線で「ほう？」と呟(つぶや)いた。

「その収穫とやらを是非聞きたいものだね」

「俺には、一人を選ぶのは無理だ」

　途端、睦月の目が細められ、鋭い視線が俺を刺す。

　無理もない。これだけ聞けば、敗北宣言も同然の言葉だ。もちろん、俺にそんなつもりもないが、まあ、ちょっとした仕返しだ。いくら俺が悪いとは言え、あれだけ気持ちよく詰られたら、少しくらいお返ししたくもなるってもんだろう。

　と、そんな俺の考えを読んだかのように、唐突に睦月の表情が和らぐ。

「私を驚かそうとしても無駄だよ、君。君がそんな風にあっさりと負けを認めるような男じゃあないことは、他でもない私が一番知っているのだからね」

　さすがにわかるか。元々、ひっかかってくれるとはあまり思っていなかったが。

　自分の子供じみた行動に苦笑を浮かべつつ、俺は先を続けることにした。

「俺には、あの婚約者候補の中から俺を恨んでいない一人――親爺の言葉を借りれば、純粋に俺を愛している娘とやらを見つけるのは不可能だと思う。だから、この《ゲーム》に勝つためには、別の方法をとるべきだ。ま、別の方法とは言ってもあと一つしかないけどな」

「ふむ……」と、睦月は俺の言葉に少し考え込む。

「消去法、ということかな？」

「そう。誰が俺を憎んでいないかを考えるより、誰が俺を憎んでいるのかを考えた方が俺には近道だろうと思う」

「確かに性格の悪い君向きではあるね」

　性格の悪さについてはお前も人のことを言えんと思うぞ。

「で？　その性格の悪い君は、誰が自分を憎んでいるのか、少しはわかったのかい？」

「あ、いや。それは……」

「なんだ!?　何もわかっていないのかい。そんな調子では先が思いやられるぞ、君」

「あー、まあ、アレだ。『明日からがんばる』」

「このニートめ。君はなんだ？　ニートでハーレムでウハウハか？　君はやっぱりあれだぞ、一度、二次元流の達人の手にかかって惨殺されたほうがいい」

「無闇に強そうだな、おい」

「それで、『またつまらぬ萌えを斬ってしまった』とか言われるがいいさ」

「萌えを斬るのか？」

「わかってないな、君は。破れ萌え、ダメージ萌えというジャンルがあってだね……」

「いや、ズレてるズレてる。どんどん話がズレてますよ」

「そうそう。四肢切断萌え、ダルマ萌えというのもあって、私的にはそちらの方が……」

「怖ぇっ！　わかってたけど、お前、怖ぇよっ！」

　などと馬鹿話をしている内に夜は更けていった。

　結局、疲労は溜まる一方でしたとさ。




　……勘弁してくれ。










三章「《恋敵》なんじゃないの？」




「節(せつ)さん」

「節！」

「節さま」

「節」

「節……さん」

「「一緒に――」」




「断る！」




＊




　午前の授業の終わりを報せるチャイムと共に、俺は小さくため息をついた。

　何のため息かと訊(き)かれると、自分でも判断しづらいのだが、安(あん)堵(ど)と疲労が半々といったところだろうか。

　とりあえず、一日の半分は無難に過ぎ去ってくれた。

　朝。俺が家から出るのを待ちかまえていた婚約者候補の五人に、一緒に登校しようと持ちかけられた（のかどうかは、提案されるより前に俺が拒否してしまったので実はわからない）くらいで、あとは騒動らしい騒動もなかった。

　さて、学食に行って飯でも……と考えていたところに、マナーモードにしていた携帯が震えた。

　羽(う)入(にゆう)田(だ)からのメールだ。件名は『お昼ご飯』。

『よろしければご一緒下さいませんか？　屋上でお待ちしております』

　メールの送り主である羽入田は、今まさに教室を出て行こうとするところだった。俺の視線には気付いたようだが、ぺこりと一礼するだけで声を掛けてくるようなこともなく、そのまま教室を出て行ってしまった。

　目立たないように気を遣ってくれているのだろう。ありがたいと思うと同時に、妙な達成感がある。昨日から俺が『注目を浴びたくない』『目立たないようにしてくれ』と言ってきたことが実っているのだ。

　これはちょっとした快感だ。

　ちらりと周りを見れば、羽入田以外の四人も、あきらかに一人分とは思えない量の弁当と思しき包みを手に、俺の様子をうかがっている。

　しかし……うーむ。昨日の不安が的中したようだ。まさか、五人全員が弁当を用意してくるとはなあ。しかも、昨日の会話からすると、みんなほぼ同じメニューなんだろうなと思うと今から気が重い。あと、胃も重い。

　そうは言っても、全員を無視するというわけにもいかないだろう。

　婚約者候補を拒絶しているだけでは何も進展がないのは、昨夜、睦(む)月(つき)に言われた通りだ。『目立たないこと』は前提条件だが、その上で女の子たちの心理を探っていかなくてはならない。

　その意味で、羽入田の誘いはベストだ。屋上で昼飯を食うやつはそのほとんどがカップルだったはず。自分たちの世界に浸ってくれているだろうし、そうでなくともカップルの集団にもう一組がまざるだけの話。注目を浴びるほどに目立ちはしないだろう。

　問題は、他の四人だ。俺が羽入田の誘いに乗って屋上に行けば、「じゃあ、自分も」となるのは目に見えている。その場合、やはり目立つのは避けられない。これでは羽入田の気遣いも水の泡だ。

　さて、どうするべきか。

　まず考えられるのは、五人それぞれと別々の場所で一人ずつ弁当を食べることだ。これならカップルが五組あるだけで、場所に気を付ければそれほど目立つこともない。俺がフタマタどころかゴマタかけているように見られるのは問題だが……ん？

　いやいや、待て待て。

　五人それぞれと食事？　アホか、俺は。何考えてんだ。

　昼休みは四十五分。五人と別々に食事をするなら、一人あたりにかけられる時間は九分。移動とか、場所に着いてから弁当を食べ始めるまでの時間などを少なく見積もって三～四分だとするなら、実際に食べる時間は五分強。

　五分で弁当を食べる？　そもそも、四十五分で五食の弁当を食べる？

　ムチャクチャだ。無理をすればできないことはないかもしれないけど、少なくとも腹を壊すのは間違いなさそうだ。

　しかも、そこまでしたところで得られるメリットなんて微々たるもんだ。

　メリットといったら、せいぜいあっちやこっちのヒロインとデートの約束を取り付けてしまって、それをすべてこなそうと悪戦苦闘するドタバタラブコメ主人公の気分が味わえることくらいだろうか。

　…………。

　結論：味わいたくない。

　よし、却下だ。

　まあ、無理をする必要もない。ここは最も単純な方法が最も効果的だろう。つまり、五人の内、四人の誘いは断る、だ。

　わざわざ俺の分まで弁当を作ってくれたのに……なんて情けは禁物だ。まったく気にならないと言えば噓(うそ)になるが、気にしすぎてラブコメ主人公まがいの行動をしなくちゃならないなんてまっぴらごめんだ。そもそも、向こうは向こうで打算の上での行動なのだから、その分こちらとしても気が楽だ。

　俺は携帯を操作して羽入田を除く四人にメールを送った。

　件名は『提案』。

　せっかく弁当を作ってきてくれて悪いが、四人にはとりあえず、今日は俺と昼飯を食うのを諦めてもらう。その上で、明日か明後日か、またいつか必ず二人きりで昼飯を食べる時間を作ると約束した。

　しかし……なんだかなあ。これってどうみても女たらしの台詞(せりふ)だ。

　おまけに一方的で、彼女たちが納得するとはとうてい思えない。だが、これまでの様子を見る限り、婚約者候補たちがあからさまに俺の嫌がることをすることもなさそうだし、今日のところはこれでなんとかなるだろう。

　親(おや)爺(じ)の仕掛けたこの《ゲーム》のいやらしいところは、婚約者候補の女の子たちは基本的に俺に好かれる努力をしなくてはならないが、俺には女の子たちの気を惹(ひ)かなくてはならない理由がないところだ。

　俺は婚約者候補に嫌われても何も困らない。と言うか、既に殺したいほど憎まれているのだそうだし、これ以上嫌われようもない。だから、その気になれば、俺はどこまでも傲(ごう)慢(まん)に彼女たちを扱えるのだ。

　それでもなお、彼女たちは己の憎しみを隠して俺に好意を向けなくてはならない。自分こそが俺を《純粋に愛する》人物であると俺を騙(だま)し切(き)るために。

　婚約者候補の五人にとって俺は王であり支配者だ。彼女たちは内心どんな考えを持っていようと、俺に従い機嫌を窺(うかが)って過ごす必要がある。

　俺にとっては、まさに《ハーレム》ってわけだ。

　だが。残念ながらただのハーレムじゃない。《破滅(デツド・エンド)》へ続くハーレムなのだ。

　当然、俺の側にも女の子たちを傲慢に扱いきれない理由がある。五人の中に一人だけ俺を憎んでいない子がいるらしいのだが、俺の扱いのせいで嫌われたり憎まれたりしては元も子もない。

　そもそも、俺だってできることなら女の子たちとは仲良くしたいのだ。

　他人に嫌われたいと思ったことなんて一度もないし、他人から憎まれていると知っていて「だからどうした」と本気で言えるほど図太くもなければ人格破綻者でもない。そんな人間は俺の周りでは親爺だけで充分だ。

《ゲーム》のことだけを考えた場合でも、「最初は憎かったけれど、遠(をん)々(どお)原(ばる)節を知る内に憎しみが薄れていった」と女の子たちが思ってくれるのがベストだろう。

　でも……まあ、無理だろうな。

　この《ゲーム》自体、女の子たちにとっては極めて不愉快なものだろう。どれだけ憎んでも余りある遠々原の人間に従順なフリをし、胸の内を隠して笑いかけなくてはいけないのだから、彼女たちの苦労と苦痛と苦悩は想像を絶する。

　なによりも、問題は俺だ。

　俺には俺の目的があり、現状では《ゲーム》がそのための障害となってしまっている。俺にとって《ゲーム》はただクリアすることだけが重要で、生涯のパートナーを決定するものだとは認識できないのだ。

　五人の女の子は《婚約者候補》ではなく、《対戦相手》だ。

　だから俺も、女の子たちに壁を作って接することになるだろうし、弱みを握られたり罠に掛けられたりしないよう上辺だけの付き合いになるのだろう。

　これじゃあ、俺を好きになってくれなんて、口が裂けたって言えるもんじゃない。

　睦月に人間失格呼ばわりされるのも無理ないかもしれないな。

　自(じ)嘲(ちよう)気味に笑いつつ、俺は席を立った。

　教室に残されることになった四人は、不満顔というより残念そうな表情を浮かべる。感情表現が素直な伊(い)堂(どう)寺(じ)なんかからは「えーっ!?」と、率直な抗議の声もあがったが、詰め寄って来られたりしなかったのにはほっとした。

「なんで羽入田だけ？」とか聞かれたら、ちょっと反応に困っていただろう。

　今日、俺が羽入田を選んだのは、真っ先にメールを送ってきたのが羽入田だったからという単純な理由もあるが、目立ちたくないという俺の希望に配慮した羽入田の対応に少し感動してしまったからでもある。

　こういう対応が増えてくれれば、俺も楽だ。

　少しだけ気分がよくなって、足も軽く屋上へ向かっていると、屋上へ続く階段を上っているあたりでおかしなことに気づいた。

　やたらと人が多いし、俺以外にも奇妙さを感じ取ったヤツは多いようで、そのぶんだけざわついている。

　なんか……ひしひしと嫌な予感がしてくる。

　人波を掻(か)き分(わ)けるようにして階段を上っていくと、あと半階分も上れば屋上というところで、ついに進めなくなってしまった。

　そこで俺は、階段で詰まり怪(け)訝(げん)そうな表情で上を見上げている人物の中に見知った顔を見つけた。

　えーと……誰だっけ？　顔は憶えてる。去年のクラスメイトであるのは間違いない。ただ、名前が出てこない。名前名前……まあ、いいか。

「なあ、何かあったのか？」

　訊(たず)ねた俺の声に反応し、こちらを向いたそいつの顔が一瞬奇妙に歪んだ。間違いなく「こいつ誰だっけ？」という表情だ。少しの間は俺のことを思い出そうとしていたようだが、結局は俺と同じく「まあ、いいか」という結論に落ち着いたようだ。

「なんかさ、屋上に入れないみたいなんだ」

　そりゃ見ればわかる。なんで入れないのかを知りたいんだ。

「立ち入り禁止になったってこと？」

　事故かなんか起これば、学校がそういう判断を下すこともあるだろうが、俺はそんな話は聞いていなかった。俺だけじゃなく、みんな聞いてないからこれだけの人数が集まっているのだろうし。

「それがさ、黒服が立ちふさがってるんだ」

「黒服？」

　そいつ（やっぱり名前は思い出せない）の視線を追って、目を上に向ける。

　おお……。確かに黒服だ。間違いなく黒服だ。見事なくらい黒服だ。

　黒のスーツに黒ネクタイ、オールバックの髪型に濃いサングラス。『カ○ジ』とか漫画でしかお目にかかれないと思っていた絵に描いたような黒服が二人、屋上に続く扉の前に立ちふさがっている。

　俺が視線を向けたところでこちらを向いたために、黒服の一人と目が合（ったのかどうかサングラスをかけていたので本当のところはわからないが）ってしまった。

　この瞬間、ひしひしと感じていた嫌な予感が頂点に達した。

　案の定、俺と目が合った黒服が人波を割って階段を下りてくる。

　まずい。きっとまずい。絶対にまずい。

　逃げるべきだ。そう思って振り返るものの、そこに見えたのは人垣。それを掻き分けようとする間もなく、俺は黒服に腕を摑(つか)まれてしまっていた。

　ごくり。と喉(のど)を鳴らしたのは、俺だけじゃなかった。

「節さま。お嬢さまがお待ちです」

　当然、その場の全員の視線が俺に集まる。

　正直、逃げたい。でも、今更逃げたところで何の意味もない。仕方なく観念して、黒服に手を引かれるままに階段を上っていった。

「お、おい!?　どういうことだよっ！」

　さっきのヤツ（結局、名前は思い出せない）が、当然の質問をしてくるが、俺が返せた答えは一言だけだった。

「俺が知りたい」

　本当に知りたい。誰か教えて下さい。

　釈然としない思いを抱えたまま階段を上り、屋上への扉をくぐる。

　広々とした屋上の一角には、緋(ひ)毛(もう)氈(せん)が敷かれ野(の)点(だて)傘(がさ)が立てられていた。そこに折り目正しく座る羽入田は、まさに《楚(そ)々(そ)》としか言い様がなく、和装でなく制服姿なのが残念に思えるくらいだった。

「お待ちしておりました、節さま。お越しいただいて嬉しいですわ」

　立ち上がって俺を迎える羽入田の笑みには一切の曇りがない。

　俺は憮(ぶ)然(ぜん)とした表情を隠すこともなく、大股で羽入田に近づいていく。

「どういうつもりなのかな？」

　開口一番、言ったのがこれだ。責めるようなニュアンスも伝わっているだろう。

「どういう……？　わたくし、何かいけないことをしてしまいましたか？」

「黒服だよ、黒服」

「黒……ああ、我が家に仕えている者たちのことですか。あの者たちが何か粗(そ)相(そう)をいたしましたの？」

《我が家に仕えている者》なんて台詞が現代に生きる女子高生の口からさらりと出てくること自体、すごいと言うかオソロシイことだが、今はそれは問題じゃない。

「粗相って言うか……なんであの人たち、屋上を封鎖したりしてんの？」

「ああ、そのことでしたの」

　羽入田はポンと手を拍(う)ち、なぜか嬉しそうな声を出す。

「節さまは目立つのがお嫌いということでしたので」

　ええ、そうですとも。それが伝わっているのはとても嬉しいんだが、それでなんでこんな有様になるのかがまるでわからん。

「わたくしと一緒におられるところを他の方々に見られなければ、目立つこともございませんでしょう？」

　……え？　マジで言ってんの？

「ご覧下さい。この通り、この場所には節さまとわたくし以外の者はおりませんので、安心してお食事をなさって下さい」

　本気か？　本気なのか？

　いや、そんなことはない。きっとこれは俺に対するささやかな嫌がらせとかそういうものなんだろう。しかし、無邪気に微笑(ほほえ)む羽入田の顔を見ていると、本気で俺のためを思っているような気がしてきてしまう。

　勘弁してくれ。嫌がらせだと言われた方がなんぼかマシだ。これが天然だとかいうことになったら、今後、羽入田への対応に頭を悩ませることになってしまうじゃないか。

「あのね、羽入田さん。君が気を遣ってくれるのは嬉しい。俺の事情に配慮してくれるのは本当にありがたいことだと思ってるよ」

「恐れ入ります。ですが、お礼をおっしゃられるようなことではございませんわ。わたくし、節さまがお望みのことなら、何でもしてさしあげようと思っておりますもの」

「ああ、うん、ありがとう。で、それはそれとして、昨日転校してきたばっかりの君は知らなかっただろうけど、ここの屋上は、昼休みになると結構な人数で賑(にぎ)わう場所なんだよね」

　だから、入り口を封鎖されたりしては、目立たないどころか却って注目を浴びることになってしまうわけなんですよ、羽入田さん。

「まあ……！　そうだったのですか……」

　そうだったのですよ、羽入田さん。

　羽入田は少し驚いたような顔の後。

　俺の不安そのままに、ぱっと表情を明るくした。

「ではやはり、入れないようにしてもらって正解でしたわ。気付かなければ、節さまのご意志に反して目立たれてしまうところでしたもの！」

　天然だった！　ホントに天然だったよ、こいつ！

　俺はその場に力無くくずおれた。

「ど、どうかなさいましたか!?」

　どうもこうも。天然はダメだろう天然は。

　ゲームの対戦相手として最も始末に負えないのは馬鹿と天然だ。

　いや、落ち着け。まだ、本物だと決まったわけじゃない。《ゲーム》を優位に進めていくためにキャラを作ってる可能性はなくはない。

　とにかく、今はこの場を収めることが重要だ。

「羽入田さん。いくつか提案がある」

「はい」

「まず、あの黒服……君の家の人たちに学校に来てもらうのはやめてくれ」

「え？　いけないことでしたか？」

「学生の集団にまぎれて、あんな黒スーツにサングラスの人がいたら目立って仕方がないじゃないか」

「あっ。そうですわね。わたくしとしたことが気付きませんで……」

　羽入田の表情が翳(かげ)りをみせた。

　やっと俺の言いたいことが伝わったようでほっとする。

「では、明日からあの者たちには学生服を着てもらうことにいたしましょう！」

　こいつ、本物だ……っ！

「そうじゃない！」

「いけませんの？」

「って言うか、いい歳したオッサンに学生服を着せるだなんて痛々しいことをよく思いつくな。見てる方もいたたまれない気持ちになるに決まってるぞ」

　そんなことを本当に命じたら羽入田家から使用人が消えてなくなりそうだ。黒服たちが一斉にハローワークに駆け込んでも文句は言えないぞ。

　恐れおののく俺の心中も知らずに、羽入田は「んー」と憎たらしいくらい可愛らしく小首を傾げている。

「よくわかりませんが、節さまがそうおっしゃられるのならば従いますわ」

「なぜよくわからないのかわからないが、とにかくありがとう」

　力無くそれだけ言うのに多大な労力を必要としてしまったが、これで終わりにするわけにもいかない。

　緋毛氈はともかく野点傘はたたんでもらうことにして、屋上の封鎖もやめてもらう。

　ようやく屋上に出ることができるようになった生徒たちからは、じろじろと好奇の視線で見られてしまった。仕方がないこととは言え、正直、頭が痛い。

　封鎖したままの方が良かったかとも思ったが、続けていたら生徒だけでなく教師たちまでも騒ぎ出すことになるだろう。それは何としても避けたかった。

　それに、屋上に来る大抵のヤツは空腹を抱えていたし、その上カップルも多い。すぐに俺のことなんか目にも入らなくなるヤツがほとんどだ。的外れな判断ではなかっただろう。

　ちなみに羽入田は、俺が色々と動き回っている間も特になにをするでもなく、落ち着き払って緋毛氈の上に座り続けていた。

　やはり、根っからのお嬢さまだと思う。

　まあ、別に文句があるわけじゃない。社会が上(う)手(ま)く回っていくためにそういう人種が必要になることは確かにある。今となっては俺だってその類の人間だ。文句を言ったところで「お前が言うな」と言われるのが関の山だろう。

　ただ、望んでいるわけじゃないのに、そういうヤツの傍にいなきゃならないことは、ちょっと疲れる。

「では、お食事にいたしましょうか」

　肩を落として戻ってきた俺を、羽入田は屈託のない笑顔で迎えた。

「腕によりをかけましたの。お口に合うとよろしいのですけれど」

　羽入田はそう言うが、腕によりをかけたのは彼女ではなく羽入田家のコックだろう。そうは思っても、それをわざわざ口にするほど俺も野(や)暮(ぼ)じゃない……のだが、この場に野暮な人間がいたりしやがったのだ。

「――やはりこういう時は、自分で作ったものを出したいところなのです」

「んー。言いたいことはわかるけど、自分で作ったマズい料理を食べさせるよりは、美味しい方が嬉しいんじゃない？」

「で、でも……手料理を食べてもらいたいって気持ちも……だ、大事だと思います」

「そうですね。気持ちはとても大事だと思いますよ」

「うーん。そうかもねえ」

　…………。

　聞き覚えのある声がする。いや、幻聴だ。これは俺の恐怖心が聞かせる幻聴なのだ。

「ねえ、節はそのへんどう思ってんの？」

　ちくしょう。こんな自己主張の激しい幻聴があるか。

「お前らな……！」

　思わず激(げき)昂(こう)しそうになった俺を止めたのは、淡々とした蝦夷(えみし)木(ぎ)の声だった。

「気にしないで欲しいのです。えりいたちは仲良しのお友達と一緒にご飯を食べているだけなのです」

「だけなのですって……あのな」

　確かに、蝦夷木たちは四人で円を描くように座っていて、それだけでひとつのグループであるように見えないことはない。

「近すぎだろう」

　ことはないが、彼女たちの作る円と俺の距離は近すぎだ。一番近くにいる蝦夷木なんか、俺と背中がくっつきそうなくらいの場所に座っている。これで俺と関係のないグループだという言い訳が通用するのか？

「まあまあ、いいじゃないですか。みんな、少しでも節さんの近くにいたいんですよ。それに、周りの人もわたしたちのことは気にしてないみたいですよ」

　執り成すように言ったのは天(あ)海(まの)崎(さき)だった。周りを見てみれば、確かにみんな自分たちの食事に没頭していて、俺たちのことを気にしているヤツもいなさそうではある。

「……わかった。俺もちょっとムキになりすぎていたかもな。でも、こういうことはこれっきりにしてくれよ？」

　その方が彼女たちにとってもメリットがある話のはずだった。

　今日は羽入田を選んだわけだが、明日や明後日は天海崎や蝦夷木や、他の誰かと一緒に昼飯を食べることになるのだろう、たぶん。

「その時に他の子たちに近くにいられたら、君らだって嫌だろう？」

　俺の言葉に、四人の婚約者候補たちは互いに顔を見合わせる。みんな、あまり歓迎はできないという表情だと思う。

「そうですね……。でも、節さんにも問題はあるんですよ？」

「俺に？　そりゃあ完全無欠の対応をしてるとは思ってないが……具体的には？」

「『またいつか』なんて曖(あい)昧(まい)な内容のメールをくれるだけで宇(う)海(み)さんと食事をしに行ってしまうんですから、不安になるなっていう方が無理です。ダメですよ、そんな態度は」

　叱(しか)られた。

　同い年の女の子に「叱られる」なんて、あまりにも情けないが、他に適当な言葉が思い浮かばない。

　そう思って見れば、天海崎はその落ち着いて大人びた雰囲気のせいもあるだろうが、学校の先生とか似合いそうだ。それも、小学校とか幼稚園とか。

　そんなことを考えていたせいか、つい教師に詰問されているような気分になってしまって、ちょっと動揺してしまう。

「あ、ああ。そうなの……か？」

　天海崎以外の三人にも視線を向けてみたが、みな一様にうんうんと頷(うなず)いている。

　まあ、確かに、俺が悪かったのかもしれない。……上手く言いくるめられているような気もするが。

「ですから、まず順番を決めてしまえばいいんですよ」

　天海崎は唐突にそんな提案をしてきた。

「今日は宇海さんだったのですから、明日は誰で明後日は誰と、はっきり決めてしまえばいいんです。それなら、みんな自分の時に邪魔されないように、他の人の邪魔もしないようにするはずですから」

「まあ、そうかもな。みんなも、それでいいか？」

「じゃあ、明日はあたしね！」

　いいか悪いかの答えを出すよりも先に、素早く伊堂寺が宣言する。当然、全員が納得するはずもなく、抗議の声はまず蝦夷木から上がった。

「待ってほしいのです。なぜ、明日があなたなのです？」

「だって、今日、節が羽入田ちゃんと食べることになったのは、《早い者勝ち》だったからでしょ？　だから、先に言っておこうと思って」

　お。《早い者勝ち》だったってわかってるのか。

　確かに、羽入田だけは一人先に教室を出て行ってしまったから、その行動と、俺が羽入田を選んだ結果から想像できないことはない。

　脊(せき)髄(ずい)反(はん)射(しや)で物を言ってるような印象の伊堂寺も、意外と考えてるんだな。

「む……。なら、えりいは明後日にするのです」

　抗議を引っ込めて蝦夷木まで続いてしまった。これじゃあ、「別に早い者勝ちにするつもりはない」とか言えない雰囲気だ。

「あっ、えっと、あの……」

　例によって、奥(おく)有(う)楽(ら)はどもっている。他の三人――特に、まだ順番を宣言していない天海崎の様子を窺(うかが)っていた。

　そんなことをしてる間に自分も宣言してしまえばいいのに。

　普通なら、奥ゆかしいと美点になるところなのだろうが、つくづくこの《ゲーム》には不利な性格だ。

「わっ、わたしは、明々後日(しあさつて)で……っ」

「はい。では、わたしはその次の日――あ、土曜日になりますね。じゃあ、来週の月曜日にさせてもらいます。その次はまた宇海さんということにすればいいんじゃないでしょうか」

　奥有楽とは正反対の落ち着いた物言いで天海崎が締めくくった。

　その様子は、どう見ても奥有楽の言葉を待っていたとしか思えない。

「いいのか？」

「ええ。わたしが言い出したことですから、他の人に先を譲るのが礼儀でしょう？」

　余裕だな。その余裕が一体、どこから来るものなのか……一度じっくり考えてみる必要があるかもしれない。

「じゃあ、わたしたちは節さんと宇海さんの邪魔をしないように、少し離れていましょうか」

　天海崎の言葉に他の三人が「はーい」と声を揃(そろ)える。やっぱり、小学校か幼稚園の先生みたいだった。

　そちらの話が纏(まと)まったところで、ようやく俺は羽入田に向き直る余裕ができた。

　今までの会話にはまったく入って来なかった羽入田だが、異論も不満もまったくなかったかどうかはわからない。

「その……悪いね」

「え？　ああ、いえ。構いませんわ」

　一瞬、俺が何に対して謝っているのか本当にわからない様子で首を傾げた羽入田だったが、すぐに思い至ったのか、穏やかに微笑んだ。

「わたくしは、他の方とご一緒でも構わないと思っているくらいですもの」

「そうなのか？」

「もちろんですわ。だって、食事は大勢のみなさんとした方が楽しいものでしょう？」

　それはそうなのかもしれないが、今の状況においては、その言葉が羽入田の本心なのか疑わしくなってしまう。

　言ってしまえば、他の婚約者候補は《敵》だ。この《ゲーム》に勝つことを考えるなら、少しでも他の候補者を出し抜きたいものじゃないのだろうか。

　そんな疑いを持ったのは俺だけじゃなかったようだ。

「――なぁんか、気に入らないなあ」

　先ほどまでよりは離れたところではあるが、それでも話し声が聞こえる程度の距離に座り直していた伊堂寺からそんな声が聞こえてきた。

「さっきの天海崎ちゃんもそうだけど、なんでみんなそんなに余裕なわけ？」

「なんでとおっしゃられても……。焦(あせ)らなくてはならないことなんですの？」

　先ほどは静観を決め込んでいた羽入田だったが、今度は明確な質問だったせいか、即座に言葉を返した。

「だってさ、あたしたちって《恋(こい)敵(がたき)》なんじゃないの？」

《恋敵》ときたか。俺はてっきり《怨敵》とか《仇敵》とか、もっとオドロオドロシイものを想像していたんだが。まさか《恋敵》なんて青春っぽい単語が出てくるとは思わなかった。

「もっといがみ合ったり、邪魔しあったりするものでしょ」

「そういうものなのですか？」

「聞き返されると困るけど。『他人を蹴落としても節と結ばれたーい』って方がフツウじゃない？　特にあたしたちみたいな関係だとさ」

　ノリの軽い伊堂寺だが、さすがに親爺の《ゲーム》に参加しただけのことはあって、重要な部分はしっかりと押さえているようだ。

「フツウ……ですか。わたくしには少々わかりかねますけれど、何もわたくしたちがいがみ合うことはないのではございませんか？」

「そうかなあ……」

「そうですよ」と、羽入田に同意したのは、天海崎だった。「わたしたちがお互いに嫌いあったり、足を引っ張り合うことはないですよ。そんな姿を見せたら、それこそ節さんに嫌われてしまうかもしれないじゃないですか」

　まあ、目の前でギスギスした人間関係を見せられるのはあんまり歓迎できないな。

「言ってることはわかるけど、やっぱり余裕だよね。その余裕はどっからきてるわけ？」

　ナイスな質問だ、伊堂寺。それは俺も知りたい。

　訊かれた天海崎は微笑み、自信満々にとんでもないことを言ってのけた。

「それはもちろん、節さんが好きだからですよ」

　……は？

「他の誰より節さんが好きだから、色々あっても最後には節さんはわたしを選んでくれるって思ってるんです」

「余裕ってより、自信……？」

「そうですね。たぶん、宇海さんも同じなんじゃないですか？」

　天海崎がにこりと微笑みかけると、それを受けた羽入田もにこりと微笑んだ。

　おお……な、なんか怖いぞ。

「ええ、そうですわね。やはりわたくしも、節さまが選んでくださるのはわたくしだという自信がございますわ」

「ふふ」

「うふふ」

「「ふふふふふふふふふふふふふふふ……」」

　昼休みの屋上に、二人の少女の笑い声が響き渡ったのであった。







　……誰か助けて。




＊




　日本の学校というものは、平均化、没個性化の傾向がある。

　とりわけ学業成績はその傾向が強い。一人の天才を作る教育ではなく、一人も落(らく)伍(ご)者(しや)を出さない教育を重視している。多くの日本の大学が、基本的に卒業することよりも入学することのほうが難しい――欧米などでは逆だ――のは、学力の画一化を目指す方針の最たる例と言えるのかもしれない。

　いきなりこんな話題を出しといて何だが、別に俺はこの方針について文句をつけようとかそういうわけじゃない。むしろ、今の俺としてはこの方針はありがたいくらいだ。

　学業成績に限らず、日本の学校では集団内における協調性が尊ばれ、その枠を外れた人間は良くも悪くも目立つことになる。逆に言えば、その枠を外さずにいれば、集団の中に埋没することができるのだ。目立たないことを人生の目標――というのはちょっと大袈裟だが――に掲げている俺としては、願ったり叶ったりの状況なのだ。

　そんな願ったり叶ったりの状況にいたはずの俺が、どういうわけか目立ってしまうこともある。

　なぜそんなことになるのかと言えば、それはつまり目立つのではなく目立たされるということなのだ。







「……すげえな」

　なんとなく誤解されてそうな気がするので一応言っておくと、俺にもちゃんと友人はいる。

　学校ではわりと一緒にいることが多いって程度の関係で、それを《ちゃんと》と呼べるのかどうかは微妙なところではあるが、まあ、学校の友人なんてそんなもんだろう。

　この日も、体育の授業中に数人の友人と並んでグラウンドに腰を下ろし、だらだらと話をしていた。

　この日の体育の授業内容は、とりたてて運動に興味があるわけでもないごく普通の高校生にとっては拷(ごう)問(もん)に等しいマラソンで、俺たちはそれなりに手を抜きつつ規定数トラックを回った後、残ったわずかな授業時間を無為に過ごしていた。

　この時、俺たちが見ていたのは、女子の体育の授業。クラスの女子たちは、俺たちがトラックを延々回り続けるという、どうも不毛にしか思えない時間を過ごしている間、楽しそうにサッカーなんぞに興じていやがった。

　俺の低レベルな不満はおいておくとして、サッカーをするクラスの女子を見ていた俺たちの感想は、ほぼ一つだけと言ってよかった。

　俺の右隣に座る若(わこ)生(う)なんかは、さっきから同じ台詞ばっかり言っている。

　こんな風に。

「……すげえな」

　確かにすごい。

　女子のサッカーと言うと、ワールドカップの影響もあって、最近じゃあどの学校でも結構、活気が出てきているらしい。

　まあ、とは言っても、今俺の目に映っているのは、所詮、体育の授業のサッカーだ。残念ながらウチの学校には女子サッカー部もないし、そういう学校だから経験者も数えるほどだろう。端から見ている分には、はっきり言って球蹴り遊びに毛が生えたようなもんで、とてもじゃないがサッカーと呼べるような代物じゃない（かく言う俺だって、球蹴り遊びに毛が生えた程度しかサッカーをやったことがないので偉そうに言える分際ではないんだが）。

　ところが。その球蹴り遊びの中で、一人だけ〝サッカー〟をやってるやつがいた。

　その一人というのが何を隠そう――隠せるもんなら本当に隠してしまいたい――俺の婚約者候補の一人である、伊堂寺依(い)已(い)子(こ)だったわけだ。

　伊堂寺は今も俺の視線の先で、ハイスピードなドリブルから、素人相手にその動き必要か？　と思いたくなるフェイントをひとつ入れて、ゴール前に鋭く切り込んでいく。そして、ゴールポストぎりぎりに強烈なシュートを叩き込んだ。ゴールキーパーは一歩も動けない……ってわけでもなく、むしろシュートとは逆方向に逃げていた。

「これで何点だ……？」

「俺らが見始めてからなら三点だ」

　俺の独り言のような呟(つぶや)きを聞き取って律儀に答えたのは左隣の六(ろく)村(むら)。俺が視線を向けると、軽く肩をすくめるような仕草をした。

「トータルで何点かは知らないけど、まあ二桁は堅いところだろう」

「……サッカーの点数じゃないなあ」

　ううむ。伊堂寺としては、真面目にやっているだけで他意なんて何もないんだろうが、ここまでレベルに差があると、軽いいじめというか、大人げない気がしてきてしまう。

　他人事ながら、なぜかハラハラしてしまった。もうちょっと空気読めと伊堂寺に言おうか、本気で悩んだくらいだ。

　俺のそんな心中が伝わった――なんてことはありえないだろうが、ゴールを決めた伊堂寺が、コートを飛び出して少し離れて座っていた俺たちのところへ駆け寄ってきた。

「節！　節、せつーっ！」
















　大きく手を振りながら走ってくる。まるで犬でも呼ばわるような呼びかけだが、どちらかと言えば、そう言ってる伊堂寺の方が犬のようだ。高めの位置で結んだポニーテールが左右に揺れて、文字通り尻尾でも振っているようにも見える。

「あたしのゴール、見ててくれた？　格好良かったでしょ！」

　うん？　まあ、格好良かったと言えば良かったが、どちらかと言うと……。

「居たたまれなかった」

「ええ!?　何ソレ」

「つまり、アレだ。いい年(と)齢(し)したオッサンが小学生相手にゲームの攻略法をレクチャーしてる場面を見たときのような印象だな」

「全然わかんない」

　大丈夫だ。お前にわかってもらえるとは思ってない。しかし、俺の周囲にいる男子生徒はみな頷いているのだよ、伊堂寺。

　俺が冷ややかな視線で訳知り顔に頷いているのが気にくわなかったのか、ぶすっとふくれっ面をしていた伊堂寺の背中に、彼女の後を追って来た天海崎の声が掛かった。

「依已子さん、ダメですよ」

「ダメって……え？　天海崎ちゃん、どういうこと？」

「どうもこうも、まだ授業中……というか、試合中でしょう」

　困った顔で小さくため息をつく天海崎の口調と表情は、どう見てもいたずら好きの園児に手を焼かされている保母さんのそれだった。

　思わず、お疲れ様です天海崎センセと言いたくなる。

「ほら。行きましょう、依已子さん」

　天海崎に手を摑まれ、引っ張られながらも伊堂寺は顔を俺の方へと向けてくる。

「ねえ、節。賭(か)けしない？」

「は？　いきなり何を言い出してんだ」

　多分、無視をするのが正解だったのだろうが、突然脈絡もなく言い出した伊堂寺に驚いて、つい返事をしてしまった。

「だって、節は好きでしょ。ゲームとかギャンブルとか」

　なぬ？　それはアレか。俺が婚約者選びの《ゲーム》なんかしてるからと、そういう状況証拠から出た推論か。

　それは言わせてもらえばまったくの間違いで《ゲーム》は全部親爺が勝手に決めたことだから俺の意志は一ミリたりとも考慮されておらず従って俺の趣(しゆ)味(み)嗜(し)好(こう)がそこにあると決めつけられるのは困ると言うより不愉快としか言い様がなくなにしろ俺は賭けとか競争とかにはできるだけ関わり合いたくないと考えるほどの小心者かつ小市民で日々を心穏やかに送ることだけが望みの小さい男であって――。

　と、反論が次から次へと山のように浮かんできて、あまりの膨大さから、逆に何を言うべきか迷ってしまった。

　その間に、伊堂寺に先を続けられてしまう。

「多分、あと五分くらいで試合終わると思うからさ、それまでにもう一点入れられたらちゅーしてよ」

「断る」

「早っ。もうちょっと悩んでもいいんじゃない!?」

「悩む余地がないような条件を提示してくる方が悪い。そもそも、今までのお前のプレーを見てたら、五分で一点なんて条件を飲めるか。賭けにならん」

「じゃあ、どういう条件ならいいのさ」

「そうだな……ま、最低でも三点ってところか」

　つい答えてしまってから、「あ、まずい」と思った。あくまで例えでしかなかったんだが、これだと、その条件なら賭けを受けると言っているように聞こえるじゃないか。

　案の定、伊堂寺は満面に笑みを浮かべ、

「わかった、三点だね！」

「あっ。お、おい、ちょっ……」

　俺の制止の声も聞かずにコートへ向けて駆けだしていた。

　くそ。失敗した。

　伊堂寺は、他の四人の婚約者候補と比べてもずいぶん脳天気に見えるから、つい油断してしまう。伊堂寺が最初からこの展開を読んでいて、俺から「五分で三点」という条件を引き出すために「五分で一点」と言い出したのだとすれば、俺はまんまと引っかかったことになる。

　普段の伊堂寺の様子からすれば、まさかとも思えてしまうが、普段の姿が伊堂寺の本性だとは限らないのだ。

　足を掬われた形となってしまい、俺が思わず顔をしかめると、天海崎が妙に真剣な表情で近寄ってきた。

「節さん」

「なんだ……？」

「安心して下さい。絶対、阻止しますからっ」

　じっと俺を見つめてくる天海崎の表情には、鬼気迫るようなところがあって、ダメだったら腹を切るとか言い出すんじゃないかとか思ってしまった。

　ちょっと、腰が引けてしまう。

「そ、そうか。が……がんばれよ」

「はいっ」

　嬉々として駆けだしていく天海崎の背を呆然と見送っていると、六村が恨みがましい視線と声を送ってきた。

「なんて罪深い男なんだお前は」

「すげえな」

「あ？　何がだ」

「あんな美少女二人を次々と手玉にとって……」

「どっちかって言うと、今、手玉にとられてたのは俺の方じゃねえか？」

「すげえ」

「それはそれで妬(ねた)ましいぃ……っ！」

「どうしろってんだちくしょう！」

「……すげえ」

「そしてお前はさっきから何なんだ、若生。まだ試合再開して――」

　さっきから、小さい声で「すげえ」「すげえ」とばかり呟いている若生を振り向くと、その視線は伊堂寺たちとは違う方向に向けられていた。何を見ているのかと思いきや、若生の視線は、チーム分けの都合なのか試合に参加していないクラスの女子たちの集団に向いている。

　彼女たちは輪になって、文字通り《球蹴り遊び》を楽しんでいた。コートの中と違って、一人で超次元サッカーに突入しそうなヤツもおらず、試合に参加している連中よりもよっぽど楽しそうだ。それだけに驚くような要素もなさそうだが。

「……すげえ」

「すげえ、すげえって、一体、何を見て……あ」

　若生の視線を追って、俺はようやく気付いた。若生が見ていたのは、羽入田だ。

「……すげえな」

　確かにすごい。

　とりたてて激しい動きをしているわけじゃない。緩やかに転がるボールに小走りで近寄って、ぎこちない動きで蹴り返す。

　ただそれだけだ。羽入田のしていることは。

　たったそれだけの動きだってのに、何か生き物でも飼ってんのかってくらい、そりゃあもう盛大にぶるんぶるんと揺れまくっていた。

「……すげえ」
















　また若生が呟いていた。

　……気持ちはわからんでもないが、そこまで連呼することか？

　しかし、変にツッコんでも藪を突(つつ)くことになりかねない気がする。呟いているだけなら大した害はないし（まあ、凝視されていると知れば、羽入田は嫌な気分になるかもしれないが）、このまま放置しておいた方がいいんじゃないだろうか。

　そう思って、視線を若生からも羽入田からも逸らした瞬間、いきなり首根っこをひっつかまれた。

「遠々原っ！　お前って……お前ってヤツは……っ！」

「なんだなんだなんだっ!?」

「おま、お前……あの子はお前の婚約者なんだよな!?」

「候補だ、候補。まだ婚約者じゃない」

　些(さ)細(さい)な違いと言うヤツもいるかもしれないが、俺にとっては重要な差だ。残念なことに、若生は些細な違いと思う方だったようなのだが。

「つまり、彼女が婚約者になることもあるってことだろ？」

「ん……そりゃまあ、可能性としてはなくはない」

　俺自身、この先どうなるのかまったくわからない状態なので、つい歯切れも悪くなる。それがよくなかったのかもしれない。

「じゃあ、お前はあの子のあんなことをアレしたり、こんなことをこうしたりしてんのかっ！」

　何を言いたいのかはなんとなくわかるが、何を言っているのかまるでわからん。

「どうなんだ！」

「どうもこうもあるか。あるわけがないだろう」

「ホントか？　実はちょっとくらい見たり見えたりしてんじゃないのか？」

　何をだ。――とツッコまなかった自分の自制心を俺は褒(ほ)めてやりたい。

「しつこいな。ないって言ってんだろ」

　少し強い口調で言ってやると、ようやく若生は俺の首に回した腕の力を抜いた。

「どっちにしろ羨(うらや)ましいことに違いはないけどな」

　そうか、羨ましいか。代われるもんなら代わってもらいたいぐらいだけどな。

「そう言えばさ――」

　と、会話が一段落したと見て、六村が話に割り込んできた。どうせならもっと早く割り込んできてくれてもよかったのに。

「あの子……えーと、羽入田さん？　昨日、二組の連(れん)城(じよう)から告白されたらしいよ」

「告白？　付き合ってくれって？　気が早いな。転校してきてから、まだ一週間も経ってないだろ」

「連城にはそんなの関係ないよ。初対面の女子に『ずっと前から好きでした』と言える男だからな」

「ある意味すごいな。見習いたくはないが」

「で？　どう思うよ」

「どうって？」

「自分の婚約者が告白されたんだぞ？　いろいろあるだろう。不安になったりとか、嫉(しつ)妬(と)したりとか」

「いや、全然」

　ホントにもう、全然。

「強がって――るわけじゃなさそうだな」

「ちくしょう、この野郎！」

　突然、喚(わめ)きだしたのは、また若生だった。またしても俺の首に回された腕に力がこもる。

「自信満々か？　自信満々ってわけか!?　彼女は俺にベタ惚れだから他のヤツに靡(なび)くはずなんてありませんってわけか、この野郎！」

「いちいち首を絞めるな！」

　俺は力任せに若生の腕を振りほどくと、「そういうわけじゃない」と付け加えた。

「あのな、言っておくけど、羽入田は――他の四人も――俺のことが好きだから、俺の婚約者になってるわけじゃないんだよ。詳しいことは言わないけど、ようするに家と家の関係だ」

　だから、現時点では羽入田に限らず婚約者候補たちが他の人間に靡く可能性は極めて低い。もっと時間が経ってくれば、遠々原への復讐よりも自分の恋愛を優先するヤツも出てくるかもしれないが、《ゲーム》が始まってまだ一週間も経たない。《ゲーム》へのモチベーションを保っていられる期間だろう。

　不安も嫉妬もしようがない。……というか、俺としてはむしろ誰かと付き合ってくれでもした方が《対戦相手》が減って楽なくらいだ。

　俺が簡潔に事情を説明すると（もちろん、憎まれていることとか《ゲーム》のことを話したりはしないが）、若生も六村も、それ以外の近くにいたクラスメイトたちも、神妙な顔つきになって俺を見た。唾を飲み込んだヤツまでいたくらいだ。

「さすがは遠々原グループってわけか」

　くそ。台無しだ。いろいろ台無しだ。

　俺は今まで、自分が遠々原グループ会長の息子であることを、周囲に意識させないように過ごしてきた。クラスメイトの中には気づいていないヤツだって多かっただろう。そりゃあ、若生や六村なんかは知っていただろうが、《だからと言って、何が変わるわけでもない》という空気を作ってきたつもりだった。学校という閉鎖的な集団の中での処世術でもあったし、俺の将来の目的のためでもあった。それが、この《ゲーム》のせいで台無しになろうとしてる。

　全部、クソ爺ぃのせいだ。なんだか、《ゲーム》の目的はこれなんじゃないかって気さえしてきた。

「そうだよなあ。よく考えると、遠々原ってすごいお坊ちゃんなんだよな。将来のためには今からゴマすっとくべきかもなあ」

　ほら見ろ、若生までこんなこと言い出しやがった。

「俺にゴマすっても無駄だぞ。家じゃ一番、立場が弱いからな」

「でも、就職の世話くらいしてもらえるだろ」

「それもどうかな」

　俺は養子で、それも昔の俺の考えが正しいのだとすれば、親爺が自分の子供たちに嫌がらせをするためだけに縁組みした養子だ。それだけに、親爺の実子（法的には、俺の兄や姉ってことになるんだろうが、年も離れすぎているし、とてもそんな気にはならない）たちにはとことん嫌われている。

　一応、親爺には気に入られているほうだし、親爺が生きている内はなんとかなるだろうが、この先、親爺が死んだ時には、家から放り出される可能性だってある。

　悔しいが、俺にとってもあの親爺は生命線なのだ。

「ふうん。じゃあ、遠々原会長のせめてもの親心ってやつかね」

「は!?　何が？」

　六村が急にわかったようなことを言い出したから、驚いてしまった。

《親心》なんて人間的なものが、あの親爺の中に存在しているとは思えんぞ。

「婚約者だよ。お前の婚約者候補」

「あいつらがどうかしたのか？」

「自分の婚約者候補だってのに興味ないのか？　いろいろ評判だぞ、あの子たち。天海崎さんなんか、転校してきて数日なのに生徒会がスカウトに来たらしいぞ」

　高(たか)原(はら)学園高校の生徒会役員は、毎年末に選挙で決められるが、それまでの間に次期役員にふさわしいと思う人間を、現役の役員が選び仕事を覚えさせておくのが慣例という話だった。もちろん、選挙で落選すればそれまでだが、そんなことは滅多にないらしい。

　天海崎は、現役生徒会役員のお眼鏡にかなったというわけだ。

「他にもほら」

　と、六村が指差したのは、サッカーコート。いつの間にか試合は終わっていたが、一部に人だかりができている。なんだろうと注視してみると、どうやら伊堂寺が女子生徒に囲まれているようだった。不穏な空気は感じない。たぶん、運動部連中のスカウトだろう。まあ、あの運動神経を見れば、部の戦力にしたくなるのは無理もない。

「あと、蝦夷木さんはむちゃくちゃ頭いいらしいし」

「なにより、みんなカワイイしな！」

「そうそう。やっぱ男連中にはそれが重要だよな。二組の連城なんかは極端な例だろうけど、この先、いくらでもそういうヤツは出てくると思うぞ」

　六村と若生がいろいろと言ってくるが、正直「ふうん」としか思わなかった。

　なにせ、あの五人は、他でもない親爺が《ゲーム》の《対戦相手》として選んできた子たちなのだ。むしろ、人より飛びぬけた部分が何もないと言われるほうが驚きだ。

「で？　それが親爺の《親心》とどう繋がるって？」

「まだわかんないのか？」

　俺としては当然の質問をしたつもりだったのだが、呆れた声を出されてしまった。

「家の中で立場の弱いお前に、せめていい奥さんを選んでやろうって親心だろ。何だかんだ言って、いい親爺さんじゃないか」

「ば――」

　馬鹿。お前はあの親爺の性根を知らないからそんなことが言えるんだ。あいつは他人を苦境に突き落として楽しむような変態なんだ。誰かのためとか、そんな殊勝な心はミジンコほども持ってねえんだ。

　――と、言おうとしてやめた。言いたいのは山々だったが、遠々原十慈郎も意外とフツウなところがあったと思わせておいた方が後々のためな気がする。

「まあ……」

「なんにせよ……」

　ん？　どうした？

　若生と六村は、なぜかじりじりと俺に近寄ってきた。何かとても嫌な予感がする。

「「羨ましいぞ、この野郎っ！」」

「う、うわああああああああああっ!?」

　この時のせいで、しばらくの間、俺は首と喉が痛かった。







　あ。

　ちなみに、残り五分で伊堂寺がとった得点は二点だったようだ。

　……あぶねえ。




＊




　俺たちの通う高原学園高校は、新設とは言えないが古式ゆかしい伝統ある学校でもない。にもかかわらず、古式ゆかしい――有り体に言って時代錯誤な――風習が残っていたりもする。

　その代表例こそ、今、俺の目の前にずらりと並ぶ名前の列だった。

　我が高校では、定期テストの度に成績上位五〇名の名前を廊下に張り出すのだ。

　生徒の間では当然のごとく不評で、事あるごとにやめろという声が上がるのだが、つい二、三年前までは上位五〇名どころか、全生徒の名前を最下位まで張り出していたらしく、「それよりはマシだろう？」という脅迫まがいの説得に大抵の抗議の声は沈黙してしまうのだった。

　まあ、張り出されるのが上位五〇名だけとなれば、毎度毎度、三〇〇名中一三〇位から一七〇位の間をうろうろしている俺にとっては蚊(か)帳(や)の外の問題だ。

　だから、順位表を見たときに、気が重くなったのは別に俺の成績のせいじゃあない。

　俺の――な。

　いい加減、察しのいい人にならわかってもらえていると思うが、俺が気を重くしているのは、俺の成績ではなく五人の婚約者候補の成績でのことだ。

　五人の婚約者候補たちは、軒並み上位五〇名に名を連ねていた。

　しかも、上位三名が上から、天海崎朱(あか)璃(り)、羽入田宇海、蝦夷木江(え)梨(りい)と、順位表の先頭を三人で占めてしまっている。五人の中で最下位の伊堂寺ですら三八位で、総得点数では俺より百点以上上回っていた。

　何度も言うようだが、俺は学校で目立ちたくはない。誰かのとばっちりで目立たされるのもご免被りたいところだ。

　親爺が集めた婚約者候補――更に言うなら、《ゲーム》の対戦相手――なのだから、只者でないのは承知していたが、才色兼備とか文武両道とか小市民には不適切な四字熟語を並べ立てた人物を傍に侍(はべ)らされて、俺自身までも注目の的になるのは、《ゲーム》開始時には想像していなかった厄介ごとだった。

　とは言っても、テストで手を抜けとか、いい点数を取るななんて言うのは、さすがの俺にも気が引けてしまう。

「困ったもんだな……」

　思わずため息混じりに呟いてしまった一言を、聞いていたヤツがいたのにはちょっと驚いた。

「っ。ご、ごめんなさい……」

「……？　何を謝ってんだ、奥有楽」

「あの……わたし、いい点数が取れなかったから……」

　さらに驚いたのは、俺の一言をえらくネガティブに解釈していたことだった。

　どうやら、奥有楽の点数が天海崎たちよりも低いことに対して俺が困っていると思ったようなのだ。

　俺はどこの世界の教育ママだ。

「いい点数？」

　ちらりと廊下の壁に貼られた順位表を見る。

　確か、奥有楽の順位は――。

「一九位を取れるのはいい点数とは言わないもんか？」

「あっ。その、が、がんばりました。がんばったんですけど……他のみなさんはもっとすごい点数で……」

「まあ、そうだな」

　俺の言葉は単なる同意、あるいは事実の確認でしかなかったのだが、奥有楽のネガティブフィルターを通すと、ひどい皮肉や嫌味のように聞こえてしまったらしい。

「ひっ」と、きつく叱られたかのように息をつめたかと思うと、「ごめんなさいごめんなさい」と猛烈な勢いで謝りだした。

　やめて。順位表を見に集まった同級生たちが何事かと注目し始めているじゃないか。お願いだからやめて。

「あの。わたし、む、昔っから何をやってもダメで……みんなからもずっとそう言われてて……」

　ふむ。どんなものでも集団が出来上がると、大抵の場合には奥有楽のようなタイプが一人は存在する。実のところ、そういったタイプの人間は、本当に他人に比べて能力が劣っているわけじゃない。集団が形成される時には、その中で多くの人物に役割が振られていくものだ。奥有楽のようなタイプは、「落ちこぼれ」とか「みそっかす」とか、《底辺にいる人物》という役割を振られてしまうだけなのだ。

　そうなってしまうのには、大した理由があるわけじゃない。初めの内のちょっとした印象だ。まあ、奥有楽は自己主張も苦手そうで、下に見られやすいタイプではあるか。

　転校をして周囲に自分を知るものもいないし、転校早々のテストで好成績を取ってもいる。《底辺》から抜け出すには絶好の機会なのだが、奥有楽自身がこれほど自分を低く見ているのでは、それも難しいかもしれない。

　まあ、奥有楽が底辺ポジションから抜け出せなくても俺には何の問題もない。というか、むしろそのままでいてくれた方が変に目立たなくていいかもしれないな。

　うん。お前はそのままでいてくれ、奥有楽。

　と、俺が今後も奥有楽を生暖かい目で見守っていこうと決めた時。

「で、でも……っ！」それまで俯(うつむ)いていた奥有楽が、強い視線を俺に送る。「が、がんばりますからっ。わたし、もっとがんばりますっ！」

　あー……。がんばってくれなくてもいいんだけどなあ……。

「そ、その……節さんに相応(ふさわ)しい人間になれるように、が、がんばりますっ」

　相応しいねえ。

「……あのな、奥有楽。偉そうに言うことじゃないが、俺は一四九位だったんだぞ？」

「え？」

　どうも奥有楽は妙に俺を過大評価でもしているらしい。一瞬きょとんとして、壁に貼ってある順位表をまじまじと見始めた。

　載ってないぞ。いくら見てもそこに俺の名前は載ってないからな。

「一四九位の俺に相応しくなるようにがんばるって、どうするつもりだ」

「え、えと……じゃ、じゃあ、そっちの方でがんばります」

　どっちだ。

　いや、わかるけど。わかるけど、そうじゃねえだろ。

「別に順位は何位だっていいんだよ。そもそも、お前の目的は何だよ」

「え、えっと。その……」

　俺の質問に奥有楽は顔を真っ赤にして、言いづらそうに口をぱくぱくとさせる。

　そんなに恥ずかしがるようなことを訊いたか？　……そうか。よくよく考えれば、改めて口に出すのは恥ずかしいかもしれない。

　他の連中ならまだしも奥有楽には酷だったかもしれないと、ちょっと俺が反省したのとほぼ同時に、奥有楽は意を決したように口を開いた。

「せ、節……さんに……正式なこ、こここ、婚約者に選んでもらうことです」

　お。言ったか。

「そうだろう？」

　嬉しいとか感動したとか言うほどのことじゃないが、「よくがんばった」と褒めたいような気分になる。ううむ。俺も意外と沸点が低いのかもしれない。

「だったら、例えば、奥有楽が必死で勉強している間に、俺が他の婚約者候補と仲良く遊んでたりしたらどうだ？」

「え？　あ。そ、それは……か、悲しい……です」

《悔しい》じゃなくて、《悲しい》か。この辺が奥有楽の人間性ってやつなのかもな。

「まあ、そうだろうな。別に勉強をがんばるなとは言わないが、目的を履き違えたりしてたら、本末転倒ってやつだ。俺は学校の成績の良し悪しで婚約者を決めるつもりなんてさらさらないんだからな」

　その俺の言葉に、しばらく呆然と俺を見上げていた奥有楽だったが、

「は……はいっ。あ、ありがとう……ございます」

　喜びに満ち溢れた表情で、はっきりと頷いた。

　…………。

　確かに、今までの俺の台詞は奥有楽を安堵させようと言った言葉で、その目的は充分以上に果たせたのだが、こうも素直な反応を見せられるのは、精神衛生上よくない。

　この奥有楽でさえ、俺を騙している可能性があるのだ。婚約者候補を疑うことができなくなったら、《ゲーム》に差し支える。

　今後は控えた方がいいかもしれん、と俺が考え直したその時。

「せ、節……さん」

　不意に聞こえてきた妙にたどたどしい呼びかけに、声の方を向くと、そこに立っていたのは伊堂寺だった。

　ん？　伊堂寺が《節さん》？

　その伊堂寺は、祈るように胸の前で手を組み合わせ、上目遣いで俺を見ている。

　普段の伊堂寺らしからぬしおらしいその態度は、はっきり言ってわざとらしかった。もっと言えば噓(うそ)くさかった。

「……どうした、伊堂寺」

　正直、無視してもよかったんだが、どうせ俺がリアクションをするまで続けるつもりなのだろうし、だったら早く終わらせてしまいたい。

「あ、あの……あたしもいい点数がとれなかったから……その、ごめんなさい」

「そうだな。もっとがんばれ」

　以上。

「それだけっ!?　奥有楽ちゃんにはあんな優しい言葉をかけてあげてたのに、ひどくない？　ずるい！　ひいきだ、ひーきだ！」

　小学生かお前は。

「本気でがんばる気があるなら、お前にだって優しい言葉のひとつもかけるけどな」

「あたしにはその気がないって？　そりゃないんじゃない？」

　伊堂寺は不満げに頰(ほお)を膨らませる。芝居がかった表情ではあったが、多分、けっこう本気で怒っている気がする。

「今回のテストだって、節にいいとこ見せようと思って、あたしにしては随分がんばった方なんだから」

　と、そこで伊堂寺の怒気が急激に萎(な)え、肩を落とす。

「……まあ、結果としては、お屋敷のみんなの中で最下位になっちゃったわけだけど」

「ん？　そりゃ違うだろ。お屋敷のみんなの中でって言うなら、最下位はお前じゃなくて俺だ」

「そりゃあそうかもだけど……」

　伊堂寺は納得がいっていない様子で唇を突き出す。

　もちろん、俺だって伊堂寺の言った《お屋敷のみんな》が、遠々原邸で――《ハーレム》で共に暮らす五人の婚約者候補だって意味なのは最初から承知している。

　だが、この程度の詭弁も操れないようでは、遠々原十慈郎の息子は務まらない。

「別の言い方をするとだ。今のところ、お前が一番俺に近いってことになるかもな」

「あ。う、うん……そうかも……ね」

　納得がいったような、いかないような、でもいきかけているような、そんな微妙な表情を伊堂寺は浮かべている。

　あと一押しってところかな。

「それにな、お前の《いいとこ》は、体育の時間に充分見させてもらったよ」

「え、えへへ……」

　伊堂寺ははにかむように笑った。

　結局のところ、伊堂寺は――彼女に限らず、婚約者候補たちは――別にテストの点数や順位に固執してるわけじゃない。他の婚約者候補に比べ、優位な位置にいるという自信や安心感が欲しいだけだ。

　その辺を満たしてやれば、無茶なことをしたり突拍子もない行動にでたりすることも少ないだろう。

　つまり、俺が迷惑を被る確率も低くなるというわけだ。

　とりあえずの目的が果たせてほっとしたその瞬間。

「悪い男なのです」

「ぉうわっ！　びっくりした」

　突然、背後から淡々とした罵倒の声が聞こえてきた。振り向けば、俺の背中に張り付くように蝦夷木が立っている。

「い、いきなりなんだよ、蝦夷木」

　……全然、気配を感じなかったぞ。

　蝦夷木は相変わらずの無表情でじっと俺を見ていたかと思うと、

「節は、甘い言葉で女を惑わす悪い男なのです」

「……唐突に人聞きの悪いことを言うな」

「事実なのです」

「どこがだ。俺は別に惑わしてなんて……」

「現に今、依已子と乙(おと)音(の)の二人は惑わされていたのです」

　名指しされた伊堂寺と奥有楽の二人は、一瞬顔を見合わせると、思わしげに顔を伏せてしまった。

「待て、二人とも。そんな『思い当たるフシが……』みたいな素振りはやめてくれ」

「で、でも……」

「ねえ」

　俺の懇願も届かず、それどころかますます疑惑を深めてしまっている。

　なぜだ。

　理不尽さに唖(あ)然(ぜん)としてしまった俺の肩に、ぽんと手が置かれた。蝦夷木の手だ。

　一体、今度は何を言われるのかと、げんなりしながら蝦夷木の顔を見る。

「ところで、えりいにはないのです？」

「……ないって何が」

「優しい言葉なのです」

「お前な。さっきまで《甘い言葉で惑わせる》とか言ってたのはなんだったんだよ」

「それはそれ、これはこれなのです」

　ああ、そーかい。

「必要があるように思えないヤツにまでかける優しい言葉なんて俺にはない」

「そうなのですか。それでは、えりいはこの負けを取り返すために、無茶な行動に出てしまうかもしれないのです。それで、節を面倒に巻き込んでしまうかもしれないのです」

　脅迫？　脅しだよなあ、これって。

　しかも、ほぼ正確に俺の心中を読んでやがる。まあ、俺もあからさま過ぎたかもしれないが……それにしても厄介だ。

「……トップ３にいるお前に何を言えってんだ」

「でも……朱璃と宇海の二人には負けてしまったのです」

　しょんぼりと肩を落として蝦夷木はそんなことを言った。……言ったが、その様子はさっきの伊堂寺よりも更に噓くさい。

「そうは言っても、お前って……ん？」

　何と声をかけようか迷っていた時、不意に気になることを思い出した。

「そう言えば、蝦夷木はものすごい頭がいいって聞いたな」

　前に六村か若生かがそんなことを言っていたはずだ。

　実際、トップ３に入っているのだから《頭がいい》のは間違いない。ただ、あの時、話題に出ていたのは五人の婚約者候補のことだ。その中で、《むちゃくちゃ頭がいい》と言われたのは、天海崎でも羽入田でもなかった。なのに、蝦夷木の順位はその二人よりも下だ。それがどういうことかと考えれば……。

「苦手な教科でもあるのか？」

　その俺の問いに、蝦夷木は表情を変えないまま、あらぬ方を向いて視線を俺から逸らした。

　相変わらず無表情なくせにわかりやすいヤツだ。

　テストの順位は全教科の合計点で出ている。蝦夷木がなんらかの分野に突出した才能を持ち、反面、別の分野で劣っているのなら、天海崎や羽入田よりも《頭がいい》にもかかわらず、二人より順位が下なのにも納得がいく。なにせ、どれだけ才能や知識があろうとも、一〇〇点満点のテストで二〇〇点は取れないのだから。

　蝦夷木が苦手な教科か。順位に反映される主要教科の内でとなると――。

「国語か？　現文か古文か、その辺じゃないのか？」

　俺がそう訊ねると、視線を逸らしていた蝦夷木は、ついにくるりと振り向いて俺に背中を向けてしまう。

　図星のようだ。

「……困るのです」

　蝦夷木の背中がぽつりと呟いた。

「『この時の作者の気持ちを書け』といわれても、そんなのわかるわけがないのです」

「ぷっ」

　俺が漠然と予想していた通りの答えが返ってきて、思わず吹き出してしまった。途端、蝦夷木が再び振り向いて、抗議するような視線を向けてくる。

「笑わないで欲しいのです」

「いや、悪い。俺も同じだから、ちょっと可(お)笑(か)しかったんだ」

「……節も、同じなのです？」

「まあね。あの手の設問は確かに困るよな。人の気持ちなんてそう簡単に答えが出せるようなら苦労はないさ」

　多分、蝦夷木は本当にわかっていないわけじゃない。教科書通りの答えならいくらでも出せるだろう。

　ただ、蝦夷木は知りすぎているのだ。《人の気持ち》というものがどれだけ複雑奇怪なのかを知りすぎているからこそ、考えすぎてわからなくなってしまうのだ。

　もしかすると、それこそ蝦夷木の無表情の理由なのかもしれないとも思った。

「そう……なのですか。節も同じ……」

　蝦夷木は少しほっとしたように（やはり表情は変わらなかったが）呟いた。

　よしよし。どうにか蝦夷木の要求にも応えられたようだな。

　別に態度に出したつもりはなかったんだが、俺の安堵はやっぱり蝦夷木に伝わってしまったようだった。

　しばらく俺の顔を見上げた後、真顔でこんなことを言ってきやがった。

「……やっぱり、悪い男なのです。えりいも甘い言葉で惑わされてしまったのです」

「あのな。お前が言えって言ってきたんだろうが」

「言えと言われて言えてしまうのが、悪い男の証拠なのです」

　なんだそりゃ。どうしろってんだ。

　俺は理不尽さに眉をしかめていたのだが、

「……うーん、確かに」

「そうかも……しれません」

　伊堂寺と奥有楽の二人に納得されてしまった。マジでか。

　俺はどちらかと言えば他人からの評価は気にしないタチなんだが、こんな理不尽な決めつけをされるとさすがに一言くらい言いたくなる。

「ちょっと待ってくれよ。自分で言うのもなんだが、俺はみんなに気を遣ってたからこそいろいろと言ってたわけで、それを悪いとか言われるのは心外だぞ」

　そんな俺の言い分にも、伊堂寺、蝦夷木、奥有楽の三人はジトリと半眼で胡(う)乱(ろん)な視線を投げかけてくるばかりだった。

「ワルい……」

「悪いひと……」

「悪いのです」

　悪い悪いと連呼しないでくれ。だんだん、自分でもそんな気になってくるじゃないか。

　いやいや、そんなはずはない。がんばれ俺。負けるな俺。

　確かに俺はあまり性格が良いほうじゃない。露悪的なところもあるし、ひねくれ者だという自覚もある。だが、《女ったらしの悪い男》みたいな言われ方を甘受したくはない。してたまるか。

　決意も新たに、俺がさて、何と言ってやろうかと考えていたところへ、おっとりとした声が差し挟まれた。

「みなさま。そんなに節さまを責められるものではございませんわ」

　羽入田だ。口調と同じゆったりとした動きで近づいてくる。俺に向けて、にこりと――いや、ふわりと微笑んだ後、伊堂寺たち三人に向けて言う。

「節さまはただ、お優しいお心をお持ちなだけなのですから」

　おお……。当たり前の反応をこんなに嬉しく思う日がくるとは思わなかった。そうなのだ。俺はみんなに優しく接しているだけなのだから、文句を言われる筋合いなどない。

　しかし、羽入田の真っ当な言葉も、伊堂寺たち三人には大した感慨をもたらさなかった。蝦夷木は鼻で笑い、伊堂寺は呆れた風に肩をすくめ、奥有楽は恨めし気に俺を見る。

「優しければいいというものではないのです」

「だよねー。見境なく優しくされても困るだけだよ」

　見境なくって、お前な……。俺は発情期の猫か。

「やっぱり……ふ、不安です」
















　うーむ……。俺にも言い分は山のようにあるわけだが、彼女たちの言うこともわからないわけじゃない。しかし、わかるからと言って、それで対処法が見つかるとか今までの自分の行いを改めるとか、そういうわけにもいかないのが厄介なところだ。

　これが単なる恋愛であるのなら、誰かひとりを決めてその人物だけに優しくしていれば済む話なんだが、《誰かひとりを決め》られているようならば、そもそもこんな状況になんて陥っていない。

　だから、これは仕方のないことで、別に俺が悪い男であるせいではないのだ。

　……と、自分を納得させておくことにしよう、うん。

　そんな俺の自己完結が伝わってしまったのか、よりにもよって羽入田にまで困ったようにため息をつかれてしまった。

「みなさまがそう思われる気持ちもわかりますけれど……」

　しかし、羽入田はちらりと俺のほうを見ると、クスリとほくそ笑んだ。それはそれは、見事なほくそ笑み方だった。ほくそ笑み方の教科書でもあれば、載っているに違いないほくそ笑みだ。

「ですが、そういった殿方と上手にお付き合いするのも、女の器量というものではございません？」

　……なんか、恐ろしいことを言われている気がするぞ。

　それってつまり、《掌(てのひら)の上で転がす》とか、そういうことじゃないのか？

「そ、それは……」

「確かに……」

「そうかもしれないのです」

　納得してんな。冗談じゃない。今でさえ、親爺や睦月に転がされているような気がしているってのに、これ以上増えられてたまるかってんだ。

　もう嫌だ。なんか異常に疲れた。

　とにかくここから早く逃げ出したくなって、踵を返そうとした俺の機先を制するように、羽入田がふわりとした笑顔を向けてきた。

「ところで節さま？」

「……どうした」

「わたくしへは、お優しいお言葉はいただけませんの？」

「…………」

　もう、勘弁してください。




＊




　その日、俺はついに逃げ出した。

　とある日曜日のことだ。

　俺はその前日の土曜日に、婚約者候補たちから「明日の予定は？」攻撃に晒(さら)され、のらりくらりと言葉を濁し続けた挙げ句に、翌日の日曜日にはまだ太陽も昇りきらない早朝から、誰にも気付かれぬように家を抜け出していた。

　もちろん、何か用事とか目的があってのことじゃない。俺はただ《ハーレム》にいたくなかっただけだ。情けないと言うならば言え。たまの休日くらい、何物にも煩(わずら)わされずゆっくりと休みたいと思うのは当然の欲求だろう。

　そんなわけで、俺は朝からファストフード、インターネットカフェ、ファミレスと梯子をして、一人の休日を満喫しきった。

　陽(ひ)も暮れ始め、さすがに夕食までには戻らないとまずいだろうなと思い出したところで腰をあげた。

　時間にはまだ少し余裕があったので、散歩がてら遠回りをしながら家に向かうことにする。今日はほぼ一日座ったままだったので、夕食前の腹ごなしには丁度良いだろう。

　途中、比較的大きな公園に立ち寄った。

　都心から電車で一時間ほどの距離にあるこの町は、四方を山に囲まれた盆地という地形がそうさせるのか、近隣の町に比べて緑が豊かだ。

　そんな中で、この公園は道などもしっかりと舗装されて、『森林公園』と銘打つには人の手が入りすぎているが、適度な自然と適度な人工物の割合が、ぶらりと散歩をする分には適していた。

　緑に包まれて、俺の気持ちも軽くなってくる。何よりも、今日一日が素晴らしかった。煩わしいことを避けるために早朝から黙って家を抜け出したのだが、まさかここまで一切の邪魔が入らない、のびのびとした一日を過ごせるとは思っていなかったのだ。

　これが命の洗濯というやつか。いや、さすがに大袈裟か。

　身も心も軽く、スキップでもしたくなりながら公園を歩いていた、そんな時のことだ。

「あっ」

「ん？　……あ」

　突然、聞こえてきた驚きの声に視線を向けると、よりにもよって最も会いたくない類の人物と目が合ってしまった。

「天海崎……」

　俺の婚約者候補の一人、天海崎朱璃だ。

　俺が最初に思ったことは、「そんな馬鹿な」だった。

　こんな偶然があり得るのか？　この町は大都市というわけではないが、それでも数十万に及ぶ人口のはずだ。そんな中で、最も会いたくない五人の内の一人に道ばたで出会ってしまうなんて偶然があっていいのか。

　まさか俺のことを付けていたのか？　とも思ったが、いくらなんでも俺の邪推というか、自意識過剰に過ぎたようだ。

　天海崎は見るからに驚いた顔つきをしているし、何よりも彼女は一人ではなかった。これで天海崎と一緒にいたのが、いかにも恋人同士に見える相応の年齢の男だとか言うのであれば、今後の方針を決めるのも随分楽になっていただろうが、残念ながらそういうことでもなさそうだ。

「こ、こんにちは、節さん」

「ああ。奇遇だな、天海崎。えーと……弟さん、だよな」

　天海崎が連れていたのは、十歳くらいの少年だった。その子はパジャマにカーディガンを羽織った姿で、天海崎の押す車椅子に座っていた。

「あ、そうです。弟の明(あ)日(す)夢(む)です。……わかりますか？」

「そりゃあね」

　天海崎とその弟は顔立ちも似ているし、人に聞けば大半が姉弟だと答えるとは思うが、俺が半ば確信していたのは、親爺から渡された調査資料を読んでいたせいでもある。

　だから。

「こんにちは、明日夢くん。俺は遠々原節っていうんだ」

「…………」

　俺が挨拶をしても、天海崎の弟が返事をしなかったどころか、顔を背けたまま俺と目を合わせようとさえしなかったことを、奇妙にも不愉快にも思わなかった。

「もう、明日夢っ！　ご、ごめんなさい、節さん……」

「いや、全然構わないよ」

　彼らにとって俺は、親の仇であり復讐の相手だ。好意的になれる道理がない。むしろ姉の態度の方が異常なのだ。俺にしてみれば、これくらいの態度をとってくれた方がわかりやすくてありがたいくらいだった。

「俺もまあ、事情を知らないわけでもないし」

　はっきり言って、弟クンがそうしたくなる気持ちもよくわかる。ただ、そうと口にしたら、きっと弟だけでなく天海崎からも怒鳴られるか睨(にら)まれるかするだろうということもよくわかる。

「ごめんなさい……」

　天海崎からは再び謝罪の言葉を向けられたが、わざわざもう一度「気にしてない」と言う気にもなれず、俺は曖(あい)昧(まい)に頷いただけだった。

　すると、微妙な空気というか、気まずい沈黙の時間がしばらく流れた。

　果たして、最初に沈黙に耐えきれなくなったのは天海崎だった。

「あ、あのっ、節さん」

「うん？」

「き、今日は、お一人なんですね。ちょっと、びっくりしました」

「びっくりって、どういうこと？」

「ほら、昨日はいろんな人からお誘いを受けていたみたいじゃないですか。だから、今日はどなたかと一緒なのかと思っていたので……」

「ああ、そういうことか。誘いはあったけど、断ったって言うか……逃げてきた」

「そうなんですか……」

　天海崎の頰が綻(ほころ)ぶ。顔に浮かんだのは、紛れもない安堵の表情だ。「俺が他の女の子と一緒にいないので安心した」ということなのだろうが、それを額面通り受け取ることができたらどれだけいいだろう。

「わたし、今日はこの子のところに来るつもりでしたから――」

　天海崎がちらりと視線を弟の方へと向けたのにつられ、俺の目もそちらに向いてしまったが、案の定と言うべきなのか、天海崎の弟は俺と視線が合いそうになるのに気付くと、またさっと顔を背けてしまった。

　嫌われてんなあ……ま、無理もないけど。

「節さんをお誘いできなかったので……」

　そう言えば確かに天海崎からの《お誘い》はなかったな。俺としてはありがたいことなんだが、天海崎が妙に恐縮するものだから、「その方が助かる」とは口にしづらくなってしまった。

「単なる偶然なのでしょうけれど、ここで会えて……うれしいです」

　はにかみながら微笑む天海崎の表情は、とても演技には思えなかった。……思いたくなかったってのが正しいのかもしれない。

　今のところ、婚約者候補五人の《怪しさ》に、差はほとんどない。誰も彼も俺を憎んでいるようには見えないし、だからこそ逆にどいつもこいつも怪しく思えてしまう。

　そんな状態では、婚約者候補の言動を信じるのは難しい。いや、難しいと言うより、はっきり言って危険だ。確率的なことを言うなら、五人全員の言動の内、八割は噓なのだ。だとすれば、《怪しさ》に目処の立たない現状では、天海崎に限らず彼女たちの言葉や様子も八〇パーセントは噓であり演技であると考えるべきなのだろう。

　……まったく、困ったもんだ。

　親爺みたいなヤツと関わってきたせいか、俺は自分が人間不信気味であることは自覚している。ただ、睦月あたりは誤解しているのかもしれないが、俺はそれでいいとは思っていないのだ。

　俺が誰も信じられなければ、俺は誰からも信じてもらえなくなるだろう。俺は、そんな人生はごめんだ。まあ、親爺なら「信じてもらうのではない。信じさせるのだ」くらいのことは言いそうだが、俺にはそこまで思い切ることはできなかった。

　だから、今の天海崎の態度も信じたいのはやまやまなんだが……。

「あの、節さん？　どうかしました……？」

　不意に考え込んでしまった俺の様子を訝(いぶか)しく思ったのか、きょとんとした表情で天海崎が首を傾げている。

　その姿に二心があるようには見えず、天海崎を信じたくなる衝動に駆られる。結局のところ、この《ゲーム》では、どこかで誰かを信じなければならないのだ。今、俺が天海崎を信じ、それが正解なのであれば、今の不愉快な状況からも鬱(うつ)屈(くつ)した心境からも抜け出せる。それはひどく魅力的な交換条件であり、正直、俺はかなり心が揺らいでいた。

　だが、要するにそれは自(や)棄(け)になっているのとあまり変わりがない。

　俺と一向に目を合わせようとはしない天海崎の弟の姿が、傾き掛けた俺の心を押し戻した。やはり危険だ。

「ああ、いや。俺も偶然にびっくりしてただけだよ」

「そうですね、わたしもびっくりです。でも……こんな偶然なら、またあってもいいかな」

　う……っ。き、キキキキケン。危険だ。ここは危険だ。

　そんな風に、にっこりと清々しく魅力的に微笑まないでくれ、天海崎。思わず信じてしまいそうになるじゃないか……っ！

　だ、ダメだ……これ以上、ここにいるのは危ないかもしれない。今後の《ゲーム》に――いや、俺の人生に支障をきたすことになりかねない。

「じ、じゃあな、天海崎。俺はこれで」

「あっ。も、もう、行かれるんですか？」

「うん。せっかく姉弟水入らずのところを邪魔しても悪いしね」

「いえ、邪魔なんてことは……」

　口ではそう言いつつも、天海崎は探るような目で弟の様子を見る。

　おっ。思わず口から出ただけの言葉だったが、意外と効果的だったようだ。天海崎の弟が俺を嫌っているのは疑う余地がないし、天海崎が弟思いの姉であることも間違いなさそうだ。

　うん、その部分だけは信じてもいい。

「姉さん」

　その時、それまでまったく口を開く素振りさえなかった天海崎の弟が、姉を呼んだ。

「もう外出時間も終わるし、病院に戻るよ。一人で帰れるから、姉さんはもう少しここにいればいいよ」

　おお……子供に気を遣われてしまった。さすが天海崎の弟と言うべきか、大人びているというか、よくできたお子だ。

「な、何言ってるの。あなたを一人になんてできるわけないでしょ」

「病院なんてすぐそこだよ。道路を横切るわけでもないし、大丈夫だよ」

「ダメよ。目を離さないようにって、お医者さんからも言われてるんだから」

　強い口調で弟に言ったその声には、もう迷う響きはなかった。俺へと向き直ると、

「ごめんなさい、節さん。わたし、弟を送って行かなくちゃならないので、これで失礼します」

　申し訳なさそうにしながらも、はっきりとした口調で俺に告げる。

「謝ることはないだろ。帰るって言い出したのは俺なんだから」

「あ。そ、そうですね。じゃあ、またお屋敷で」

　苦笑を浮かべる俺に、同じような表情で返しつつ、ぺこりと一礼。特に未練を見せるような素振りもなく、天海崎は近くの総合病院へと弟の座る車椅子を押して去っていった。

　その、必要以上に俺との接触を求めてこない様子――別の言い方をするなら、ごく普通の行動――が、妙に心地よく、同時に少し寂しく感じてしまった。

　寂しさを感じてしまうあたり、俺も少しこの《ゲーム》に染まってきているのかもしれない。

　だから、というわけでもないのだが、どういうわけか少し立ち去りづらい気分になってしまった。さっきまでは、すぐに立ち去らなければならないと思っていたのに、どうしたことだろう？

　まあ、少し冷静になって自己分析してみれば、さっきまでは「立ち去るべきだと考えていた」で、今は「立ち去りたくないと思っている」というところなのだろう。

　予感があった、ってほどのことでもないが、もしかしたらと思うことがあって、俺は近くの自販機で缶コーヒーを二本買うと、再び公園に戻った。

　天海崎と別れた場所の近くのベンチに座って、しばらくぼんやりと缶コーヒーに口をつけていたら、予想した通りの出来事が起きた。

　病院の方から、天海崎が息を切らせながら走ってきたのだ。

「あ……っ」

　そして、俺を見るなり、ぱっと顔を輝かせる。

「よ、よかった……。ま、まだ……いらっしゃったんです、ね」

　胸に手をあて息を整えながら、天海崎は嬉しそうに微笑んだ。この笑顔がすべて噓や演技であるのなら、俺の人間不信はますます酷くなるだろう。……せめて、二〇パーセントくらいは本当であって欲しいものだ。

「まあ、なんとなくね」

　天海崎に答えた言葉は、半分くらい照れ隠しだったが、まったくの噓というわけでもない。本当にこの時の気持ちを訊かれたら、「なんとなく」としか答えようがなかった。

　ただ、天海崎は俺が缶コーヒーを手にしていたのを見て、別の解釈をしたようだ。

「も、もしかして……わたしを待っていてくれたんですか……？」

「うーん、どうかな？　待っていたと言えば待っていたし、そうじゃないと言えばそうでもないし……微妙だな」

　今度は照れ隠しでもなく、本気でそう言っていた。天海崎が本当に戻ってくる確信なんてなかったし、じゃあ今こうして本当に天海崎が戻ってきて、嬉しいとか待っていた甲斐があったとか思っているわけでもない。

　じゃあ、何かと言われると……なんだろう？

　強いて言えば、ちょっとした確認だったってところだろうか。俺は漠然と天海崎がここに戻ってくるような気がしていて、その予想が正しいのかどうか確かめたかったというところだ。

　さして重要なことでもない。帰ってしまってもよかったのだが、後になって「あの時、天海崎は戻ってきたんだろうか？」なんて考え込むのは馬鹿らしいし、家に戻ってから、当の本人に「公園に戻ってきたか？」なんて訊くのはもっと馬鹿らしい。だから、缶コーヒー一本分の時間くらいはと、ここにいたわけだ。

　ふむ。そう考えると、天海崎が戻ってきてくれたことで、自分の予想があたっていたことへの達成感のようなものは感じられる気になってきた。これもやっぱり、「天海崎が戻ってきてくれて嬉しい」の範疇に入るもんだろうか。

　だが、天海崎が戻ってきて、じゃあ何をする？　ということでもない。と言うか、確認はとれたのだから、もう完全に用はなくなってしまった。

　一瞬、もう帰ろうか、とも思ってしまったが、荒々しい息を吐きながら頰を紅潮させている天海崎を前にしてそんなことが言えるほど、さすがの俺も冷酷ではなかった。

「どちらでもいいです。わたしは節さんに会えただけで、充分嬉しいですから」

　ああ……その言葉とその笑顔を心から信じることができるのならば、どれだけいいだろうか。

　いかん。どうにも厭(えん)世(せい)的(てき)になってしまう。それもこれも、このくそったれな《ゲーム》のせいだ。つまりそれは、全部親爺のせいだ。しかし、だとすれば、あのクソ爺ぃを養父に選んだ俺自身の自業自得でもあるってことにもなるか。

　ずいぶん後ろ向きではあるが、そう考えれば、諦め半分に冷静にもなれる。

　俺はぎこちなくならないように気を付けながら、自嘲の混じった苦笑を天海崎に向けた。

「せっかくだし、時間があるならコーヒー一本分の時間、俺につきあわないか？」

　俺が視線でベンチの隣に促すと、天海崎は嬉々として頷いた。

「は、はいっ。もちろん、喜んで！」

　一応、自分への言い訳みたいなもんだが、天海崎が戻ってくるのを待っていたことに目的らしいものがないわけじゃない。

　以前、睦月にも指摘された通り、誰が俺を憎んでいて誰がそうでないのか、それを見極めるために、一対一で話す機会は必要だと思っている。その中でも特に天海崎は、他の四人に比べて常識的と言うか、一番話が通じやすそうだと考えたのだ。

　まあ、その分、《強敵》でもあるような気はしているんだが……。

「よかったら、どうぞ」

　隣に座った天海崎に、自分の分とは別に買っておいた缶コーヒーを差し出す。

「え？　これ……わたしのために？」

「まあ、そうなるかな」

　驚きに目を瞬かせる天海崎に、ついそっけなく言ってしまった。天海崎が来たら渡そうと考えていたものだから、彼女のためというのも間違っていないのだが、どうもはっきりと言うのは照れ臭い。自分でも子(ガ)供(キ)っぽいなあとは思うが。

「好みとかわからなかったから、俺と同じもので悪いけど」

「いえ、う、嬉しい……です」

　と言うわりには、天海崎の顔はひきつっている。

　なぜだ？　と思うより先に、解答を思いついた。

「あ。もしかして、コーヒーは苦手だったか？」

　おまけに、俺の好み優先で買ってしまったので、無糖ブラックだ。コーヒーが苦手だとしたら、ちょっと辛いかもしれない。

「そっ、ソンナコトナイデスヨ」

　声が裏返っているんだが。

「悪い、気が利(き)かなかった」

　俺が引っ込めようとした缶コーヒーは、天海崎が飛びつくように奪い取ってしまった。

「だ、大丈夫ですっ。いただきます！」

　天海崎は俺から奪い取った缶コーヒーを胸に抱き、必死の形相でそう言った。スチール缶だからいいものの、アルミ缶だったら潰してしまいそうな迫力だ。

「お、おい？　無理することはないだろう」

「無理じゃないです。平気です」

　そう言うなり、プルタブを開きぐいっと一気に呷(あお)る――と。

「ん～～～～～～～っ」

　目を瞑り、眉をよせ、顔を顰(しか)めてしまう。

「だ、大丈夫か？」

「お……オイシイデスヨ」

　だから声が裏返ってるって。

「なんでそこまで……。好きでもないものを無理して飲むことはないだろうに」

「だ、だって……節さんから頂いた初めてのプレゼントですもの。粗末にしたらばちが当たります」

「んな、大袈裟な」

「大袈裟でもなんでも、嬉しかったのは本当なんです」

　そんな風に微笑まれれば、その裏に真意があるかもしれない（具体的に言うと、これも俺を騙すための演技かもしれない）と思っていても、俺だって多少は嬉しくもなる。

「じゃあ、今度はもう少しマシなものを用意するよ」

「はい。楽しみにしています」

　天海崎は朗らかに微笑み、それでこの話は落着ということなのだろうが、やっぱり少し情けなくも申し訳なくもなる。

「よくよく考えると、本当に気が利いてないな、俺は」

　好みがわからない相手と自分の分を買うのに、同じものを二つという選択はないだろう。別々のものを買って、相手に好きな方を選んでもらうとかそういうことが、どうして考えられなかったんだろうか。そもそも、ブラックのコーヒーなんて好みがわかれそうなものを選ぶなんてどうかしている。

「慣れてないと言えばそれまでだけど、もう少しどうにかならなかったのか……」

　情けなさと申し訳なさと恥ずかしさが入り交じって、照れ隠しにがりがりと頭を掻いていたら、天海崎に笑われてしまった。ただ、その笑みは、どちらかと言えば好意的なものだっただろう。

「節さんって、思い悩んじゃうタイプですか？」

「ん？　そうだなあ……うん、そういうタイプだな、きっと」

　俺の肯定の言葉に、天海崎はもう一度くすりと笑って「じゃあ、わたしと同じですね」と言った。

「わたしもそうです。今だって、ここに節さんがいなかったら、いろいろ考え込んじゃってたと思います。なんで節さんをもっと引き留めようとしなかったのかとか、弟が言ったみたいに、弟を放っておいて節さんと一緒にいたほうがよかったんじゃないかとか」

「いや、それは天海崎の判断が正しいよ」

　いくらすぐ近くに病院があるとは言っても、車椅子生活をしなくてはならない弟を放っておくのは、やっぱり間違っているだろう。

　それに。

「それに、天海崎が弟を放っておくようなヤツだったら、俺はここにはいないと思うぞ」

「そう言ってもらえると、少しほっとします。でも――」

　自分で思い悩むタイプだと言った通り、天海崎には俺の言葉は気休め程度にもならなかったのだろう。

「やっぱり、いろいろと考えちゃうんです。特に弟のことは……」

「弟さんか……入院してるのか？」

「ええ……。昔から体の弱い子でしたけど、ちょっと難しい病気にかかってしまって」

　その上、遠々原グループの手によって一家は離散、当の天海崎は望みもしない（と思う）生活を強要されているときてるわけか。

「そうか。た――」

　一瞬、「大変だな」と口をつきそうになったが、慌てて言葉を飲み込んだ。天海崎がどれだけ《大変》なのか、それは天海崎本人にしかわからない。天海崎と同じ境遇や経験をした者ならばともかく、俺が口にしていい言葉じゃない。

「病気の苦労はよくわからないが……まあ、天海崎みたいな姉さんがいるのは、悪い気分じゃないだろうな」

　少し冗談っぽく言った俺の言葉に、天海崎は泣き笑いのような苦笑を浮かべる。

「そう……思いますか？」

「ああ。少なくとも俺ならそう思う」

　俺ははっきりと強い口調で言ってやる。この言葉は噓じゃなかった。客観的に見て、天海崎は真面目で大人びていて世話好きで、それでいてお堅いわけでもない。何よりも美人だ。こんな状況でもなければ、さぞかしモテるんだろうなとも思う。弟にしてみれば、自慢の姉だろう。まあ、デキすぎた姉を持った弟の苦労ってのもあるかもしれないが、体が弱っている時は心も弱くなりがちだから、天海崎の頼もしさは心強いんじゃないだろうか。

「ありがとうございます。節さんにそう言ってもらえると嬉しいです」

　にこりと笑ってから、頭を下げる。……本当にデキたヤツだ。

「節さんは、一人っ子ですよね？」

「あ……ああ、そうだな」

　そうだ。今はそうだ。

　一瞬、言葉に詰まってしまったのは、以前のことを思い出してしまったからだ。かつては、俺にも妹がいた。……そう、《いた》だ。その妹は、俺の実の両親共々、とっくの昔に死んでしまっている。

　死に別れたのは、まだずいぶんと幼い頃の話だから、妹の記憶はほとんど残っていない。今では顔さえ思い出せないくらいだ。

　だから、悲しいと思ったことはないが、当時、三つか四つだった妹まで死なねばならないほどに追いつめた遠々原への憤りは感じる。

　……まあ、今じゃそう言ってる俺が遠々原の人間なんだから、何を言っても偽善にしか聞こえないだろう。

「じゃあ、節さんにはわかりづらいかもしれませんけれど、これでもわたしたち、結構ケンカとかしますよ」

「そうなのか？」

　外から見てる分には、あの弟とこの天海崎がケンカをするとは思えないが、当人たちにしかわからないものもあるんだろう。

「そうですよ。特に最近は多くって……」

　最近？　最近、何かあったのだろうかと考え、即座に答えが出る。

　あった。大いにあった。

「ああ、そりゃそうだ。大事な姉がよりにもよって憎き遠々原の子供の婚約者候補になろうって言うんだからな。そりゃあ、荒れもするか」

「え、ええ……」と頷く天海崎の表情も、さすがにぎこちない。

「やっぱりあの子、遠々原グループは許せないみたいで……」

　ほう？

　まさかそんな核心を衝くような話ができるとは思わなかった。

　偶然なのか、天海崎のミスなのか。それとも俺が誘導されたのか。何にせよ、ここで踏み込まないわけにはいかないだろう。

「まるで、自分はそうじゃないみたいな言い方だね？」

　俺の問いかけに、天海崎は驚いたように目を見開く。失敗したと思っているのか、それとも予定通りの演技なのか。

「もちろんです……と、言いたいところですけれど」

　天海崎は悲しげに儚(はかな)げに微笑んでいる。

「言っても、信じてはもらえないでしょうね……」

　上手く回(か)避(わ)されたか？　それが意図的なものなら、天海崎はこの話題を続けたくないということか。なら、この話題は天海崎が望んで出したものではない？

　天海崎の弱々しげな言葉と儚げな表情は、思わず「信じてるよ」と答えてしまいそうになるには充分なものだったが、残念ながら俺はそこまで人情家ではなかった。

「そう簡単に信じるわけにはいかないのは確かだな。冗談じゃなく、人生が懸かっているんだから」

「わたしだって、人生が懸かっています」

　軽口めいた俺の言葉に、天海崎は即座に、そして強く真剣な声で応じた。

　ま、それもそうだろう。

　天海崎がこの《ゲーム》に勝てば、巨万の富を手に明るい未来を歩むことも、復讐という暗い喜びに浸ることも思いのままだ。

　――と、考えていた俺の耳に、予想外の台詞が飛び込んできた。

「だって、《ゲーム》に勝てば、節さんのお嫁さんになれるんですもの」

「え？」

　と口にしたままの格好で、俺はしばらく固まってしまった。

　規定外の入力を受けて、システムがエラーを起こしてしまったのだ。……わかりやすく言えば、さんざん睦月に言われた通り、アドリブに弱いってことなんだが。

　突然、天海崎はフリーズしてしまった俺の手から飲みかけの缶コーヒーを奪う。

　何をするつもりだ？　と思う間もなく、缶コーヒーに口をつけて、一気に飲み干してしまった。

　そしてまた、しばらくの間、苦さに顔をしかめていたと思ったら、いきなりベンチから立ち上がって、

「ふふふ……間接キスしちゃいました」

　小悪魔めいた笑みを俺に向けた。

「すぐには信じてもらえないのはわかっています。でも、わたし負けませんから」

　清々しさを感じさせるほど、きっぱりと言ってのけると、「失礼します」と深く頭を下げて踵を返してしまった。また、弟の待つ病院へ戻るのだろう。

　俺が返事をすることさえ忘れ、呆然とその背を見送っていると、しばらく歩いたところで天海崎が足を止め、こちらを振り返った。

「さっきの、わたしのファーストキスですからね。憶えておいて下さいよ！」

　大声でそんなことまで言うと、さすがに恥ずかしかったのか、小走りに病院へ向かって駆けて行ってしまう。

　……間接キスもファーストキスとか言うものか？

　まだ、半ば放心したまま視線を下ろすと、ベンチの上には天海崎が一口だけ飲んだ缶コーヒーの残りが置いてあった。

　それに口をつけることは、ちょっとできそうになかった。










四章「意味がなくなったんです」




　その日は朝から何かが奇妙だった。




　早いもので、《ゲーム》が始まってから一(ひと)月(つき)近くの時が過ぎ去ってしまった。

　俺は未(いま)だ、正式な婚約者を決めるどころか、俺を憎み破滅させようとしている人物を特定できてすらいない。

　一口に言ってしまえば、親(おや)爺(じ)から五人の女の子を紹介された夜から何の進展もしていないってことだ。

　そう考えると、さすがに自分が情けなくなるが、幸いにして、今のところ親爺はこの《ゲーム》に関して制限時間を設けるつもりはないようなので、腰を据えてゆっくりと《ゲーム》の攻略に勤(いそ)しもうと思っている。

　そうは言ってもあの親爺のことだ。いつ何時、気まぐれを起こして期限を区切ってくるかわかったもんじゃない。そうそうのんびりもしていられないのは確かなのだが、文字通り俺の一生に関わる決断だ。必要以上に慎重になってしまうのも、無理もないことじゃないだろうか。

　この一月という時間は、俺に焦燥と不安をもたらしているわけだが、反面、少しだけプラスの材料もあった。

　婚約者候補の女の子たちの攻勢が、少しずつ穏やかなものになってきていたのだ。

　何かと言うと傍に寄ってくるのは変わらないし、事ある毎に他の四人を出し抜いて俺と二人きりになろうともする。

　だが、《ゲーム》が始まった直後の熱狂は薄れていた。

　テンションが維持できなくなってきているのか、それとも俺が本気で嫌がっていることを感じ逆効果だと思ったのか、さすがに風呂やベッドの中に入り込まれるようなことはなくなった。

　もちろん、彼女たちだって必死なのだろうから、いつ何を仕掛けてくるかわからない。あるいは一旦距離を置いて俺を油断させる手なのかもしれないし、気は抜けない。

　しかし、まあ。放課後になると同時に全員が俺のところまで突進してきて、「今日、一緒に帰りましょう！」と要求してこなくなっただけ、随分と楽になった。

　俺は一人で――ああ、ほっとする。気分が良いからもう一回言おう――一人で帰路を進みながら安(あん)堵(ど)のため息を吐く。

　――と。

「節(せつ)さま。よろしければ、どこかでお茶でもしてまいりませんか？」

　…………。

　くそう、ちょっと安心したらすぐこれだ。

　いやいや、落ち着け俺。ここは教室じゃない。下駄箱でもない。校門ですらない。学校からもそれなりに離れ、周囲に高(たか)原(はら)学園高校の生徒の姿が見えなくなったくらいの場所だ。

　ちゃんと配慮した上で俺に話しかけてきたのだろう。それに一々苛(いら)立(だ)っていたら器が小さいにもほどがあるし、刺(とげ)々(とげ)しい反応ばかりしていては俺にとってもマイナスにしかならないのは、以前、睦(む)月(つき)に指摘された通りだ。

「お茶ね……。お茶なら家に帰ってからってわけにはいかないのか？」

　話しかけてきた羽(う)入(にゆう)田(だ)に、一応ちゃんと笑顔を見せつつ訊(き)く。頭っから提案を蹴り飛ばすほど嫌なわけじゃないが、家の外ではいつ誰に見られるかもわからない。とにかく目立ちたくない俺としては、可能な限り避けたい状況だった。

「ですが……」と、あまり乗り気ではない返事を返す俺に、羽入田は少し拗(す)ねたような声を出す。

「近頃、家と学校の往復ばかりなのですもの。たまには気分を変えてみるのも良いと思いますの」

　うーん。確かに最近、家と学校以外の場所に行った覚えがない。

「そうだな……まあ、たまにはそれもいいか」

　気付いたら俺はそう答えてしまっていた。どうしても行きたくないというほどの強固な理由がなかったせいでもあるが、ここ最近、行動範囲だけではなく、精神的にも同じ場所を行ったり来たりしているような気がして、羽入田の言った「たまには気分を変えてみるのも良い」という言葉がかなり魅力的に思えてしまったのは確かだ。

　しかし、ぱっと花が咲くように微笑(ほほえ)んだ羽入田の顔を見ていると、まんまと乗せられたか……？　という気がしてくる。いや、それも考え過ぎか。羽入田の顔は純粋に喜んでいるようにしか見えなかった。

「あっ。ずるいずるい！　それなら、あたし！　あたしもっ！」

　一体いつから、そしてどこで聞いていたのか、伊(い)堂(どう)寺(じ)が駆け寄り、俺の腕に飛びついてきた。俺はそれを力任せにふりほどく……ような真似はしないが、抱え込まれた腕をすっと引き抜く。ただし、口に出して言った返事は、

「ああ。いいんじゃないか」

　羽入田のはっと息を飲む音――正確には、口から出かかった言葉を飲み込む音――が聞こえてきたが、ここはあえて無視をする。

　短期的に考えれば、羽入田と二人きりの方が目立たなくて済むかもしれない。だが、その場合、羽入田との差を挽回しようとした他の婚約者候補たちが一体どんな手段に出るかと考えると、ちょっと恐ろしい。

　ここは素直に一緒に行ってしまった方がいい気がする。

「まあ……みんなで一緒に行けばいいんじゃないかな」

　いつの間にか素知らぬ顔で俺の前を歩いていた蝦夷(えみし)木(ぎ)と、やはりいつの間にか後ろから制服の裾を摑(つか)んでいた奥(おく)有(う)楽(ら)にも向けるつもりで、俺はそう言った。

「なら、えりいが良いお店を知っているのです」

　唐突に蝦夷木がそう言い出し、近くの細く薄暗い路地に入っていこうとする。

「あら。お待ちになって、えりいさま」

「なにか？」

　羽入田の声に足を止め、振り返る蝦夷木。当然、その表情はいつも通り変わることなく、無表情と言っていいと思うのだが、少し不機嫌そうにも見える。一方で羽入田は、先程、俺に向けたのと変わらぬ穏やかな微笑だった。

「えりいさまが向かってらっしゃる道の先を拝見させていただきますと、あまり宜(よろ)しい雰囲気とも思えませんの。節さまもそう思われません？」

　と、言われても困るが……。

　蝦夷木の足が向かっていたのは、人一人通るのがやっとに見える細い路地だ。左右を高い塀に挟まれ、その先に見えるのは鬱(うつ)蒼(そう)と茂る緑の木々。都心から一時間以上も離れたこの辺りじゃあ町の緑もそう珍しくはないが、かと言って、あの路地の先に華やかな雰囲気の場所があるとはとても思えない。

　好意的に考えるなら、蝦夷木の言う《良いお店》というのは、静かで穏やかな雰囲気の隠れ家的喫茶店ってとこだろうか。個人的にはそういう店は嫌いじゃないが、あまり大人数でいくところじゃない気がする。二人だけで……いや、できれば一人きりで行きたいようなところだ。

　そんな迷いが否定的に映ったのかもしれない。蝦夷木はふてくされたように（と言ってもやっぱり表情は変わらないのだが）顔を背けてしまう。

「わたくしの知っているお店にご案内いたしますわ。この辺りでは珍しい、一流の職人さんがいらっしゃるところですの」

　代わって、羽入田が嬉々として提案する。その口ぶりからすると、彼女らしくと言うべきなのか、人も品物も一流の高級店といったところだろう。

　今度それに難色を示したのは、伊堂寺だった。

「えー？　なんか、そういう肩が凝りそうなとこは嫌だなあ」

　まあ、学校帰りの高校生が気安く立ち寄れるような場所ではない気はするな。

「そこらのファミレスとかファストフードとかでよくない？」

「あら、いけませんわ。他でもない遠(をん)々(どお)原(ばる)家のご令息が足をお運びになるのですもの。それ相応の格というものが必要ですわ」

「そんなの節は気にしないよ。ねえ、節。そうでしょ？」

「ああ、まあ、そりゃあ俺は気にせんが……」

「ほらほら！」

「節さまがお気になさらない方でも、それに甘えていてはいけませんわ。あなただけならともかく、節さままで白い目で見られたらどうなさるのです」

「見たいヤツには見せておけばいいじゃん。馬鹿馬鹿しい」

「まあ。馬鹿馬鹿しいだなんて聞き捨てなりませんわ――」

「……やっぱり、えりいのお店にすればいいのです」

「それとこれとは話が別じゃん？」

「そうですわ。それに、それはもう済んだお話でしょう？」

「お店が決まっていないのだから、済んでいないのです」

　脱落したはずの蝦夷木まで加わって、にわかに舌戦が巻き起こってしまった。

　別に俺は店なんてどこでもいいんだが、往来で口論なんてされて人の注目を浴びるのは困るし、言い争いの末に「節はどこがいい？」なんて、こっちにお鉢が回ってくるのはもっと困る。だから、早いところ穏便に治まってくれないかと思うのだが……まあ、いつものパターンなら、そろそろ天(あ)海(まの)崎(さき)あたりが間に入って適当に治めてくれる頃合だ。

　……ん？

　そうか。何かが奇妙(おかしい)と思ってたんだ。

　考えてみれば、今日は天海崎の姿を見ていなかった。朝食の席にはいたし、学校にもいたと思うが……。

　おかしいな、何かあったんだろうか？

「なあ、今日、天海崎はどうしたんだ？」

　まだ店をどこにするかでもめている三人を尻目に、俺の背後でじっと成り行きを見守っている奥有楽を振り向く。

　いきなり話しかけられてびっくりした様子の奥有楽は、わずかに体を震わせた後、ふるふると小刻みに首を振った。

「え、えっと……わ、わからない……です」

「先に帰ってしまったのです」

　別の方向から聞こえてきた答えに、「え？」と振り返る。

「えりいたちより先に教室を出ていたのです」

「そうそう。あたしも下駄箱のところで会ったけど、節を待ってるあたしらのことなんて見えてないみたいにぴゅーって帰ってっちゃった」

　蝦夷木の言葉を受けて伊堂寺が続ける。

　ふむ。気付かなかったというよりは、意図的に無視をしたということだろうか。

　さて、この天海崎の行動をどう受け取るべきか。

① なんとなく今日はそういう気分だった。

② 別に用事があった。

③ 俺のことが（正確には《ゲーム》のことが）どうでもよくなった。

④ 俺に対する何らかの策略、あるいは駆け引きの一環である。

　ざっと考えるなら、こんなところか。④はさすがに自意識過剰だろうし、これまでの必死さを見ている身からすると③もちょっとありえない気がする。順当に考えるなら①か②で、一番可能性が高そうなのは①だろう。

　要するに、たまたま今日はいないだけってのが妥当だろうとは思っている。そもそも、ほんの少し姿が見えないくらいでいちいち気にかけていては、もしこれが④の駆け引きであった場合、餌に食いつくのが早いにもほどがある。

　今はまだ、泰然と静観するべきだ。……今はまだ。

　心中でそう結論づけた俺だったが、自分で思うよりも随分と長いこと思索に耽っていたようだ。気づけば、羽入田が文字通り目と鼻の先に顔を寄せ、じっと上目遣いで俺のことを見つめて……いや、睨(にら)んでいた。

「――っと。な、なんだ……？」

「節さまがお優しいのは、充分承知しておりますけれど」

　拗ねるように少し頰(ほお)を膨らませた羽入田は、指で軽く俺の鼻の頭をつつく。

「女性の目の前で、その場にいない女の人のことを考えるのはマナー違反ですわ」

「あ、ああ……そうだな」

　ちょっと気圧されてしまった。……というか、ちょっとドキッとした。

「すまない、悪かったよ」

「いえ、構いませんわ。でも、その内わたくしのことしか考えられないようにして差し上げますから、覚悟しておいて下さいましね」

　ウインクと共にそんなことを言われて、俺にどんな反応ができると言うのだ。

　ちなみにこの後、俺たちは羽入田オススメの店に行くことになってしまった。

　……なんだろう、この敗北感。
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「おい。お前、どうしたんだよ？」

　ある日、放課後になるなり俺に近づき、そんなことを言ってきたのは、若(わこ)生(う)だった。

「どうしたって、別にどうもしてないぞ」

「そりゃわかってるよ。お前のことだけど、お前じゃねえよ」

「なんだそりゃ。もう少しちゃんと日本語を操ってくれ」

「天海崎さんのことだよ」

　と、的確かつ簡潔に補足したのは、続いてやってきた六(ろく)村(むら)だ。

「……そのことか」

　若生や六村に言われるまでもなく、天海崎の様子の奇妙(おかし)さは誰よりも俺自身が感じていることだった。

　以前のように猛烈なアタックをすることがなくなったどころか、ここ数日は顔を合わせようとさえしなくなったのだ。

　そろそろ《偶然》の範疇では片付かなくなっている。何か考えがあってのことだとわかってはいるのだが、藪(やぶ)を突いて蛇を出すのも恐ろしく、情けないことだが対処するにも二の足を踏んでしまっているのが現状だった。

　その天海崎のことも気がかりなのだが、若生たちに指摘されたことで、更に気がかりなことができてしまった。

「あのさ。やっぱり、わかるって言うか……気になるか？」

　俺の質問に、若生と六村の二人は一度顔を見合わせると、同時に俺に向き直り、声を重ねて告げた。

「「もちろん」」

「そうか……」

　俺は頭を抱えたくなった。

　こいつらは他人の恋愛事に熱心なほうでもない。今までにも、誰と誰がくっついたとか別れたとか仲が険悪だとかいう話が伝わってくることはあったが、ほとんどの場合は「あ、そう」で済む話だったのだ。

　それが、ゴシップ記者のようにわざわざ突撃取材に来るのは、いろいろな意味で俺と天海崎（を含めた婚約者候補たち）が注目の的になってしまっているということなのだろう。

　若生や六村の間だけの話ならまだいいのだが……。

「言っとくけど、俺たちだけじゃないぞ。けっこう、みんな気にしてる」

　……だよなあ。

「噂(うわさ)だけならいろいろ出回ってるな。フラれたとか、愛想つかされたとか、ヨリを戻そうとしたけど足(あし)蹴(げ)にされたとか」

　俺がみじめな方向の噂ばっかり出回ってるのはなぜだ。

「まあ、それを聞いて天海崎団の連中は狂喜してたけどな」

　……は？

「ちょっと待て。なんだ？　何団だって？」

「天海崎団。『天海崎朱(あか)璃(り)嬢を遠々原節の魔の手から守る団体』の略だ。ちなみに俺が団長だけどな！」

　若生……てめえ……。

「『羽入田宇(う)海(み)さまに近づく遠々原節に天(てん)誅(ちゆう)を下す会』の会長も兼任しているぞ！」

「ようし、わかった。今からお前は俺の敵だな」

「なんだよ、遠々原。そんなこと言うなよ、友達だろ」

「友達に天誅を下す友情があってたまるか」

「まあ、団のことは置いておくとしても――」

　無益かつぐだぐだな展開に成り下がろうとしていた会話を元に戻してくれたのは六村だった。

「そりゃあ、みんな気になるだろ。登場もこれまでの行動も目立ってたんだから。それに、いろいろな点を総合すると、一番有利に思えたのも、一番人気だったのも天海崎さんだからな」

　ん？　また、変な言葉が聞こえてこなかったか？

「一番人気って……」

「ああ、ちょっとしたトトカルチョ的なもんだよ」

　……あるのか、そんなもんが。なんだか、今まで俺が苦労して作り上げた、《集団に埋没する一小市民・遠々原節》という人物像が、たったの一ヶ月で木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に砕け散った気がする。

「まさか、胴元は……？」

「うん、俺だけど？」

　お、お前もか、六村……。

　俺はついに頭を抱えてしまった。なんか、本気で頭が痛くなってきた。

　そんな俺の様子にも構わず、若生と六村の二人は俺に迫ってくる。

「「で？　どうなんだ？」」

　……友情ってのは、なんて儚(はかな)いんだ。

「知るか！　様子が変なのは俺じゃなくて天海崎なんだからな。知りたいんなら、天海崎に訊いてくれ」

　吐き捨てるように叫ぶと、俺は教室を飛び出した。

　毎度のことと言ってしまえばそれまでだが、とにかく疲れる。このままじゃ、ストレスで胃に穴が開くのもそう遠い日のことじゃないかもしれん。

　早く家に帰って休みたい……のは山々だが、この家ってのはつまり《ハーレム》のことで、俺の胃を攻撃する最大の要因なのだ。

　それに、家に帰るにしても、帰路には婚約者候補たちが待ち構えている。それを考えるだけで俺の足を重くさせるには充分だった。

「あ。あなた、遠々原節……くん？」

　のろのろとぼとぼと廊下を歩く俺に、そんな声がかけられた。

　声の主を振り向くと、そこに立っていたのは長身の女子生徒だった。ボブとショートボブの中間くらいの髪型と、眼鏡の奥に覗く切れ長の目が知的な印象を与える人だ。

「よかった、会えて。わたしは――」

　と、その人は自己紹介をしようとするが、されるまでもない。

「いや、知ってますよ。生徒会長の葛(かつら)木(ぎ)先輩ですよね」

　現生徒会長の葛木楓(かえで)先輩だ。生徒総会とかで何度か見たことがある。

「あ、うん、そう。あんまりみんなに憶えてもらってないと思ってたけど……よかった」

　葛木先輩は照れくさそうに「えへへ」と笑う。身長に似合わず（と言うのも失礼な話だが）、仕草の可愛らしい人だ。

「まあ、人の顔を憶えるのはわりと得意な方なんで。……それで、俺に何か用ですか？」

　どうも警戒心が顕(あらわ)になってしまう。葛木先輩に思うところはないが、今の俺が置かれている状況からすれば、気分のいい話じゃないだろうなという予感はあった。

「あ、うん。遠々原くんには辛い話かもしれないけど……天海崎さんのことで」

　……やっぱり、その手の話か。

　俺が露骨に顔をしかめてしまったせいか、葛木先輩は慌てふためいたように言葉を続ける。

「じ、実はね、高原学園高校(ウチ)の慣例で、次の生徒会役員に相応(ふさわ)しいと思える人を現行役員が選んで、仕事を覚えておいてもらうっていうのがあって……」

「ええ、まあ、その話については知ってます」

「あ、そう？　それで、以前に天海崎さんに、生徒会の手伝いをしてくれないか頼んだことがあったのよ」

「噂程度には聞いてましたけど……その時、天海崎は何て？」

「あー……その、ね。うん、君との生活を優先したいからって、断られた」

　やたらと照れくさそうにしながら葛木先輩は答えた。恋愛話をするのが恥ずかしいんだろうか？　風貌から怜(れい)悧(り)な人かと思っていたが、怜悧ってよりは乙女(おとめ)な人だなあ。

　しっかし、《俺との生活》ときたか。

　まるで、新婚家庭でも営むようだ。それが天海崎の自信というやつなのだろうか。だとするなら、ここしばらくの彼女の変化はなおさら訳がわからない。

「でね、噂で聞いたんだけど、君たち今ちょっと険悪なんだって？」

　意外とズバッときたな。

「あっ。ご、ごめん。気、悪くした？」

　葛木先輩が謝ってきたのは、俺が顔をしかめてしまったせいだろうが、何も俺は先輩の台詞(せりふ)自体に気を悪くしたわけじゃなかった。

　何よりも問題なのは、俺と天海崎の恋愛（であるかどうかはともかくとして）事情が、学年を隔てた葛木先輩の耳にまで伝わっていることだ。

　ただ、ここで苛立ちを葛木先輩に向けるのは八つ当たりというやつだろう。

「いや、そんなこともないです。……でも、俺たち別に険悪になんてなってないですよ」

「そうなの？」

「ええ。話もしないんだから、険悪になんてなりようがないです」

「それを険悪って言うんじゃないのかな……」

　そうか？　そうとも言うか。

「まあ、何にせよ、最近おかしいのは俺じゃなくて天海崎の方ですから。何か訊きたいこととか、知りたいことがあるなら、天海崎に直接訊いてもらった方がいいですよ」

「あー、そうなのかもしれないんだけど……」

　葛木先輩は、困った様子で一度目を伏せると、ちらりと俺を見た。そして、意を決するように「うん」と頷(うなず)くと、

「この際だから、はっきり言っちゃうけど、天海崎さんを解放してほしいのよ」

　……？

　…………解放？

「天海崎さんって、今は君に縛られちゃってる状態だと思うのよね。何をするにも『節さん、節さん』ってさ。それじゃあ彼女のためにもならないし、君のためにもならないでしょう？　だから、いい機会だと思うから、彼女を解放してあげたらいいと思うの」

　ああ……。

　葛木先輩の言葉は真っ当な言葉だ。生徒会長らしく、と言うべきなのだろうか。後輩のことを想った、《いい先輩》の台詞だ。

　だが。

　何も知らない人間だから言える傲(ごう)慢(まん)な言葉だ。

　あんたに俺の何がわかる！

　天海崎の何がわかってる！

　そう叫び出さなかったのが、俺の自制心の限界だった。

「見当違いですよ、先輩。天海崎を縛ってるのは俺じゃないです。彼女を縛ってるのは、彼女自身の覚悟だ」

　泥水をすするどころじゃない。どぶ川に飛び込むような決意で天海崎はこの《ゲーム》に臨んでいるはずだ。浄水された水道水しか見たことがないような人間が、おいそれと口を挟んでいいことではなかった。

「人が他人に縛られるってのは、こんな生ぬるい状況じゃありませんよ」

　あんたにはわからないだろうけどな――と、続けそうになったが、さすがにそれは飲み込んだ。俺だって、葛木先輩のことは何も知らないのだ。簡単に口にしていけない言葉というものはある。

「とにかく、この件に関して俺に言えることはこれ以上ありません。まだ何かあるようでしたら、天海崎に直接お願いします」

　話を切り上げるように言って、俺は唖(あ)然(ぜん)とする葛木先輩の下から立ち去った。

　さっきまでとはうって変わって大股で廊下を歩きながら、俺は腹が立って仕方がなかった。

　葛木先輩に、ではない。直接的な原因はそうなのかもしれないが、本質的にはそうではないと感じていた。

　では、何に？　と問われると、自分でも答えが出せない。

　天海崎に？

　親爺に？

　いや。

　俺自身にか……？

　わからない。

　とにかく、腹が立って仕方がなかった。
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　いよいよ天海崎の様子はおかしかった。

　一週間。そう、あれから一週間だ。

　この一週間の間、俺は天海崎の声を聞いていなかった。

　同じ家に住んでいるのだし、学校もクラスも同じなのだから、姿を見ることはもちろん、顔を合わせることだって何度もあった。だが、天海崎のヤツは、俺と目が合いそうになればすぐに顔を背け、声をかけられそうな雰囲気を察すると足早に立ち去ってしまう。そんなことが一週間も続いた。

　そこまでされれば、俺だって当初の考えを修正しなくてはならないことくらいわかる。

　つまり、《たまたま》とか《偶然》ではなく、天海崎は意図的に俺を避けているということだ。

　以前に考えたことの内、①と②の可能性は低くなり、相対的に③と④の可能性が高くなった。

　とりわけ、④だ。

　最近の天海崎の俺に対する態度は極めて作意的で、彼女自身、俺が自分の態度を疑問に思っていないなどとは考えていないだろう。つまるところ天海崎の態度は、「どうしたの？」と訊いて欲しいがために、誰かの目の前でこれ見よがしなため息をつくような態度だ。

　これにどう対処するべきだろうか。

　安全策をとるならば無視をするべきだろう。彼女の態度が俺の関心を得ようとするものである以上、天海崎の策なり駆け引きなりは、俺からのアプローチがあって初めて次の段階へ進むことのできるもののはずだ。

　無視してしまえば俺に実害はない。

　ただし。

　ただし、これはすべて天海崎が敵――つまり、内心では遠々原と俺の破滅を望み、俺を騙しきって正式な婚約者の座を得ようとしている人物――だという仮定があってこその話だ。

　そうでない可能性――天海崎が俺のことを恨んでいない可能性――は、ないとは言い切れない。

　……まあ、天海崎に限った話ではないんだが。

　これまで一月以上、婚約者候補の五人と暮らしてきて、全員が怪しいとも思えるし、逆に全員が怪しくないとも思えてしまう。

「心から愛している」なんて言葉にしてしまうと、非常に噓(うそ)っぽく聞こえるけど、あの五人はみんな俺に友好的に接してくれる。その内の誰かが、俺を憎んでいて破滅させたいと思っているようには、とても思えないのだ。

　いや、わかっている。わかってはいるんだ。

　この《ゲーム》において、俺が選択権と決定権を持っている以上、彼女たちは内心でどんな考えを持っていようが、それを俺に悟られるわけにはいかない。それどころか、「私こそあなたを愛している人間です」という顔を貫き通し、俺に好かれる努力をしなくてはならない。だから友好的に接しなくてはならないし、俺が憎まれていると思えなくて当然だ。

　それは、わかってはいるんだ。

　だが。いや、だからこそ、俺にはわからない。

　そこまで割り切れるもんなのか？

　俺は親爺から渡された資料で、彼女たちの経緯をあらかた知っている。俺自身、親爺や遠々原グループに人生を狂わされた身だから、彼女たちが遠々原を憎む気持ちはよくわかるし、半分以上とばっちりなのだが、俺が憎まれるのも仕方がないとも思っている。

　その俺に、屈託のない（少なくとも俺がそう思える）笑顔を向けられるもんなのか？

　その俺と、仲良くお喋りなんてできるもんなのか？

　薄々と感じていたことだが、今、はっきりとわかった。

　俺は――あの子たちが恐ろしい。

　これまで気を抜かないよう気をつけていたつもりではあったのだが、まだまだ俺はこの《ゲーム》を甘く見ていたようだ。

　実のところ、内心、俺はこの状況を恐れていた。

　親爺の言葉によれば、五人の婚約者候補の中には、一人だけ俺を「心から愛する」人物がいると言う。

　これまでほぼ接点のなかったあの五人の中に、そんな人物がいるとはとても思えないのだが、前に言った通り、ことゲームに関して言えば、親爺には変にフェアなところがある。その言葉に噓はないはずだ。

　問題は、その《一人》にどんなメリットがあるのかってことだ。

　他の四人はわかる。この《ゲーム》に勝てば、俺や親爺、遠々原を破滅させることができ、その上、遠々原グループの財力を自由に使う権利が与えられる。

　一方、俺にとっても、いささか後ろ向きではあるが、これまで通りの生活を約束されるというメリットがあるわけだ。

　なら、その《一人》は――？

　考えられるメリットとしては、せいぜい俺と結婚できるという程度のことでしかない。

　もちろん、遠々原グループ会長の息子という立場にある俺と結婚するのは、いわゆる玉の輿と呼ばれるやつだ。その意味で俺と結婚したいと思うヤツはいるだろうが、そういった打算の上に成り立つ好意を、親爺は「心から愛している」とは言わないだろう。

　だとしたら、その《一人》に与えられるメリットは、俺と結婚できる。恋愛の帰結として、生涯を共にできる――たったそれだけだ。

　……俺にはわからない。

　それだけのことで――誰かを好きだという感情だけで、理屈に合わない行動や理不尽な状況に耐えられるものなのか？

　そしてなにより……好きでなくなってしまったらどうするのだ？

　俺が恐れていたのはまさにそれだ。

　良くも悪くも感情は移ろうものなのだから。

　問題は俺にある。これまで俺は、婚約者候補の五人を基本的には《敵》として扱ってきた。敵という言い方が悪いのなら、《対戦相手》でもいい。彼女たちの思惑に乗らないよう、ペースに乗せられないよう気をつけ、結果として冷たくあしらうことも多かった。

「心から愛している」という《一人》だって、そんな俺をいつまでも好きでいるという保障はない。むしろ、俺の態度に失望して、百年の恋も冷めてしまったと言われる方がよっぽど納得できるってものだ。

　その場合、俺がこの《ゲーム》に勝つ確率は極めて低くなる。

　もし、天海崎がその《一人》だったとして、そして、これまでの俺の態度に失望して俺を避け始めているのだとして。

　俺はどうすればいい？

　決まっている。今更、取り返しがつくかはわからないが、少しでも天海崎を引き止める努力をするべきだ。

　だがこれも、やはり仮定の話。天海崎が「俺を心から愛する《一人》」だとしての話であり、当初の考え通り天海崎が《敵》であった場合は、むざむざ罠に嵌(は)まりに行くようなものだ。

「……ダメだ。堂々巡りじゃないか」

　俺は呟(つぶや)くと同時に大きくため息をついた。

　結論を出すどころか、ますます迷路の奥へと迷い込んで行っているのが、我ながらなんとも情けない。

　そして、そんなことをしているのが、トイレの個室だってのがますます情けない。

　最近、学校内において、俺の安息の地は男子トイレの中だけになりつつあった。

　自(じ)嘲(ちよう)と自省と自己嫌悪と、その他色々なあまり前向きでない感情をない交ぜにして大きくため息をついたのと同時に、キーンコーンと少し間の抜けた音が響く。午後の授業開始五分前を知らせる予鈴だ。

　やれやれもうそんな時間か、ともう一度小さくため息をついて、どっこいしょと便座から腰を上げた。

　おっさんくさいと自分でも思うが、この一月でもう何年分も年をとってしまったような気もして、逆に似合いじゃないかとも思ってしまう。

　やれやれ。一体、いつまでこんな生活が続くのやら。

　いや、頭ではわかっている。つまり、《ゲーム》をクリアする（あるいは《ゲーム》に負ける）までだ。わかってはいるのだが、正直、五(ご)里(り)霧(む)中(ちゆう)でそんな日が本当に訪れるのかさえ疑わしくなってしまう。

　ともかく、今は天海崎だ。押すにしろ引くにしろ、彼女に対する態度をきっちりと決めてしまわないと。

　――と、そんなことを考えていると。

「「……あ」」

　トイレから出たところで、思わず飛び出た俺の声が、別の声ときれいに重なった。

　天海崎だ。よりにもよって天海崎だった。

　声が合ったのと同時に顔を合わせ、目も合った。

　最近は休み時間に教室を出てどこかに行っているのは知っていたが、まさか俺と同じようにトイレの個室に籠(こ)もっていたのだろうか。まあ、学校内で誰にも会わないようにしようとすれば、他にあまり選択肢もないか。

　同病相哀れむとでも言うのか、俺は状況も忘れて思わず天海崎に同情してしまった。自然と口からは苦笑が漏れる。

　苦笑ついでに「お互い大変だな」とでも声をかけようかと思ったが、天海崎の態度がそれを許さなかった。

　天海崎はこの期に及んでも目を背け、顔を伏せる。何も言わずに俺の脇を通り抜けて行こうとする。

「……っ」

　この時の俺の行動は、衝動的と言えば衝動的だし、感情的と言えば感情的だった。

　俺の傍を通り抜けようとする天海崎の腕を、有無を言わさず摑み取ると、その手を引いて廊下を早足で歩き出した。

　要するに、俺はカチンときたのだ。

　何を考えてるのか知らないが、そんな態度はないだろう!?　と思ってしまったわけだ。

　これが、天海崎の考えずくの罠で、俺を嵌めるためにあんな態度をとっていたのだとすれば、俺はまんまと引っかかったことになるわけだが、「それがどうした」という気持ちも多分に存在していた。

　頭で考えているだけでは結論は出ない。

　どちらに転んでも後悔しそうな二者択一なら、嫌々どちらかを選ぶよりは、一瞬でも気持ちの晴れる方を選んだ方がまだマシだ。

　俺は昼休みを終え、教室に戻ろうとする学生の波に逆らうように、天海崎の手を引き歩く。

「あ、あのっ、ちょ……っ!?」

　当然、後ろから天海崎の困惑した声が聞こえてくるが無視をする。お互い様だからな。

　午後の授業開始の本鈴が鳴り響くのと同時に、俺は――俺たちは、校舎の屋上へと辿り着いた。

「あの……手を放してください」

　ここまで来てようやく天海崎ははっきりと俺に向かって話しかけた。

　手を放してしまえば、また逃げられるのではと逡(しゆん)巡(じゆん)してしまったのだが。

「少し、痛いんです。……逃げませんから」

　そうまで言われれば放すしかない。手を放して見れば、俺の摑んでいた部分に赤く痕(あと)がついていた。それほど強く握っていたつもりはなかったんだが、俺も頭に血がのぼっていたようだ。痛いというのも噓ではないだろう。

　痣(あざ)になるかもと思えば、さすがに罪悪感も湧いてくる。

「すまん。無理やり悪かったな」

「いえ」

　俺の謝罪に短く返事を返すと、天海崎は赤くなった腕をさすりながら、屋上の外周を囲むフェンスへと近づいていく。

　つられるように俺もフェンスへと近づき、天海崎の視線を追って遙か眼下の校庭を見下ろした。数クラス分の体操服姿の集団の他に、制服姿の集団がひとかたまり。生物か化学の授業だろうか。

「……サボっちゃいましたね」

　制服姿の集団を目で追いながら、天海崎は呟いた。

「そうだな。でも、ウチのクラスは古文の時間だ。なら、どうせ教室にいても寝てるだけなんだから、ここにいても授業を聞かないという点では変わりはない」

　むしろ、俺にとってはこっちの方が建設的なくらいだ。

「節さんって、見かけによらず不真面目なんですね」

「違うぞ。これは協調性の賜物なのだ」

　わざと芝居がかった台詞を大真面目な顔つきで言ってやる。

「昼飯直後の古文の授業は、極めて高確率で睡魔が訪れる。それは、ウチのクラスの七割近い人間が一時的にとはいえ眠りに落ちていることから証明されている。最初っから起きてることを放棄してるヤツも二割くらいはいるな。つまり、古文の時間に寝るというのは、クラス大多数の意志だ」

　俺は、体制派かつ保守派であろうと心がけているので、どちらでも構わないことは多数派(マジヨリテイ)に従うと心に決めているのだ。

「だから、古文の時間は寝る」

　自信満々に胸を張って言った俺を、しばらくの間、天海崎は胡(う)散(さん)臭(くさ)いものを見る目つきで見ていた。……まあ、仕方ないけどさ。

「不真面目って言うか、変な人だったんですね」

　直球だ。そういうお前は見かけによらず速球派だったんだな。

「違う。いや、違わないか。確かに俺は、クラスメイトと比べると少し変わっている自覚がある。だから、常に自省して、他の人と同じ枠組みの中で動こうとしているんだ。変人がまともになりたいから、更正のために努力をしているんじゃないか」

「やっぱり変です」

　一言でバッサリ？

　今は結構まともなことを言ったつもりだったぞ？

「それで、わたしに何か御用ですか？」

　唐突に本題に入った天海崎に、俺は憮(ぶ)然(ぜん)とした表情を返す。

「それは、俺の台詞なんだがな。天海崎の方こそ、俺に何か用事があるんじゃないのか？」

「いえ、そんな……」

「あんな思わせぶりな態度をとっておいて、『そんなことはありません』とは言わせないからな」

　否定しようとする天海崎の機先を制して、更に言(い)い募(つの)る。こっちだって、それなりに腹を括ってここまで来ているんだ。適当な言葉でごまかされるのは御免だった。

「わたし……思わせぶりでした？」

　目を見開き、心底意外そうな表情で俺を見る天海崎。その様子は、自分ではまるで気づいていなかったとでも言いたそうだ。……そんなわけはないはずだが。

「ああ、見事なくらいね。全身で『わたしの悩みを聞いてください』と言ってるみたいだったよ」

　俺が皮肉っぽく表情を歪めて言うと、天海崎は苦笑を浮かべた。いや、どちらかと言うと、泣き笑いのような表情だっただろうか。

「そう……ですね。そうかもしれません。でも――」

　言葉を切った天海崎はゆっくりと首を振る。

「でも――もう、どうしようもないことですから」

　分岐点。

　そう表現するのであれば、これ以上わかりやすい分岐点はないだろう。ここで俺が「どういうことだ？」と訊けば、否応なく天海崎の話に巻き込まれていくしかない。

　……そしてそれは、罠ではないという保障などないのだ。

　だが、ここで話を聞かないようなら、そもそも天海崎の腕を摑むべきではなかった。

「そんな言われ方して、話が気にならないってヤツがいたらお目にかかってみたいもんだよ」

　肩をすくめる俺に、天海崎は今度こそ苦笑を浮かべた。

「そうですね。やっぱり、節さんに聞いて欲しかったのかもしれませんね」

　天海崎がその言葉の後に小さく呟いた言葉を俺は聞き逃さなかった。

　――そうすれば、諦めることができるだろうから。

　微妙な声量だ。いや、絶妙な声量だろうか。

　思わず本音が漏れてしまったのか、それともそう演出したのか、どちらとも判断がつきかねる微妙にして絶妙な声量だった。

　もちろん、聞き返すような真似はしない。黙って次の言葉を待つだけだ。

「節さんは、わたしの事情をご存知なんですよね？」

　天海崎の言う《事情》とは、彼女が遠々原に恨みを持つに至った、過去のいきさつということだろう。

　隠す必要も噓をつく必要もない。俺は素直に頷(うなず)いた。

「ああ、知ってる。驚いたよ、あんまりにも俺にそっくりなもんだから」

「えっ？」

　驚きに見開かれた瞳で問い返された。

　知らなかった……のか？

「俺が養子なのは知ってると思うけど――」

　俺は手短に説明した。かつて、実父が経営していた会社が遠々原グループによって破滅に追いやられたことと、それによって一家が心中しようとしたことを。

「だから、まあ……天海崎が俺や親爺を憎む気持ちはわからないではないよ」

「そうだったんですか……」

　口元に当てた手の奥で、天海崎の口が大きく開いていた。本当に知らなかったのか。

　やがて彼女の口は小さく笑みをつくり、俺に向けたのはとても穏やかな表情だった。

「そのお話を聞けてよかったです。これできっぱり諦めることができそうです」

　先ほどのような小さな呟きじゃない。天海崎ははっきりと「諦める」と言った。

「諦めるってのは、親爺の仕掛けた《ゲーム》をってことか？」

「はい」

　探るように訊(たず)ねた俺の言葉に、天海崎は何の躊躇(ためらい)もなく即答した。

　まさかそんな直接的な言葉を聞けるとは思ってもおらず、俺は困惑した。だが、この時の困惑なんて、次の一言を聞いた後に比べればどってことない困惑だった。

「わたしは、節さんを憎んでいるんです」

「え……？」

　一瞬、それは空耳かと思った。俺の願望が聞かせた幻聴かと思った。

「わたしが《ゲーム》に参加するのを決めたのは、節さんを愛しているからではなくて、あなたと遠々原グループを憎んでいたからなんです」

　本人から聞くことができればどんなに楽だろうと思っていた言葉だ。もちろん、そんなことをはっきり言うヤツなどいないと思っていた言葉でもある。

　それを。

　天海崎ははっきりと言った。

　どういうつもりだ？　何が目的だ？　何の魂(こん)胆(たん)がある？

　頭の中で様々な言葉が渦巻き、考えをまとめられずにいる俺を見て、天海崎は苦笑を浮かべていた。

「お疑いになりますか？」

「……いや」

　混乱する頭で、俺はどうにかそれだけの言葉を搾り出した。

　そうだ。疑いはしない。疑う理由がない。

　そもそも、理由がないと言うなら、天海崎の方にそんなことを言う理由がない。メリットがない。

「疑いはしない。……しないが、わざわざそれを宣言した理由は知りたいね」

「それはそうですよね」

　当然のようにこくりと小さく頷くと、

「もう……意味がなくなったんです」

　意味。

　隠しておく意味がなくなったということか。それは、《ゲーム》に参加する意味ということでもあり、そして――。

「遠々原に復讐する意味が、ってことか」

「そうじゃないんです」

　天海崎はゆっくりと頭を振ると、少し寂しそうに笑う。

「確かにわたしは遠々原を憎んでいます。遠々原のせいでそれまでの生活は滅茶苦茶にされて、一家はバラバラ。父や母とは、もう一年以上会っていません。でも……」

　ぐっと奥歯を嚙(か)みしめ、先を続ける。

「でも、遠々原に復讐しようと思っていたわけじゃありません。遠々原グループを乗っ取って、節さんたちを破滅させようとしていたわけじゃないんです」

　俺は余計な口を挟んで天海崎の話を邪魔するような真似はしなかった。だが、思わず感想が口をつきそうになったのは確かだ。天海崎は、その微妙な変化を敏感に感じ取ったのかもしれない。

「やっぱり……信じてはもらえないみたいですね」

　まあ、口でなら何とでも言えるとは思った。

「信じる信じないの前に、最初から遠々原への復讐を考えていなかったのなら、なんで親爺の《ゲーム》に参加する気になったのか、それを教えて欲しいね」

　この《ゲーム》には俺も迷惑してるし、はっきり言って不愉快でしかないのだが、それは婚約者候補の女の子たちだって同じのはずだ。好きでもない……どころか憎んですらいる男に好かれるために努力しなくてはならないのだから、とんでもない屈辱だろう。なんの目的もなく好きこのんでやるヤツがいるとは思えない。

「もちろん、目的はあります」

　俺の当然の疑問に、天海崎は瞳に強い意志を湛(たた)えながら言う。

「お金です」

　天海崎ははっきりと言った。

「金が欲しいから」とか「金銭目的」なんて言葉は、なぜだかみっともなく恥ずかしいことだと思われることが多く、どんな時でもはっきりと口にするのは憚(はばか)られるような雰囲気がある。それをはっきりと口にしたのは、それだけ天海崎の決意が強いということなのかもしれない。

「わたしにはお金が必要なんです。《ゲーム》に勝てば……あなたに正式な婚約者として選ばれれば、遠々原家の財産を自由にしていいと御(ご)前(ぜん)さまは仰(おつしや)いました。だからわたしはこの《ゲーム》に参加しようと思ったんです」

「なるほどね」

　一応は納得するが、だからと言ってそれが「遠々原を破滅させるつもりではない」という言葉と完全に一致するわけではない。天海崎の金の使い道や使い方によっては、破滅と似たような状況になってしまうこともありえる。

「会社の再建でもするつもりか？」

「……え？」

　順当に考えればそんなところだろうと思ってした発言だったのだが、天海崎は極めて意外な言葉でも聞いたように、きょとんとした表情を作る。

「あ、ああ……そうですね。そういうこともできるんですよね……」

　今、初めて気付いたとでも言うようにしみじみと漏らす天海崎の言葉は、とても演技であるようには見えなかった。

「考えてもみませんでした。お金があれば、また両親と一緒に暮らすことができるだろうとは思っていましたけど、もう一度、会社をやりなおしてもらおうとまでは……」

　天海崎は軽く首を振ると、「やりなおしたところで、また似たような結果になってしまうのではないでしょうか」と、妙にさばさばとした表情で言う。

「結局、父の会社は遠々原グループとの競争に負けたんです。わたしたち一家の生活を滅茶苦茶にした遠々原グループは確かに憎いですけど、父の会社を負かしたことについては、悪いことだとは思っていません」

　驚いた……！

　境遇が似ているとは思っていたが、どうやら俺と天海崎は考え方まで似ているところがあるようだ。

　人は誰でも、嫌いなことと悪いことをつい混同してしまいそうになる。自分が嫌いなことは悪いことだ、嫌いな人間は悪い人間だと思ってしまいそうになる。

　だが、それはまったく別の問題だとわかっているヤツなんだ、こいつは。

　親近感が湧く。

《ゲーム》の後のことも考えると、天海崎となら気安い結婚生活を送れるような気がしてくる。

　と同時に、警戒心も湧く。

　こんな割り切った考え方をするヤツが、そう簡単に自分の目的を諦めるはずがない。

　ならば、天海崎が金を欲しがる理由として考えられるのは……。

「弟のことか？」

　俺の再度の質問に、天海崎の表情が途端に歪む。どうやら図星だったらしい。

　以前、あの公園で弟が入院していると聞いた時にも、入院費用などを含む治療費はどうなっているのだろうと少し気になっていた。

　天海崎の弟が入院しているのは大きな総合病院で、とりたててあくどい噂を聞くようなところではないが、それでも相応の額は取られるだろう。天海崎の弟は「難しい病気」らしいので、尚更のことのはずだ。

　今の天海崎の両親に、その費用を捻出するだけの経済力はない。当然、金の出先が気にはなったが、どう考えても心温まる話なんぞ期待できるはずもないので、あえてそれを訊くことはしなかったのだ。

　金銭的な問題がどうなっているのか俺には知るよしもないし、知りたくもなかったが、これまではどうにかなっていたのだろう。

　……ただし、これからもどうにかなるという保証はない。天海崎が《ゲーム》に勝って金を手に入れたいと望むのは、至極当然の考えだ。

　だが、それだけで天海崎の言葉すべてを信用するには、この《ゲーム》で勝者となった時、金に付随するものが大きすぎた。

　より慎重にならざるを得ない。

「詳しくは聞いてなかったけど、弟さんはどんな病気なんだ？」

　苦く歪んだ表情のまま、天海崎は首を左右に振る。

「よく、わからないんです。心肺機能がどうとか、お医者さまからはいろいろ説明を受けたんですが、全然、理解できなくて……。変異性ナントカって、病名さえすぐには思い出せないくらいです」

「なるほどな。文字通り難しい病気だってことか」

　重病に苦しんでいるのであろう天海崎の弟のことを考えれば、不謹慎にすぎる冗談だっただろうが、少しは効果もあったようだ。

　天海崎の口元がわずかに綻(ほころ)ぶ。だがそれも、ほんの一瞬のことだった。

「わたしにわかっているのは、弟の治療のためには、日本では難しい臓器移植をしなくてはならないことと――」

　天海崎の瞳が潤む。数歩分の距離を開けて立っている俺にすら、今にも彼女の目から大粒の涙が溢れ出そうになっているのがわかる。
















「移植手術を受けなくては、弟はもう何ヶ月生きられるかもわからないってことだけです……！」

　ついに天海崎の瞳から涙がこぼれた。

　俺には天海崎が弟の病状について噓を言っているとは思えなかったし、何よりその涙が演技だとはとても思えなかった。

　ただ、だからこそ、冷静にならなくてはならない。

「そんなはっきりとした理由があるのに、諦めてしまったのはどうしてなんだ？」

　大粒の涙を流す天海崎にそんなことを訊くのは酷だと頭ではわかっていたが、頭の別のどこかでは、今はっきりと聞いておくべきだと冷酷に判断していた。

　しばらくの間、彼女の口から出るのは嗚咽ばかりで、俺の質問を聞いていたのかさえ定かではなかった。

　俺は急かすようなことはせず、じっと待ち続けた。

　……なんて言えば聞こえはいいが、本当に天海崎のことを考えるなら、慰(なぐさ)めの言葉をかけるなり、せめて一人にしておいてやるべきなのだろう。

　俺と天海崎は似ていると思ったが、前言撤回だ。彼女は家族のために泣ける人間なんだ。俺は多分、自分自身のこと以外で泣いたり憤ったりすることは、もうできない。

「お医者さまに言われたんです……」

　苦々しく自(じ)嘲(ちよう)を嚙みしめつつ待つことしばらく。ぽつり、ぽつりと聞こえるか聞こえないか程度の小さな声で、天海崎が答えだした。

「……もう、手術は難しいって。明(あ)日(す)夢(む)には……弟には、もう渡航に耐えられるだけの体力は残っていないだろうって」

「日本では……できない手術なのか？」

　天海崎は、その質問には無言で首を振るだけだった。

　わからない、ということなのか、それとも無理だ、ということなのか。

　……おそらくは、後者なのだろう。

「そうか……。嫌な質問ばかりしてすまなかった」

　この時ばかりは、本心から天海崎に申し訳ないと思っていた。俺は、自他共に認める嫌なヤツだが、必要のない時まで冷酷でいたいと思っているわけじゃない。

　せめて慰めの言葉でもとは思うのだが、言葉が見つからない。

「いえ……いいんです。わたしの方こそ、泣いたりしてすみません」

　不甲斐ない俺に対して、天海崎は逆に深々と頭を下げると涙を拭(ぬぐ)った。

　そして、赤く泣き腫らした目を俺に向けると――微笑んだ。

「……っ」

　ぎくっとした。……いや、どきっとした。

「節さんと顔を合わせたら、こんな風になっちゃうだろうなって思ってたんです。だから、つい避けるようになっちゃって……」

　思った通りでしたね、と恥ずかしげに天海崎は笑う。

「そんなわけで、わたしは《ゲーム》はリタイアです。もう、つきまとったりしませんからご安心下さい。お騒がせしてすみませんでした」

　天海崎はもう一度深く頭を下げ、俺の脇を早足で駆け抜けていこうとする。

　俺はそれに対して、ここに連れてきた時のように腕を摑むことはできず、それどころか未だかける言葉さえ見つけられない。

　俺にできたのは、ただその背を目で追うことだけだ。

「あ。そうだ」

　と、校舎に続く扉の前で不意に立ち止まった天海崎は、

「わたし、今、お屋敷を追い出されても行くところがないんです。自分勝手なんですけど、《ゲーム》に決着がつくまではあそこに置いてもらおうと思ってて……」

　はにかむように笑い、人差し指を唇にあてる。

「だから、わたしが諦めたこと、御前さまには内緒にしておいて下さいね」

　精一杯、必死になって冗談めかして笑ったその痛々しい笑顔は。

　文句なしに魅力的だった。




　俺は……。

　俺はどうすればいい？




＊




　次の日、平日だというのに俺は昼前に帰宅した。

　俺を見つけた睦月が驚いた顔をしていたのは、何も時間だけが原因ではないだろう。

　手にしていた花束を睦月に押しつけるようにして渡し、無言のまま自室へと向かう。

　部屋に着き椅子に腰を下ろすと、自然とため息が漏れた。

　疲れた……というほどのことは何もしていないはずなのだが、確かに疲労を感じる。もちろん肉体的なものじゃないし、女の子に追い回されていた時のような精神的なものでもない。多分、考えることが多すぎて、脳みそがパンクしかかってるんじゃないだろうか。

　唯一の幸いは、この《ハーレム》で暮らしている五人の女の子たちはまだ学校で、あと数時間ほどは彼女たちへの対応に頭を悩ませずにすむということくらいだろうか。

　俺はこの日、朝から学校をサボっていた。早急に確認しておきたいことがあって、ある場所に行っていたのだ。

　そこで確認できたことは予想通りのことだけで、だからこそ悩ましい限りだった。

「……さて、どうしたもんか」

「おい、君」

　俺が頭を掻きむしりながら呟くと同時に、睦月の声がした。俺が渡した花束を胸に抱えたまま、口をへの字にして立っている。

「その、なんだ。嬉しいか嬉しくないかと聞かれれば、私とて嬉しいと答えるしかあるまいが、しかし……これは困る。前にも言った通り、私は君を恋愛対象としては見られんからね」

「はあ？　何を言ってんだ、お前？」

「む？　この花束はつまりあれだろう。五人の婚約者たちと比べることで、ようやく私の魅力に気付いたと。それで、遅まきながら愛の告白をしようとしたわけだ」

　わかったような口調でそんなことを言い出した睦月は、これ見よがしに「困ったな。あまり無(む)下(げ)に断るのもさすがに気が引けるしなあ」なんて、付け加えやがる。

「そんなわけがあるか」

　俺は憮然と言い返す。ただでさえ疲れてんだ、睦月に遊ばれている余裕なんてない。

「その花束は見舞いに行くつもりで買ったもんだよ。でも、渡すことができなかったから、そのまま持って帰ってきただけだ」

　簡潔かつ正確に事実を説明してやったのだが、睦月から聞こえたのは呆れかえったような大きなため息だった。……なんで？

「君は本当につまらない男だな。『いや、ち、違うんだっ。それはつまりその……』とか慌てふためいて少しは私を楽しませたまえよ。そうでなくともせめてノリツッコミをする程度の度量は欲しいところだね」

　よくわからんが、ひどく理不尽なことを言われてる気がする。つーか、ノリツッコミって度量でするもんなのか？

「それで、誰の見舞いに行ってきたんだい」

　馬鹿馬鹿しいことを言っていたと思ったら、急に本題に入る。気心が知れた仲だからということもあるが、非情にやりづらい。まったく……こいつが婚約者候補の一人とかじゃなくてよかったよ、ホントに。

「天海崎の弟だ。明日夢、だったかな」

「彼女の弟は入院していたのか。花束を渡せなかったというのは、会えなかったということかい？」

「ああ。面会謝絶だと言われた」

「しかし、珍しいじゃないか。天海崎嬢の弟とは言え、君にとっては赤の他人だろう。君がそこまで人情家とはとても思えんし、一体、どんな企みだい？」

　企みとは人聞きが悪いが、本当のことだから反論もできない。

　俺が昨日の、あの屋上での天海崎の話を簡単に説明すると、睦月は即座に俺の目的を理解した。

「なるほど。裏を取りに行っていたのか」

「まあな。天海崎が噓を言っているようには見えなかったが、それだけで彼女の話を鵜呑みにするわけにはいかないからな」

　こっちにだって、冗談ではなく人生がかかってるんだ。《印象》とか《勘(かん)》とかいった要素は、判断の根拠から極力排しておきたい。……最終的にはそれに頼るしかないとしても。

「だとしたら、面会謝絶と言われてノコノコ帰ってくるなんて、君にしては詰めが甘いんじゃないのかい？」

「俺はそこまでノンキじゃないよ」

　病院の受付で面会謝絶だと言われたのは確かだが、病院自体が天海崎とグルではないという保証もない。

　俺を騙(だま)すために病院が一芝居うつ。それを一介の女子高生である天海崎が頼み込む。なんて考えると、荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)な気がしてしまうが、ありえない話でもないと思っていた。天海崎が《ゲーム》に勝った時に得られる莫大な財力、権力を手形にして協力を申し込めば、病院側が話に乗る可能性は充分にある。

　それだけ遠々原の力は魅力的だし、仮に天海崎が失敗したとしても病院側にしてみれば、事情を知らなかったと嘯(うそぶ)くか、被害者を気取ればリスクも大きくはないが……。

「まあ、大丈夫だろう。あの病院の院長は利権の関係で親爺とは昵(じつ)懇(こん)の間柄だ。その院長とも直接会ったし、天海崎の弟の担当医だという医者にも話を聞いた」

　あの院長にしてみれば、遠々原を――というか親爺を――切り捨てて、天海崎を選ぶメリットは多くない。俺の見るところ適度に強欲そうで、それだけに信用できそうだ。

「さすが、抜け目がないね」

「慎重だと言ってくれ。で、担当医の話を聞く限りでは、天海崎の言葉に噓はなさそうだった」

　もっとも、昨日、天海崎が「よくわからない」と言っていたように、俺も専門的な話に関してはほとんど理解できなかった。

　かろうじて理解できたのは、天海崎の弟が早急に臓器移植手術をしなくてはならない病状であるということと、それが日本では極めて困難であるということ。

　その困難さは臓器提供者の少なさが原因であり、天海崎の弟の十歳という年齢がそれに拍車をかけていた。十五歳未満の子供の臓器提供は、つい最近まで法的に不可能だったのだ。法改正によって可能にはなったようだが、じゃあそれですぐに提供者が増大するというわけでもない。結局、海外での手術が数少ない残された選択肢であるようだった。もっとも、こちらはこちらで様々な問題を抱えてはいるようなのだが……。

　そもそも、これまで天海崎の弟の治療を困難にしていたのは、提供者や費用という以前に、本人の意志の問題だったと担当医は言っていた。

　これまでの闘病生活や、追い打ちをかけるような家庭の崩壊で、すっかり厭(えん)世(せい)的(てき)になっていたのだそうだ。治ることを諦めるどころか、早く死にたいとさえ思っていたのではないか、とのことだ。

　しかし、一月ほど前から急にやる気を出して、無視をすることも多かった医師の指示にもきちんと従うようになり、熱心に治療を受けるようになった。それまでは手術に耐える体力さえ危ぶまれていたのだが、これならば……と思った矢先に容態が急変し、この一週間は覚醒と昏(こん)睡(すい)を繰り返しているような有様らしい。

　一刻の猶(ゆう)予(よ)もない。

　フィクションではよくお目に掛かるが、まさか現実で聞くことになるとは思ってもいなかった台詞を、天海崎明日夢の担当医は大真面目な口調で言ったのだ。

「……なるほどねえ、天海崎嬢がすべて諦めたくなる気持ちもわかるよ」

「ああ、そうだな」

　おざなりに同意した俺の様子が気に入らなかったのか、睦月は怪(け)訝(げん)そうな顔を向けてきた。

「浮かない顔だね。君にしてみれば悪い状況ではないだろうに」

「……そう思うか？」

「もちろん、そう思うさ。君はそうじゃあないのかい？」

　問われて考える。いや、考えるまでのこともない。

「確かに、悪い状況じゃない。俺の今の目的は、五人の婚約者候補の中から俺を憎んでいる人間を特定することだ。天海崎がリタイアしてくれたお陰で、ひとまず一歩前進ってところか」

「そうだね。天海崎嬢やその弟くんは気の毒ではあるが、それだけで手を差し伸べてやれるほど君の手は長くはないだろう。もっと言ってしまえば――」

　睦月はわざとらしく言葉を切って、意味ありげな視線を俺に向ける。俺からある種の言葉を引き出そうとしているのだ。その意地の悪い意図はわかっていたが、あえて乗る。そうすることが必要だと思った。

「わかってるよ。結局のところ天海崎の事情は、俺の知ったことじゃない」

　可哀想だがそれが事実だ。

　そんなことはわかっているんだが……。

「割り切れないのかい？」

「割り切るつもりではいるんだが、人の生き死になんてもんが関わってくると、なかなか自分でも感情のコントロールが難しいもんだ。お前にはまた、善人ぶっているとか言われそうだけどな」

　自嘲ぎみに乾いた笑いを漏らすが、睦月は真面目な表情で首を振る。

「そんなことはないさ。だがね、君の善行のせいで君が苦境に陥るというのなら、話は別だ。君が自分の人生を懸けてまで人助けをしようとするなら、私は断固として反対するよ」

　強い口調で睦月ははっきりと言う。

　ありがたい言葉だ。

　思わず涙腺が緩みそうになってしまうが、睦月の前で涙なんて見せたら後々まで延々からかわれるに決まっている。

　慌てて肩をすくめ、苦笑する。

「俺は、ぶっているだけで、そこまで善人じゃない。それはお前だって知ってるだろ。俺が天海崎のことを気にしているのは、考えようによっては、この《ゲーム》をクリアできるかもしれないと思っているからだよ」

「《ゲーム》をクリア……？」

　睦月はぽかんとした表情で俺の言葉を反(はん)芻(すう)するが、やがて俺の言葉の意味を理解した様子で「ああ……」と声を上げた。しかし、その表情に好意的なものはなく、むしろ眉をひそめるばかりだった。

「それは……危険じゃあないのかい？」

「まあ、危険は危険だ。賭(か)けってことになるからな。けど、もし天海崎の言葉に一片の噓もないとするのなら、俺にとってこんなに魅力的な状況はないだろ」

　親爺は俺の《勝利条件》を、「婚約者候補の中から俺を憎んでいない一人を探し出し、その子を正式な婚約者として選ぶこと」と規定していたが、それはあくまで他の誰かを選んでしまった場合、家と財産を乗っ取られ破滅させられるからに他ならない。

　厳密に言うならば、俺や遠々原の家が破滅することがなければ、それは俺にとって《勝利》なのだ。

　天海崎は「遠々原に復讐するつもりじゃない」と言った。「俺たちを破滅させるつもりもない」とも。

「なら、天海崎を選んでしまえば、問題は一気に解決だ」

　多少、歪(いびつ)な形だが俺は親爺の仕掛けた《ゲーム》をクリアし、今後の生活の安泰と平穏な日常を取り戻す。天海崎も必要なだけの金を手に入れられる。渡航は無理だと宣告された天海崎の弟だが、遠々原グループの力を使えば日本国内で臓器提供者を見つけ出すことができるかもしれない。そして俺も、余計な罪悪感を抱え込まずに済む。

「良いことずくめだな」

「天海崎嬢が噓をついていなければ――だけどね」

　にわかに上がったテンションは、睦月の一言で一気に下降した。

「……結局は、そこに行き着くんだよな」

　それが最大の問題にして、最低限の前提だ。

　頭を抱え込んでしまった俺に、睦月の意外そうな声が届く。

「少し疑問なのだけどね、それは今、悩まなくてはならないことかい？」

「え？」

「だって、そうじゃあないか。天海崎嬢はいなくなるわけではないのだろう？　なら、ひとまず彼女の問題は先送りにして、他の四人の中から君を憎んでいるものなり、愛しているものなりを探すべきだよ。首尾よく見つかればそれに越したことはないのだからね。どうしても見つけられなかった時になってから、改めて検討してもいいんじゃあないかな」

「お前……結構、ひどいこと言うな」

「ん？　ひどいことだったかい？」

「ひどいだろ。お前の意見に従うなら、天海崎の弟は見殺しにするってことじゃないか」

「え？　あ……」

　睦月の表情が凍る。

　わかっていて言ってるのかと思えば、単に気づいていなかっただけのようだ。さすがに居心地が悪そうに顔を撫(な)でたりしている。

　いつもからかわれて、慌てふためいたり憮然としたりしているのは俺ばかりだから、睦月のそういう表情を見るのはなかなか新鮮で気分がいい。

　俺の視線に気づいたのか、睦月はゴホンとわざとらしい咳払いをする。

「そうだとしてもだよ。君にとっては《知ったことじゃない》のだろう？」

「う……。まあ、そうなんだが……」

　痛いところをつかれた。今度は俺が表情を隠すために顔を撫でるはめになってしまった。

　やはりそう簡単に割り切るのは難しい。無闇に善人ぶるつもりはないが、自分の決断や行動で誰かを助けることができるとわかっているのに、それを見殺しにすることは、罪悪感というより不快感を覚えてしまう。

　いや。

　そうじゃないのか。この不快感の正体はそうじゃないのかもしれない。

　もしかすると俺は、自分が天海崎の弟の生死を握っている感覚――それは錯覚でしかないとわかっているが――を嫌悪しているだけなのかもしれない。

　要するに、俺は親爺のようにはなりたくないと思っているだけなのだ。

　とことん小さいレベルに話が落ち着いてしまい、思わず苦笑してしまった。

　つくづく小さい男だな、俺は。

　その小さい男の決断で生き死にが左右されそうになっている天海崎の弟が可哀想に思えてしまう。

「……あ」

　頭の中で益体もない考えに浸っていた時、不意にあることに気づいた。

「やっぱりダメだ。天海崎を選んで《ゲーム》をクリアしようとするのなら、時間制限がある。彼女に決めるのなら、一日でも一分でも早いほうがいい」

　俺の言葉を聞き、しばらく考え込んでいた睦月は、慎重に言葉を選ぶようにゆっくりと口を開く。

「早くしなければ弟くんが死んでしまうという事情はわかるが……酷な話だけど、さっきも言った通り極論すれば君には関係のないことだろう？」

「直接的にはな」

　そういう言い方をしたのは、もちろん間接的には関係があると考えたからなのだが、睦月はその真意まではわからなかったようで首を捻る。

「天海崎を選ぶ場合、俺が一番恐れているのはなんだと思う？」

「そりゃあ、彼女が噓をついていることだろう。『遠々原に復讐しない』『破滅させるつもりはない』という言葉が噓なら、君の未来がどのようなものになるか、私は考えたくもないね」

　まあ、そうだな。俺だって考えたくもない。

「それも確かに恐ろしいが、一番ってわけじゃないんだ。噓ならバレることがあるからな。今後、天海崎の言動に注意していれば、今より確実性のある答えを出せる時がくるかもしれない。特に、睦月の言うように、今は判断を保留して後々改めて考えるってなら尚更だ」

「確かにね。じゃあ、君は一体、何を怖がっているんだい？」

　怪訝そうに眉をひそめる睦月に対し、俺はゆっくりと、そしてはっきりと口を開く。

「天海崎が心変わりをすることだよ」

「心変わり……」

「例えば、今の時点では、天海崎は本当に噓をついてなくて、俺や遠々原に復讐するつもりはないのかもしれない。けど、俺が天海崎を婚約者に選んで、彼女が《遠々原を好きにする権利》を得た途端、『やっぱり遠々原は許せない、復讐する』なんて言い出したら、俺は間抜けもいいところだ」

　そんな想像までしてしまう自分が嫌にもなるが、人間一人の決意や決心を変えさせるだけの魅力が《遠々原の力》にはある。俺は、それを何度もこの家で見てきた。

「天海崎が心変わりをするかしないかには、弟が生きているか死んでいるかが重要な要因になるかもしれないからな」

「ふむ。弟くんが生きていれば、命の恩人と思って情のひとつも湧くかもしれないね」

「ま、そういうことだ。だから、天海崎を選ぶなら早い方がいい」

「君の言うことはわかるがねえ……」

　そう口にしつつも、睦月はどこか納得がいかない様子で、首を捻ってしまう。

「そんなに色々とリスクを抱えるくらいなら、やはり天海崎嬢を正式な婚約者にするのはやめた方がいいんじゃあないのかい？　君が今の状況から早く開放されたがっているのはよくわかるが、不精はよくないよ」

「……そうなんだよなあ」

　睦月の言うことはもっともだ。冷静に考えれば、手っ取り早く《ゲーム》をクリアできるからという理由で天海崎を選ぶのはリスクが大きすぎる。弟のことは気になるが、ろくに知りもしないヤツのために人生を賭けることはできない。冷たいようだが、それが現実だ。

　それはわかっている。わかっているのに……この落ち着かなさはなんだ？

「どうにも煮え切らないね、君らしくもない。一体、何をそんなに気にしているんだい？」

　俺の心情を察したのか、睦月が片眉を吊り上げて責めるように言ってくる。

「それがわかれば俺だってこんなに悩んでないよ……」

　ため息が漏れる。

　本当に俺は、何を気にしているんだ？

《ゲーム》のこと？　天海崎のこと？　その弟のこと？

　ダメだ。どうにも考えがまとまらない。気分転換、というわけでもないが、ふと気になった言葉が口からでてしまった。

「なあ、睦月。天海崎のことをどう思う？」

「は？　また不明瞭な質問をするね。『どう』の内容を定義してくれないと私には答えようがないよ」

「つまり……なんて言えばいいかな……《ゲーム》のこととかは置いて、天海崎をどういう人間だと思うかと言うか……俺の婚約者候補としてどう思うかと言うか……」

　纏(まと)まりのない言葉をもごもごと捏(こ)ね繰(く)り回(まわ)していると、「はんっ」と突然、睦月に鼻で笑われてしまった。

「なんだ、そういうことか。それならそうと言ってくれれば話は早かったものを。それとも自分でも気づいていないとか、ありがちなオチかい？」

「は？　え？　何が？　何を言ってるんだ？」

「やっぱり気づいていないのか。君らしいと言うか、アホらしいと言うか」

　盛大なため息と共に首を振られてしまった。ひどく馬鹿にされている気がする。いや、気がするだけじゃなくて、実際に馬鹿にされている。

「何なんだよ、一体」

「だからさ、君は天海崎嬢を正式な婚約者に選ぶことの危険を充分に理解している。メリットとデメリット、リスクとリターンを比べ、彼女を選択しないことが正解だと思ってもいる。なのに、天海崎嬢を切り捨てることに抵抗を感じてしまうわけだ」

「まあ、そうなる……のかな」

　曖(あい)昧(まい)にぼかした俺の返事は、「事実としてそうなっているじゃあないか」ときっぱり言われてしまった。

「君は、天海崎嬢を切り捨てるべきじゃあないと考えているのではなく、天海崎嬢を切り捨てたくないと思っているってことさ。もっと言うなら、君は天海崎嬢を選びたいと思っている」

「俺が……思っている……？」

「つまり――」

　話の行く先が読めず目を白黒させるばかりの俺に、睦月はびしりと指を突きつける。

「君は天海崎嬢に惚れてしまったんだよ」

　俺が？

　天海崎に？

　惚(ほ)れた――!?

「これじゃあ君が答えを出せないのも無理はないね。頭では天海崎嬢を切り捨てるべきだと考えているのに、心では天海崎嬢を選びたいと思っている。ああ……っ、なんという二律背反(アンビバレンツ)。いやはや、悲劇の主人公のようじゃあないかね、君」

　ぽかんと口を開けたまま固まってしまった俺は、睦月の皮肉にも何の反応も返すことができなかった。

「こんな状況でなければ、君も木石ではなかったのかと喜ぶべきところなのだろうけれどねえ」

　肩をすくめ「やれやれ」と首を振る睦月は、俺を哀れんでいるようにも見えた。

「しかしまあ、アレだ。そういう事情ならば、私が言えることは何もないよ。理性に縛られるか感情に流されるか、君の好きなようにすればいい。どういう結果になろうと、君を恨むような真似だけはしないさ」

　ああ……そうか。俺の決断によって人生が変わるのは、何も天海崎の弟に限った話じゃない。睦月はもちろん、遠々原家に勤めている人や、事と次第によってはグループ企業に勤めている人たちだって路頭に迷う可能性がある。

　その重要な決断の根拠になるのが、《惚れた》なんていう極めて個人的な感情から出たものでは、文句の一つも言いたくなるってもんだろう。

　だが、睦月の言葉は決して皮肉というわけではなく、その表情はさっぱりとした笑顔だった。

「その……悪いな」

「今更なにを言うんだい。君に謝ってもらうようなことは何一つ――いや、待てよ」

　さばさばとした表情で手を振っていた睦月は、急に言葉を止めると思案顔で眉根を寄せた。

「そうだった、君は実に悪い男だ。是非とも謝罪してもらわねばならないことがあるのに気づいたぞ」

「な、なんだ……？」

　どうも嫌な予感がした。睦月の口調は、いつもの俺をからかう時のものだったのだ。けれど、これまでのことで負い目を感じてしまい、腰が引けてしまう。

「決まっている。よりにもよって私に向かって『天海崎嬢をどう思うか』と訊くだなんて、無神経にもほどがある。『そんなこと私に訊かないでよ、馬鹿っ』とか言って部屋を飛び出して行っても文句は言えんところだぞ、君」

「はあ!?　何言ってんだ、お前……」

　いや、何を言いたいのかはよくわかるが……。

「だって、お前は俺のことを恋愛対象としては見られないんだろ？」

「それはそうだが、やはり一(いち)抹(まつ)の寂しさは禁じえないところだね。例えるなら、可愛がっていた弟に恋人ができた時の心境とでも言うべきかな」

「弟ぉ？」

「む？　何かね？　まさか自分の方が兄だとか言い出すつもりじゃあなかろうね。まあ、君が『お兄ちゃん』と呼ばれたいという気持ちもわからんではないが……待てよ。逆に、君に『お姉ちゃん』と呼ばれるのもご免被りたいところだぞ。何ということだ、想像しただけで鳥肌がたってきたじゃあないか。どうしてくれる」

「知るか」

「どちらにしろ、君が手のかかる男なのは間違いないね」

　苦労をかけていることに反論の余地はない。

「悪いな」

　と、俺はもう一度、素直に謝罪した。睦月にはそれくらいしてもバチは当たらないだろう。

　睦月は肩をすくめ苦笑を浮かべると、ゆっくりと首を振る。「構わないよ」という意志表示なのか、それともノリに付き合おうとしない俺に呆れたのか。まあ、恐らく両方なんだろう。

「他でもない御前が用意した《ゲーム》だ。誰を選ぶにしても、どこかで賭(か)けに出なくてはならないだろうね。私は君の判断は信用すると決めているのだから、君がいつどんな理由で決断しようと構いはしないさ。あとは、無事《ゲーム》をクリアした後で、ちゃんと約束を守ってくれれば私には何の文句もないよ」

　ありがたい言葉ではあるが……約束？

「……そんなのしたことあったか？」

「おいおい、忘れてもらっては困るな。君が結婚したら、私のことは愛人として囲ってくれるのだろう？」

　はあ!?

「ちょ、ちょっと待て。あれは、約束とかそんなもんじゃ――」

「男が一度口にした言葉だ。それを守るくらいの男気は見せたまえよ？」

　にいっと歯を剝き出して笑う。

　こ、怖い。

　そんなことになったら、きっと俺は睦月と結婚相手に挟まれて、ぺらっぺらになるほど押し潰されることになるんじゃなかろうか。

　……あまり想像したくないなあ。

　いやいや、待て待て。睦月のことだ、どうせいつもの悪ふざけの類(たぐい)で、俺をからかって楽しんでるだけだろう。

「あ、あのな、むつ――」

　言いかけた言葉は、途中で凍った。睦月が笑っていたからだ。なのに目だけは笑っていなかったからだ。顔に貼り付けたような笑顔の中で、目だけが細く刺すように俺を見ていたからだ。

「期待を裏切るなよ？」

　冷え冷えとする口調でそれだけ告げると、俺の渡した花束を抱えたまま睦月は部屋を出て行ってしまった。

　……本気か？










五章「俺は決めたぞ」




　カラン。

　絵に描いたような鈴の音を響かせて喫茶店の扉が開いた。

　扉の向こうから顔を覗かせたのは、緊張した面持ちの天(あ)海(まの)崎(さき)。座っていた椅子からわずかに腰を上げて、軽く彼女に手を振る。

「いきなり呼び出して悪かったね」

「いえ、それは構いませんけれど……」

　俺が仕草で勧めるままに向かいの席に腰を下ろす天海崎だが、上目遣いの視線で俺のことを訝(いぶか)しげに、探るように見つめてくる。

「君と二人だけでお茶したい――なんて理由じゃない。残念なんだか、幸いなんだかは俺にもわからんけどね」

「いえ。それは残念です……本当に」

　天海崎はかすかに微笑(ほほえ)んで、俺の下(へ)手(た)くそな冗談にも反応してくれる。ありがたいと言うべきかな。例えば、相手が睦(む)月(つき)なら鼻で嗤(わら)われて終わりだろうし。

　ウエイトレスが注文をとりにくると、俺が口をつけていたコーヒーを指し、「同じものを」と頼む。一瞬、いいのか？　と思ったが、口には出さない。

　彼女が注文したコーヒーが来るのを待ってから、俺は本題を口にした。

「前置きなしで訊(き)くけど、弟さんの手術代を俺が出すと言ったらどうする？　もちろんその場合、日本で手術ができるように、臓器提供者を探す件もこっちで請け負う」

　正確には俺ではなく、親(おや)爺(じ)か遠(をん)々(どお)原(ばる)グループということになるが、わざわざ言わなくても天海崎には伝わるだろう。

　唐突と言えば唐突な俺の提案だったが、天海崎は何の迷いもなく即答した。

「お断りします」

　わずかに身を縮め、上目遣いで俺を見ていた先程までの様子とはまるで違う。正面から、意志の強さがはっきりと窺(うかが)える視線を俺に向けていた。

「お言葉はとても嬉しいのですけれど、施(ほどこ)しを受けるいわれはありませんから」

　施しねえ……。そういう善意のものでも、上から目線のものでもないんだがな。

「まあ、そう見られても仕方がないとは思うが、ここは個人的な好き嫌いは飲み込んで受け取っておくべきじゃないのか？　何せ、懸かっているのは君の命じゃなくて弟さんの命なんだから」

　意地の悪い言い方だったが、天海崎は言葉に詰まるようなこともなく、少し疲れたように苦笑してみせるだけだった。

「ええ、わたしの問題じゃなくて、弟の問題なんです。だから……だからこそ節(せつ)さんから――遠々原からお金を受け取るわけにはいかないんです」

「遠々原の助けなんていらないと思っているのは、むしろ弟さんの方ってわけか」

「はい」と頷(うなず)いた天海崎の顔に浮かんでいたのは確かに微笑だったのだが、とても儚(はかな)い崩れ落ちる寸前の笑顔のように見えた。

「あの子、わたしが御(ご)前(ぜん)さまの《ゲーム》に参加するのも大反対だったんです」

「大事な姉が、憎き仇の婚約者になろうってんだからな。反対するのも当然だ」

「『遠々原のお金なんていらない、そんなお金で助かるくらいなら死んだ方がマシだ』なんて言い出して……本当に自殺しかけたことだってあったんです。わたし、必死に説得して――」

　その当時のことを思い出しているのか、天海崎はどこか遠くを見つめる目つきで小さく吐息をつく。きっと頭の中では、言いたいことが山のように積まれているのだろう。けれど、口にしたのはただの一言。

「色々あったんです」

「ああ、わかるよ」

　俺は思わず呟(つぶや)いていた。単なる相(あい)槌(づち)でも追従でもない。一度、本気で死のうと思った人間の考えを変えることは、口で言うほど簡単なことじゃない。それを、俺はよく知っている。

　だが、他人がそれを「わかる」なんて安易に口にしてしまうのは、傲(ごう)慢(まん)なことなのだろう。

　俺がそう口にした途端に、天海崎の表情が変わった。表情どころじゃない、周囲の空気まで変わったと思えるほどだ。

「すまない、失言だ。取り消すよ」

　燃えるような視線で俺を睨(にら)みつけてくる天海崎に、慌てて前言を撤回する。あと一瞬遅ければ、「お前に何がわかる」くらいのことは言われていただろう。

「いえ……」

　慌ててしまったのは天海崎も同じだったようだ。俺の言葉で自分がどんな表情をしているのか気づいたのか、ぱっと顔を赤らめ、伏せてしまう。

　生の感情をさらけ出すのは、それがどんなものであれ意外と恥ずかしいものだ。

「と、とにかく」

　気分を変えようとしたのか、天海崎はカップに口をつけ――咽(むせ)てしまう。

　ほら見ろ。ハードエスプレッソなんて頼むから。

「お金は受け取れません」

　鞄(かばん)から取り出したハンカチで口の周りを拭(ぬぐ)いながらも、きっぱりと言った。

「そのお金を受け取れば、弟は手術ができて助かるのかもしれません。でも、弟は喜ばないでしょう。それどころか、せっかく助かった命を自分から捨ててしまうことになりかねません。それでは、意味がありませんから」

「そう……なのかもな」

　言うことすべてに納得ができるわけじゃないが、俺が口を出していい問題でもない。

「わかった。今の話は忘れてくれ。余計な話をして悪かったな」

「いえ、わたしこそ生意気なことを言ってすみませんでした」

　話はこれで終わりと言う風に、俺は天海崎から視線を外し、すっかりと冷め切ってしまったコーヒーに口をつけた。強烈な苦味が瞬時に口の中に広がる。

　俺につられたのか、天海崎も再びカップに口をつけ、そしてまたすぐに顔をしかめる。

　苦いなら飲まなきゃいいのにと苦笑を浮かべていると、その視線に気づいたのか、天海崎ははにかむように笑って、

「苦いですね」

　と囁(ささや)くように言った。

　コーヒーが、という意味だけではないだろう。俺の中にさえ、コーヒーとはまた別種の苦味が広がっているのだ。天海崎ならば尚更だ。

「そうだな」

　俺も囁くように答えると、カップに残っていたコーヒーを一気に呷(あお)った。

「苦すぎるな」
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　その夜。

　俺は本邸の廊下を大股で歩いていた。

　親爺の居所を聞くと、制止も聞かずズカズカと奥へ進んでいく。

　普段なら、俺でさえ事前にアポをとっておかなくては親爺には会えない。親爺が忙しいというより、親爺にとって俺はその程度の人物ということなのだろう。それをわかっているから、本邸に勤める使用人たちも俺を止めようとしているのだろうが、今日ばかりはのんびりとお伺(うかが)いを立てているわけにもいかない。

　大きな音を立ててリビングに足を踏み入れると、ソファに体を埋めた親爺の姿が目に入る。煙草をくわえ、手には琥珀色の液体が揺れるウイスキーグラス。両脇にはボトルを持った女性が二人。

　酒に煙草に女か。まったく、見事なくらいに俗人だな、この爺ぃは。ここまでくると、いっそ清々しく思えるくらいだ。

　親爺の両側に侍(はべ)る女の人は、突然の俺の闖(ちん)入(にゆう)に目を丸くしていたが、親爺は驚いた素振りさえなく、それどころか楽しそうに表情を歪めていた。

「なにやら、面白そうな話があるという顔つきだな、節よ」

「面白いかどうかはともかくとして、親(じ)爺(い)さん好みの話であることは保証するぜ」

　不敵にそう言うと、ますます楽しそうに笑った親爺は、女の人や部屋にいた警護の人間を全員下がらせた。

　自分の正面の椅子を俺に勧め、新たなグラスに酒を注ぎ、差し出してくる。

　他でもない遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)に手ずから酒を注いでもらえる人間というのも、世界中探してもそう何人もいないだろう。

　そう考えれば光栄なことなんだろうが……。

「未成年に酒を勧めるな、不道徳爺ぃめ」

「心配せんでも、呑ませるに値せん男には勧めたりはせんよ」

　法律より自分の基準が上ってか。単に身勝手なことを言っているだけなのに、それがこの親爺の器のデカさじゃないかと思えてくるのが恐ろしいところだ。

「ありがたいことだが、眼鏡違いってこともありうるんじゃないのか？」

「この儂(わし)が、か？」

　自信満々に言い放つ親爺には、悔しいが説得力がある。

「現に今だとて、お前は儂を楽しませに来てくれたのだろう？」

「……結果的にはそういうことになるかもな」

　まあ、この妖怪と争っても何の得もない。俺は早々に降参することにして、その表明として差し出されたグラスを受け取った。

　手にしたグラスの中で氷が回り、カラン……と音を立てるのと同時に俺は言った。




「俺は決めたぞ」




＊




　何かがあると、みんなどことなく感じているような雰囲気だった。

　夕食の席でも、揃(そろ)って妙に口数が少なく、黙々と食事を続けていた。時折ちらちらと俺の方に視線を向けはしたが、口に出して何かを言うこともない。普段はやたらと賑やかな伊(い)堂(どう)寺(じ)までそんな調子だったから、俺がこの《ハーレム》に来て以来の静かな夕食風景になったんじゃなかろうか。

　俺が何か一言でも言えば多少は雰囲気も変わったのだろうが、静かな食卓は嫌いじゃないし、元々俺は食事のときにあまり喋るほうでもなく、言ってみれば、この日は俺一人が普段通りの食事風景だったということだ。

　いや、あと一人。天海崎も普段通りと言えば普段通りだ。彼女はリタイアを決めてからは、俺を含めて他人との関わりを避けようとしていた。黙々と食事をするのもそれ以来のことで、今日特別に押し黙っているわけじゃない。

　そんな様子だから、他の子たちは俺と天海崎の間に何かあったのだろうかと疑っているのだ。正解と言えば正解だが、別に俺は今日これからのことを天海崎に話したりしたわけではないので、たまたまと言えばたまたまだ。

　たまたま俺と天海崎だけが、普段と変わらない様子だったということになる。

　俺だって、何から何まで普段通りなわけじゃない。いつもなら食事を終えると早々に食堂を立ち去ってしまうが、今日はテーブルに着いたまま、食後のお茶まで頼んだ。

　誰かが食堂から出て行こうとしたら、「すまないが、もうちょっとここにいてくれないか？」と頼むところだったのだが、みんな異様な雰囲気を感じ取ってか、食事を終えても椅子から立ち上がることもない。

　しばらくすると、ちらちらなんて控えめなもんじゃなく、もっとはっきりとした意思を感じる視線が俺に集まってくるのがわかる。そろそろ何か言っておくべきかと思った矢先に、食堂の外から聞こえたかすかな騒(ざわ)めきと共に、扉が開かれた。

「待たせたの」

　みんなの視線が一斉に動く。そこに立っていたのは、この場にいる人間の憎しみを一身に浴びる――少なくとも、大半の人間にとっては憎悪の根源である――遠々原十慈郎その人。

「わざわざ来てもらって悪いな、親(じ)爺(い)さん」

　立ち上がり親爺を迎え入れる。俺としては、こっちの面子が本邸に行くのでもよかったのだが、親爺のほうがノリノリだったので、せっかくだから来てもらうことにしたのだ。

　さすがに親爺が来ることまでは想像していなかったのか、天海崎も含めて五人の婚約者候補の女の子たちは、みな一様にぽかんとした表情を浮かべて固まってしまっていたのだが、俺が立ち上がるのと同時に「起立」と号令をかけられたかのように一斉に立ち上がった。それでも立ち上がることだけで精一杯だったようで、動くどころか声を出すことさえできない様子だ。

　親爺はそんな女の子たちの姿を意にも介さず、満面に笑みを浮かべている。

「なんのなんの。可愛い息子の将来が決まるかもしれん大切なことだからな。足を運ぶくらいどうということもない」

　よく言うぜ。

「ご、ごきげんよう、御前さま。ご挨拶が遅れまして申し訳ございません」

　いち早く硬直から立ち直ったのは、羽(う)入(にゆう)田(だ)だった。とは言え、いつも通りの柔らかな微笑とはいかないようで、どこか表情が硬い。

「今(こ)宵(よい)は、どのようなご用向きでございますの？」

「なに。節のヤツが、面白い見世物を儂に見せてくれるというのでな」

　俺の一生を決める決断かもしれないってのに、見世物扱いか。自分の今後だってかかっているのだろうに、呑気と言うか、いい度胸と言うか。

「節さまが？」

　言葉と共に俺に視線を向けたのは、羽入田一人ではなかった。その場にいた全員の視線が俺に集まる。

　この状況を想定した上での親爺の台詞(せりふ)だったのだろう。つまり、「さっさと始めろ」と言いたいわけだ。

　まあ、俺だって回りくどい話は好きじゃない。望むところだ。

　コホンと小さく咳(せき)払(ばら)いをしてから、ぐるりと一同を見回す。

「まあ、なんとなくみんなも感じてるみたいだけど、今日はみんなに俺の決断を聞いてもらおうと思ってる」

　それが、なんの決断なのかは今更、言うまでもないことだ。

　ひゅうっ、と息を飲んだのは、一体誰だったのだろうか。

　みんなの視線が俺から離れない。婚約者候補の五人なんて、食い入るように見つめ続けていた。

　……あ、いや。一人だけ、俺と目をあわせるのを避けるように、顔を背けてしまったヤツがいた。

　俺は小さく吐息をつくと、その名を口にする。

「天海崎」

　俺が名を告げると、びくりと天海崎の体が震える。「そんな……」という誰かの押し殺した声が届いた。

　それでもまだ天海崎は俺を見ようとはしない。仕方なくもう一度呼びかけると、ようやくギシギシと油の切れた機械のように首を動かし、震える声を出した。

「な、なんでしょうか……」

「おいおい、今更『なんでしょう』もないだろう」

　苦笑まじりの俺の言葉に続いて、不安と期待が入り混じった天海崎の声が聞こえてくる。

「あ、あの……じゃあ、まさか……」

「ああ」

　天海崎の声に俺は頷(うなず)き、間違いのないようにゆっくりと告げた。




「俺はお前を選ぶよ、天海崎」




「……っ！」

　感極まったのか、天海崎は両手で顔を覆(おお)い俯(うつむ)いてしまう。

　俺も「ついに言ってしまった」という気分で、さんざん覚悟していたことだったのに、この期に及んでまで、本当によかったのかという気持ちが拭い去れない。

　いや、大丈夫だ。これでいいはずなんだ……これで。

「ちょ、ちょっと待って！」

　悲痛、と表現してもいいような響きを持った叫び声は、事態を見守っていた他の婚約者候補の一人、伊堂寺のものだった。

「そ、そうですわ節さま。少しお待ちになって下さいまし」

　伊堂寺に続いて羽入田も慌てた声を出す。

「まだ、結論を出すには早いのではございませんか？　わたくし、もっと自分のことを節さまに知って頂きたいですわ。そうすれば、わたくしこそ、節さまを愛しているとわかって頂けると思いますの」

「ちょっと！　人の台詞取らないでよ！　あたしが節を一番好きって絶対にわかってもらえるから、もうちょっと待ってよ！」

「と、とにかく、今、結論を出すのは反対なのです」

「あの……や、やめてください。お願い……です」

　普段は声から感情のわからない蝦夷(えみし)木(ぎ)も動揺している様子が窺えたし、奥(おく)有(う)楽(ら)さえ精一杯、反対の意思表示をする。

　彼女たちにしてみれば、俺の一言ですべてが決するのだ。慌てるのも必死になるのも、その気持ちはよくわかる。

　だが、彼女たちには悪いが、俺も今更後戻りはできない。

　ゆっくりと全員に視線を向けてから、はっきり首を振る。

「すまないが、もう決めたことなんだ」

　誰かが――いや、誰もが――息を飲む音が聞こえた。みんな納得したわけもないだろうが、多少の異論を挟んだくらいで俺の決断が変わらないことはわかってもらえたらしい。

　場が静まりかえったところで、ようやく当の本人である天海崎の声が聞こえてきた。

「あの……」

　天海崎は俯いたまま、顔を覆った両手の下から小さく問いかけてくる。「どうした？」と問い返そうとしたが、それは俺に向けた言葉ではなかったようだ。

「ご、御前さま……」

　天海崎の言葉が向いていたのは、親爺の方。

「なんだね」

「節さんのお言葉、お、お聞きになりましたか？」

「ああ、聞いたとも。これでもまだ耳は遠くなっておらんでの」

「じゃ……じゃあ、お認め下さいますか？　わ、わたしが節さんの……正式な婚約者だとお認め下さいますか？」

「ふむ。節がそう言うたのなら、認めるしかあるまいな」

「そ、そうですか……！」

　半信半疑どころか二信八疑ほどの、頼りなげだった天海崎の言葉に力が籠(こ)もる。この家では、親爺の言葉は絶対だ。親爺が認めると言ったのなら、誰にも覆すことはできない。

　覆った掌(てのひら)の下で、天海崎はどんな表情をしているだろうか。

　喜んでいる？　泣いている？　笑っている？

　天海崎が手を下ろし、顔を上げたその時になって。

「フ……」

　俺は、自分の想像が間違っていたことを知った。

「フフ……」

　天海崎は。

「アハハ……」

　嗤っていた。

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　勝ち誇るように。

　狂ったように。

　嘲(あざけ)るように。

「お認めになりましたね、御前……いえ、遠々原十慈郎！　これで……これでっ！」

　天海崎は嗤っていた。

「これで、この家は――遠々原はわたしのものですっ！」

　そのあまりの変わりように、俺は自分の目が信じられなくなりそうだった。夢か幻でも見てるんじゃないかと、本気で思い込みそうになった。

「あ……天海崎……？」

　思わず。本当に思わず、だ。自分ではそうするつもりもなかったのに、気づいたら彼女に呼びかけていた。

「節さん」

　――っ!?

　この時、俺を見た天海崎の表情を、俺は一生忘れられないんじゃないかと思う。

　目を細め、両(りよう)頰(ほお)を吊り上げる。傍から見れば微笑だ。直接向けられていない者にとってはただの微笑みだろう。

　けれどそれは、見下すでもなく、嘲(あざ)笑(わら)うでもなく、哀れむでもなく。

　どれか一つではなく、すべてを含んで。

　なによりも。

　憎しみ。

「わたしを選んでくれて、ありがとうございます」

　憎悪の微笑を浮かべる天海崎は穏やかな声で俺に礼を言う。

　冷え冷えとしているような、切り裂くような、叩きつけるような、まとわりつくような、そんな声だ。

「あ……ぅ」

　俺は声も出せなくなっていた。

「嫌だ、そんな顔なさらないで下さい。別にわたし、節さんを殺そうだなんて思っていませんから。だって――」

　この状況で、この表情とこの声を向けられて、まともに喋れという方が無理な注文だ。

「だって――死ぬより辛(つら)いことなんて、いくらでもあるんですもの」

　なんて……なんて楽しそうに言うんだろう。

　やはり。

　やはり、天海崎は噓(うそ)をついていたのだ。

　彼女の目的は、遠々原の金であり、力であり。

　そして、復讐だった。

　そう実感した途端、俺の全身から力が抜けた。

　俺はもう、立っていることすらできなくなってしまった。










六章「《遠々原に勝つ》ことがさ」




「……おのれ」

　床に座り込んでしまった俺の耳に最初に届いたのは、親(おや)爺(じ)の苦りきった声だった。

　歯(は)嚙(が)みをし、忌々しげに顔を歪めている。

　腹立たしいほど余裕に溢れた親爺がこんな表情をすることなんて、そうそうない。

「おのれ。よもやこの儂(わし)が負けるとはな……」

　その上、負けを認めるところなんて、初めて見るんじゃないだろうか。

　はっきり言って、悔しがる親爺を見ているのは悪い気分じゃない。

　そう思ったのは俺だけではないようだ。

「あら。御(ご)前(ぜん)さまからそのようなお言葉を聞けるなんて――」

　弾むような声で言う天海(あまの)崎(さき)の言葉に重ねて、俺は、ふうっと大きく――

「俺の勝ちだな」

　と、安(あん)堵(ど)のため息をついた。

　床に腰を下ろしたまま親爺を仰ぎ見て、ニヤリと笑う。

「こんな些細なことでも、遠(をん)々(どお)原(ばる)十(じつ)慈(じ)郎(ろう)に勝つってのはいい気分だな」

「ふん。お前に比べて判断の根拠となる情報が少なすぎたのだ。こんな不公正な勝負で勝ち誇っているようでは器が知れるぞ」

「負け惜しみとは親(じ)爺(い)さんらしくないな。情報量からしたら親(じ)爺(い)さんの方が圧倒的に上なんだから、それくらいは当然のハンデだろ」

「ならば、次からはハンデがあるなどと期待せんでもらおうか」

「できることなら親(じ)爺(い)さんとの勝負はこれっきりにしたいもんだ。悪いが、勝ち逃げってことにさせてもらうぜ」

「儂相手にそんなことができると思っておるのか？」

　互いに不敵な笑みを浮かべ、睨(にら)み合(あ)う俺と親爺の二人を、天海崎が目を瞬かせ困惑した表情で見ていた。

「な、何を……言っているんですか？」

　天海崎の反応と台詞(せりふ)はあまりにも予想通りで、思わず苦笑が浮かんでしまった。

「何をって、俺と親(じ)爺(い)さんの勝負の話だよ。俺たちは今日、ある賭(か)けをしていたんだ。で、俺が勝ったというわけさ」

　答えを返しながら、膝に力を入れて立ち上がる。

　あの瞬間、天海崎の豹(ひよう)変(へん)に恐怖したのは本当のことだが、力が抜けて座り込んでしまったのは、安心したからだ。

　天海崎の問いに答えはしたが、もちろんそれで彼女の困惑が解けるなんて思ってはいない。天海崎は話の内容に困惑していたわけではないのだから。

「そんな――そんな呑(のん)気(き)な話をしている場合ではないでしょう!?」

「別にそれほど呑気ってわけでもないだろう。他でもない遠々原十慈郎との勝負だ。俺にとっちゃあ一大事だよ」

　人を食ったような俺の台詞に、カッと天海崎の頭に血が上る音が聞こえてくるようだった。俺としてもそうなるだろうと予想しての台詞で、まあ、言ってみれば、さっきビビらされたささやかな仕返しだ。

「あ、あなたたちはたった今、破滅を宣告されたのよ！　あなたたちの生(せい)殺(さつ)与(よ)奪(だつ)はわたしが握っているのっ！」

　ヒステリックになり始めた天海崎の刺(とげ)々(とげ)しい声にも、俺も親爺も動じない。返した反応と言えば、二人そろって苦笑を浮かべただけだ。

　埒(らち)が明かないと思ったのか、天海崎はキッと険しい視線で親爺を見据える。

「を、遠々原十慈郎。あなたの仕掛けた《ゲーム》に勝ったのはわたしです。最初の約束通り、わたしには遠々原を好きに扱う権利が与えられるはずよ。あなたがこれまで薄汚い手段で蓄えたものをすべて今すぐわたしに渡しなさい！　さ、さあ、早くっ！」

　困惑を過ぎた天海崎は、不安になり焦(あせ)りを感じ始めていた。これまでの天海崎からは考えられないような攻撃的な言葉は、遠々原への恨みの強さによるものだろうが、同時に自分の中に湧いた不安を打ち消そうとするものでもあったのだろう。

　そして、可哀想だが、その不安は的中していた。

「えーと。あのな、天海崎。偉そうに種明かしするようなことでもないんだが……」

　俺は天海崎に微笑を向ける。

　別にそれは嘲笑じゃない。どちらかと言えば、照れ隠しに近いものだった。正直、恥ずかしいのでネタばらしはあまりしたくない。

「子供だましもいいところだからな」

　賭けに負けた腹いせなのか、追い討ちするように親爺がそう言ってくるが、それは無視をする。と言うか、反論の余地がない。

「つまりだ、俺は君を選ぶとは言ったが――何に選んだのかは言っていない」

「…………」

　天海崎はぽかんと大きく口を開き、そのままフリーズする。

　たっぷり数分は経ってからようやく一言だけ。

「……は？」

　なんとも間の抜けた反応だが……こんな単純な手にみすみす引っかかったのでは、無理もないか。

「俺は君を正式な婚約者に選んだわけじゃないってことだよ」

　子供の言い訳みたいでやっぱりちょっと恥ずかしい。

「そんな……っ。で、でも、そうだわ！　確か、御前はお認めになりましたよね、わたしが正式な婚約者だと……！」

「そんな憶えはないな」

「な、なんですって!?」

　一度交わした約束を反(ほ)故(ご)にするような言葉に、天海崎は目を剝き、親爺に詰め寄ろうとする。

　だが、それをひと睨みしただけで止めてしまった親爺は、悔しいがさすがとしか言い様がない。

「儂が言ったのは、『節(せつ)がそう言うたのなら、認めるしかあるまいな』だ。これでもまだボケてはおらんからな、ちゃんと憶えておる。ならば、節がそう言っていないのなら、認めるも認めないもあるまいよ」

「……っ！」

　まあ、こちらも俺が言ったのと同じ類(たぐい)で、要するに子供の屁理屈だ。親子が似るのは道理だが、こんなところばっかり似てくるなんて、つくづく嫌な親子関係だよ、まったく。

「そんな……そんな。じゃあ……」

　天海崎の顔面が蒼白になり、唇が震え出す。

「だ、騙(だま)したんですか!?」

　愕然として悲壮感を露にする天海崎には悪いが、俺は思わず吹き出してしまった。

「うん。まあ、騙したと言えば騙したかな。けど、それはお互い様だろう？」

　はっきりと言ってしまえば、「お前が言うな」ということだ。

「それに、俺も親爺さんも、ちょっと言葉足らずではあったけど、君と違って噓(うそ)は言っていない」

「く……」

　反論の言葉がないのだろう。天海崎は短いうめき声を出したきり押し黙ってしまう。そして、先ほどの俺を映したかのように、がくりと体から力が抜け、その場に座り込んでしまった。ただ、その心中は先ほどの俺とはかけ離れたものだっただろう。

「あ……」と誰かが声を上げたが、駆け寄ったり助け起こしたりする者は誰もいない。申し訳ないが俺もそれをする気にはなれなかった。

　やがてゆっくりと顔を上げた天海崎は、悔しさのためか涙をにじませた目で俺を睨み付ける。

「知って――わかっていたんですか、わたしが噓をついてるって」

　俺を睨み付ける天海崎の視線は、鋭くはあったが攻撃的ではなかった。

　騙した俺を非難するというよりは、なぜ自分の噓が知られたのだろう、いつバレてしまったのだろうと考えている表情だった。

　すごい。

　声にこそ出さなかったが、俺は天海崎の気持ちの切り替えの早さを称賛していた。感動したと言ってもいいくらいだ。

　自分が失敗した事実を後悔するより先に、失敗した理由を知りたがっている。その方が建設的だと誰だって知ってるけど、口で言うほど簡単なことじゃない。たぶん、俺には無理じゃないだろうか。

「お願いします、教えて下さい。なぜわたしが噓をついてるってわかったんですか？」

　理由を聞かれたら適当に言葉を濁そうと思っていたが、それも無理そうだ。と言うか、しっかりと答えてやりたい気になっていた。

　まあ、そのしっかりというのが難しいのだけど。

「俺にもはっきりとした確信があったわけじゃないから、天海崎が納得できるのかどうかはわからないけど――」

「それでも構いません。お願いします」

　言葉尻が小さくなる俺の声にかぶせて言った天海崎の声は強く、どうあっても逃げられそうになかった。

　俺は一度ため息をついてから、言葉を続けた。

「やっぱり、一番ひっかかったのは、天海崎が金を受け取らなかったことだ。無条件で弟さんの手術代を出す――確かに、上からの目線で同情されて施(ほどこ)しを受けるのはいい気分じゃないってのはわかる。わかるが、ことは君一人の問題じゃない。文字通り、弟さんの命がかかってるんだからな」

「で、ですから、それは……」

「ああ、憶えてるよ。遠々原の力を借りて生き永らえるのを弟さんが嫌うってことだろ？　場合によっては、助かったとしても自殺してしまうかもしれない」

　俺の言葉に天海崎が頷(うなず)くのを確認してから、「だとしても」と続ける。

「だとしても、何もせずに死を待つよりは、金を受け取って手術させて、自殺なんかさせないように努力するものじゃないか？」

「か――！」

　天海崎の顔が一瞬で真っ赤に染まる。たぶん、怒りのためだ。

　その反応は予想していたから、声を荒げるより先に「わかってる」と制した。

「簡単に言うな、って言いたいんだろ？　そりゃあ俺は君の事情は断片的にしか知らないから、弟さんを説得するのがどれだけ難しいかはわからない。けどな、命が助かりさえすれば、それをする機会は訪れるだろう。可能性はゼロじゃないんだ。少なくとも、俺ならそうする。

　あと、この話をした時、君が『受け取れない』と即答したのも気になった。結果的にその答えになるにしても、少しは迷うものじゃないかな。だから俺は、それだけ……金だけが、君が《ゲーム》に参加した理由じゃないと思った。金を得る以外の目的が《ゲーム》にあると考えた」

「それが……理由？」

「もちろん、他にも理由はある。俺は、君の弟さんが入院している病院に行って、弟さんの担当医に話も聞いてきた。そこで確認できたのは、君が噓を言っていないということばかりだったけど、ひとつだけ気になることがあった。

　これまで早く死にたいと思っているように見えるほどだった君の弟さんは、一(ひと)月(つき)ほど前から急にやる気を出して、治療にも積極的になりだしたらしいね。時期からすれば、それは君がこの《ゲーム》に参加する前後だ。単純に考えるなら、君が《ゲーム》に勝つことで手術費が手に入り、自分の命にも希望が見え出したからってところだろうけど、君の弟さんは君が《ゲーム》に参加することに反対していた。遠々原の金で助かりたくなんてないとまで言っていたらしいじゃないか。なら、弟さんの心境の変化には別の要因があったと考えるべきだろう」

　俺に挑みかかるようだった天海崎の表情が徐々に変化しているのに気づいた。小さく口を開け、呆然とした表情になり始めている。

「そう言えば、前に俺と天海崎は境遇が似てるって話をしたことがあると思うけど、話したこと以外にも似てるところがあったんだ」

「え……？」

「あそこにいるメイドの睦(む)月(つき)だけど――」

　突然自分の名前が出たことで驚いた顔になる睦月だったが、すぐに俺が何を言おうとするのか気づいたのだろう。余計なことを言うな、という表情となって俺を睨んだ。

　睦月には悪いが、その先を続けさせてもらう。

「あいつも、前に死のうとしたことがあった。詳しい理由は言わないが、ほぼ百パーセント遠々原のせいだと言っていい。天海崎ならわかってもらえると思うけど、それを説得するのは……まあ、大変だったよ。結局、説得に成功したとは言えないわけだしな。睦月は『もう自殺なんて考えない』とは言わなかったんだ。ただ、『自殺するのはもう少し待ってみる』とは言ってくれた」

「……なんて説得されたんですか？」

　訊(たず)ねてくる天海崎に俺は微笑を向けた。たぶんこれは、秘密を共有する者に向けるような――いわば、共犯者の笑みだ。

「たぶんだけど、天海崎が弟さんに言ったのと同じ台詞だと思うぞ。『遠々原には必ず復讐するから、自殺はそれまで待ってくれ』と言ったんだ」

　天海崎は小さく開けていた口を大きく広げ、目も見開く。唖(あ)然(ぜん)というか愕然とした表情だった。そしてそれは、天海崎ばかりではなく、この場にいる大半の人間が同じだった。

　例外と言えば、先ほどと同じく余計なことを言うなと言いたげに、先ほどよりも苦々しい表情となっていた睦月と、

「おい、節。お前、儂の存在を忘れてはおらんか？」

　驚きも怒りもせず、楽しそうに言う親爺だけだった。

「親(じ)爺(い)さんみたいな存在感の塊(かたまり)のようなヤツのことを忘れられるかよ。あんたには全部お見通しだろうし、隠してもしかたないからな。どうせ、『やれるもんならやってみろ』くらいに思ってるんだろ？」

「いや、思っておらんぞ。阻止したい気持ちもある」

「そうなのか？」

　ギクリとする――のも一瞬だ。親爺が本気で阻止しようと思っていれば、とっくの昔に阻止されている。

「なにせ、お前の方法だと儂はちっとも楽しめんからな」

　方法までお見通しかよ。わかっちゃいたが、嫌味な爺ぃだ。

「あんたを楽しませたら復讐にはなんないだろうが」

「違いない」

　からからと親爺は陽気に笑う。ということは、今のところは俺の邪魔をするつもりはないってことだ。……いや、待てよ。この《ゲーム》自体が、俺の復讐に対する邪魔の一環なのかもしれない。そう思って、親爺を見れば、両(りよう)頰(ほお)を吊り上げて醜悪に笑っている。

　くそっ。やっぱりそういうことかよ。

　……まあ、いい。この程度で楽しんでもらっている内は、俺にもまだ手の打ちようはある。今は、《ゲーム》のクリアが先決だ。

　俺は天海崎に向き直ると、話を元に戻した。

「まあ、つまり、こういうことなんだよ、天海崎。厭(えん)世(せい)的(てき)だった弟さんが治療に積極的になったのは、君が遠々原への復讐を確約したせいじゃないのかと俺は考えた。君は弟さんに『遠々原が破滅する瞬間をその目で見たくないか』と言ったんじゃないのか？」

　少なくとも俺は睦月にそう言った。正確には、破滅ではなく消滅だが。

「そう……です。そう、言いました」

　返答というよりうわ言のように、唖然とした表情のまま天海崎は呟(つぶや)く。

　そして、大きく息を吐くと、力なく笑った。

「完敗、ですね」

「いや。偉そうに色々言ったけど、正直かなり悩んだ。実際、天海崎の噓のつき方は見事だったよ。一番、重要なところ以外は全部本当のこと。裏を取ろうとすればするほど天海崎の言葉が真実に思えてくる。お手本みたいな噓のつき方だ」

「あんまり褒(ほ)められているようには聞こえませんね」

　天海崎が苦笑するのに合わせて、俺も同じように苦笑した。

「まあな。でも、少なくともこの家の中じゃあ立派な褒め言葉だ。――そうだろ、親(じ)爺(い)さん？」

「その通り！」

　親爺は大きく頷き、鷹(おう)揚(よう)に笑う。たぶん、親爺は天海崎のことを結構気に入ってると思う。

　まあ、だからと言って天海崎の気が晴れるわけでもないだろうが。

「なら、その褒め言葉は素直に受け取っておきます。でも、わたしに気を遣っていただくことはないです。もともと、節さんがわたしの賭けに乗ってくるとは思っていませんでしたから」

「そうなのか？　結構、用意周到だと思っていたんだが」

「そんなことはありません。わたしが節さんにリタイアを宣言したのは、半分くらいは本当に諦めていたからなんです。もう、本当にどうしようもないと思って……せめてもの復讐のつもりでした。弟のことを話せば、少しは気に病むんじゃないかと」

『弟を殺したのはお前だ』と俺に突きつけようとしたわけか。そして俺は、それにまんまと引っかかったというわけだ。

　何も行動を起こさず天海崎の弟が死んでしまったら、下(へ)手(た)をすると一生その罪悪感を背負って生きることになっていただろう。

　それに、《ゲーム》を諦めたことさえ事実なら、ますます俺が天海崎の噓を見抜くことは難しくなる。

「……ったく。そういうのを用意周到って言うんじゃないか」

「でも、それさえ失敗でした。ここまで見事に負けてしまうと、悔しいとも思えなくなってしまうんですね……」

　言葉通り、天海崎はまるで憑き物でも落ちたかのような清々しい微笑を浮かべていた。そういう部分も含めて、俺は思う。

「さすが、親(じ)爺(い)さんに見込まれただけのことはある」

「当然だ」

　当たり前のことを当たり前に言う口調で親父は頷く。

「仮にも儂の息子の《対戦相手》になる人物なのだからな。それ相応の選別はしておる」

　やっぱりな。

　悔しいので絶対に口に出しては言わないが、俺が天海崎の噓を見抜けた最大の要因は親爺だった。

　親爺は、俺の婚約者候補として『俺を殺したいほど憎んでいる人物』を選び探し出した。よりにもよって親爺の選んだ人物が、『憎んでいる』けど『復讐するつもりはない』なんて中途半端なことを言うだろうかと考えた時、出た答えはノーだった。絶対にノー。

　これが、俺が天海崎の言葉を噓だと思った一番の理由だ。

　だからと言って、親爺に感謝なんてしないけどな！

「そう言えば……節さんと御前さまが賭けをされたって仰(おつしや)ってましたけれど……？」

　おっと、そうだった。本当はそっちが本題だったんだ。

「そうそう。賭けだ、賭け。――忘れてないよな、親(じ)爺(い)さん」

「忘れてはおらんよ」

　あっさりと言う言葉とは裏腹に、顔は苦りきっていた。わかりやすくて助かる。

「特に負けた勝負は絶対に忘れん。儂は根に持つタイプだからな」

　……何か恐ろしい言葉が聞こえた気がする。とりあえず無視をしよう。

「か、賭けってのはな――天海崎、君のことだ」

「は、はい？」

「君が今日この場で、本性を現すかどうかを賭けていたんだよ」

「本性って……」

　途端に眉を寄せる天海崎。その言われようには不満があるようだったが、あの馬鹿笑いを見たら、そうも言いたくなるってもんだ。

「節さんが勝ったということは、わたしが《本性》を現す方に賭けていたということですか」

　天海崎は本性という部分に妙なアクセントを置いて、冷ややかな視線で言ってくる。

「いや、まあ、うん。気に入らないのはわからないでもないが、お前に言われることはなくないか？」

「ええ、そうでしょうとも。わたしが《本性》を現したのがいけないんですからね」

「あ、ああ……そ、そうだ……よ？」

「それで、節さんが、わたしが《本性》を現すと思ったのはどうしてなんです？」

「え？　それは……まあ、色々と……」

「どうしてなんです？」

　な、なんか妙な迫力があるな。……はっきり言ってちょっと怖い。

　どうしてどいつもこいつも俺の周りにいる人間は恐ろしいヤツらばっかりなんだ？

　いかん。一度、決着がついたと思って気を抜いたのがよくなかった。ここには天海崎以外の四人の婚約者候補もいるんだ。こんな風にうろたえてる姿を見せて、後で変な方法で利用されても困る。

　深呼吸と咳(せき)払(ばら)いで、どうにか自分を落ち着かせようとした。

「それほど理由は多くない。って言うか、ほとんどない。せいぜい、何度か会話した時の印象から、天海崎は感情を素直に面(おもて)に出すタイプだと思ったのと、弟さんの事情で一刻も早く金を欲しがっている――言い換えるなら、焦っているんじゃないかと思った程度だ。ただ、現実的な問題として、親(じ)爺(い)さんが選ばなかったからってのがあるけどな」

　この賭けは俺が持ちかけたものだから、最初の選択権は親爺に渡した。その親爺と同じ方を選んでは賭けにならない。俺は単純に逆張りしただけだ。

　この賭けに関しては、本当にイチバチだった。さっき天海崎に言ったように《本性を現す》方にもそれなりの可能性はあったが、逆もまた然りだ。

「もう少し慎重な娘だと思ったんだがな」

　つまらなそうに親爺が呟くのも道理だ。

　いくらそういうルールだと言っても、ジャッジも親爺なのだ。親爺が不正を働いたところで咎められる人間はいない。あの場で本性を現して親爺の機嫌を損ね、約束を反故にされたりしても、天海崎にできる対応策はなかったはずだ。慎重に事を運ぶのなら、金や権利を受け取るまでは殊勝な娘を演じておくべきだっただろう。

　だが。

「なら、仮に節さんに最初の選択権があったらどうしましたか？」

　その天海崎の問いに、俺はきっぱりと断言した。

「《本性を現す》方を選んでいた」

「なぜだ？」

　訊(たず)ねたのは親爺だった。答えがわかっていてあえて言わせようとしているのではない、純粋な疑問。そんな言葉を親爺が口にすることは滅多にない。

　ま、親爺にはわからないかもな。

「親(じ)爺(い)さんが考えたような理屈は、天海崎だって充分に承知していたはずさ。それなのに我慢ができなかった。俺だって似たような立場だからな、気持ちはわかる。それだけ魅力的ってことなんだよ」

「……なにがだ？」

「《遠々原に勝つ》ことがさ」

　皮肉げに言ってやると、親爺は禿(は)げ上(あ)がった額(ひたい)をペチンと平手で叩いた。その口からは「くくく……」とくぐもった笑い声が聞こえてくる。

「やられたな。その娘の言いようではないが、完敗というやつだ。先ほど儂は、お前に比べて情報が少ないから負けたと言ったが、仮にお前と同じ情報量を持っていたとしても、《本性を現す》方には賭けておらなんだろうよ。まさに、完敗だ」

　ぞくっとする。肌が粟(あわ)立(だ)つ。全身の血が頭に上るのがわかる。

　俺も実感した。

　そうか、これが。

《遠々原に勝つ》ということか。

　確かに魅力的だ……が。

「おいおい、親(じ)爺(い)さん。いくら負けを認めても、俺は《本性を現》したりしないぜ？」

　肩をすくめ苦笑交じりに言う。確かに魅力的だが、こんな些(さ)細(さい)な勝利で浮かれたりしていたら俺に先はないだろう。

　親爺は一瞬、きょとんと目を丸くし、直後に大哄笑をあげた。

「見事だ！　さすがは節だ。これから先がますます楽しみになったぞ！」

　……いやあ、あんまり期待しないでほしいなあ。

「節さん」

　親爺の大哄笑を背に、天海崎はゆっくりと立ち上がると、俺に向かって深々と頭を下げた。

「色々とすみませんでした。それから、ありがとうございました。《ゲーム》に勝って弟を助けられなかったのは悔しいですし、やっぱり遠々原は憎いですけれど、節さんのおかげで少しだけ気が晴れました」

「俺は礼を言われるようなことは何もしてないだろ」

「そんなことありません。節さんはわたしの策から逃げたりせずに正面から勝って下さったんです。

　節さんには前に言いましたよね、遠々原グループが父の会社を負かしたことについては悪いとは思っていないって。それは、本当に本心なんです。だから、わたしを節さんが負かしたことも悪いとは思えません。むしろ、節さんを罠に嵌(は)めようとしたのはわたしの方なんですし。

　節さんがわたしの罠から逃げていたとしたら……まあ、それも一つの復讐だと自分を納得させていたわけですけれど……それでも、悔いが残ったと思います。けれど、節さんのおかげですっきりしました。

　遠々原に復讐できなかったのも、弟を助けられそうにないのも、全部わたし自身に力が足りなかったせいです。辛(つら)いし、苦しいけれど、後悔して他人を恨んで生きるよりも前向きになれると思います。

　だから……ありがとうございました」

　天海崎はもう一度、俺に深々と頭を下げた。

　……まいったな。

　こうもさっぱりされてしまうと、話の続きを言いづらくなる。

「あ、あのな、天海崎？」

「はい」

「えーと、な。俺は、親(じ)爺(い)さんと賭けをして勝ったわけだが……」

「はい」

「実は、親(じ)爺(い)さんと賭けをしたのは俺じゃないんだ」

「はい？」

　天海崎はぽかんとしてる。

　あー全部言いたくないなあ。なんか、恥ずかしいし、また睦月に善人ぶってるとか言われんだろうし。なんとか、察してくれないもんかな。

「俺はただの代理人というか代打というか……。あの賭けは、負けたとしても俺にはまったくリスクのない賭けだったんだ。賭け金を持たないヤツがプレイヤーにはなれない。あの賭けで一番リスクを背負っていたのは誰かって言うと……お前だ、天海崎」

「はい。……え？」

「つまり、親爺さんと賭けをして、勝ったのはお前なんだよ」

「はい？　は……い？」

　おぉい。なんでこんな時ばっかり鈍(にぶ)いんだ、お前は。

「だから、俺はお前の代理人として親爺さんと賭けをして、勝って金を手に入れたんだ。その金ってのは……」

「はあ……？」

　くそ。結局、全部言うことになっちまった。




＊




「お前の弟の手術代だよ、ちくしょう！」










終章「めでたしめでたし……なのかい？」




「結局、惚(ほ)れたってよりは、親近感だったと思うんだよな」

　親(おや)爺(じ)との賭(か)けに勝った翌朝のことだった。

　俺は学校へ行く支度をしながら、睦(む)月(つき)にそう語っていた。

　もちろん話題は天(あ)海(まの)崎(さき)のことだ。

「あんまりにも俺と境遇が似てたから、つい感情移入したって感じかもな。遠(をん)々(どお)原(ばる)のせいで不幸になるばっかりじゃなく、幸福が訪れてもいいんじゃないかってな」

　要するに、それは天海崎に感じていたことではなく、俺自身に感じていたことだったわけだ。

「なるほどねえ。だが、本当にそれだけなのかい？」

「ん？　そうだな……天海崎が好みのタイプだってのは認めてもいい」

「その好みのタイプの彼女を切り捨ててしまえるのかね」

「だって、そりゃあ《本性》を現す前の話だろ」

　至極まっとうなことを言ったはずなのに、睦月には鼻で笑われてしまった。

「はっ、女の顔がたったのひとつだなんて思っているのかね。おめでたい男だな、君は。確かに天海崎嬢は噓(うそ)をつき、君を騙(だま)そうとしていたのかもしれない。だが、君が好みのタイプだと言った部分だって、天海崎嬢の立派な《本性》だろうさ」

「随分と肩を持つんだな。天海崎のことを気に入ったのか？」

「そうだね。彼女の境遇には同情もするし、今回の《ゲーム》に賭けた覚悟や、君も評価した用意周到な部分は尊敬にも値するよ」

　そう言った後、睦月は逆に訊(き)き返(かえ)してきた。

「そういう君はどうなんだい？」

「俺か？　俺は天海崎のことは好きだぞ」

　さらりと言ってのけると、さすがの睦月もちょっと怯(ひる)んだようだ。

「お、おお……まさかそんな直球な言葉が聞けるとは思わなかったな」

「そうか？　天海崎に限らず、基本的に婚約者候補の五人のことは好きだぞ」

　そりゃあ《ゲーム》の《対戦相手》としては、厄介だとか迷惑だとか思いはするが、個人として嫌ったことはない。

「こんな不愉快な《ゲーム》に参加しようと思ったことだけでも、素直にすごいヤツだと思うよ。目的のために自分を犠牲にする覚悟のあるヤツは嫌いにはなれないしな」

　俺の答えに、肩透かしを食らったように睦月は肩の力を抜く。

「なんだ。その程度の好意か」

「その程度ってのはなんだよ」

「だって、そうじゃあないか。結局、天海崎嬢だって捨ててしまうのだろう？」

「ひ、人聞きの悪いことを。別に俺が天海崎を捨てたわけじゃなくて、単に《ゲーム》の敗退が決まっただけだろうが」

「そうは言うがね、君。一時とは言え、あれほど拘っていた女に対して、そこまで淡白になれるのがオソロシイよ。あー嫌だ嫌だ、やっぱり君とだけは恋愛をしたくないね」

　ぐ……相変わらず好き勝手なことを言ってくれる。

　俺がまったく気にしないとでも思ってんのか。

「まあ、君が人を人とも思わない鬼畜生命体であることは置いておくとして」

「置いておく気があるようには聞こえんぞ」

「置いておくとして、天海崎嬢は弟くんの手術には納得したのかい？」

　なんか、無理やり置いておかれた気がする。釈然としないものを感じるが、その質問に答えないわけにもいかないか。

「とりあえずはな。やっぱり、なんだかんだ言ったところで、天海崎だって弟が助かるに越したことはないんだ。一応、天海崎が金を使いやすくなりそうな方便も考えてはいたけどな」

　その話にはあまり触れたくない……と俺が考えていれば、触れずにはいないのが睦月というヤツだ。

「ああ。あの、赤面ものの言い訳のことだね」

　……自分でも気にしてるんだから、いちいちツッコまないで欲しい。

「君がお人よしぶりたいのは知っていたが、よくもまあ『自分は代理で、賭けに勝ったのはお前だ』だなんて気(き)障(ざ)ったらしい台詞(せりふ)を恥ずかしげもなく言えたものだ。聞いているこちらが赤面してしまいそうだったよ」

「人の傷口を抉(えぐ)るのがそんなに楽しいか」

「楽しいが何か？　君の表情がどんどんぐにゃっていくのを見るのが楽しくてたまらん」

　そ、そうか……。

　たまらんと言うのなら仕方がない。たまれ、と言うわけにもいかないからな。

「しかし、天海崎嬢もよくもそれで納得したものだね」

「俺も、もう少しゴネられるかと思ったんだけどな」

　そもそも、俺が親爺と賭けまでして、天海崎の弟の手術代を手に入れたのは、天海崎やその弟のことを哀れんでのことじゃない。

　俺は、天海崎の弟の死から責任逃れをしたかった。天海崎の弟が死んでも、俺のせいじゃないと思えるだけの言い訳を手に入れたかったのだ。

　実際、天海崎だって、一つの復讐として俺に罪悪感を抱かせるために、弟の病気のことを話したのだ。それを考えれば、俺の行動は上手に危険を回避するための行動と言えなくもない。

　だが当然、偽善と謗(そし)られても仕方のない行為ではある。

　だから、天海崎があの後素直に金を受け取ったのには、少し驚いてしまった。

　まあ、天海崎も今更、金を拒否したところで、《罪悪感という復讐》は達成できないとわかったのかもしれない。俺としては「金は出そうとした、できる限り助けようとした」という言い訳さえできるのなら、弟くんが死のうがどうしようが何の痛(つう)痒(よう)も感じないのだから、天海崎に金を受け取らないことでのメリットは皆無だ。もちろん、手術をして命が助かってくれるに越したことはないとは俺だって思っているが。

　天海崎は頭がいいヤツだ。それくらいの計算はしているだろう。

「なんにせよ、めでたしめでたし……なのかい？」

「ひとまずな」

《ゲーム》はまだ続いているし、本性を暴かなくちゃならない婚約者候補もまだ三人も残ってる。安心ってわけにはいかないだろうが、間違いなく前には進んでいる。

「まずは一勝ってわけだ」

　少し肩の荷が下りた気がして朗らかに言ったのだが、聞いていた睦月には呆れられてしまった。

「嬉しそうに言うことかね。この次に負けたら一勝一敗でイーブン、なんて気楽な勝負じゃああるまいに」

「そりゃそうだけど。『１は常に０より多い』だよ」

「なんだか気味が悪いなあ。妙に清(すが)々(すが)しい表情までして」

「そうか？　いつも通りだろ」

　睦月にはそう答えたが、これが清々しくならないわけがない。

　俺は勝ったのだ。別の言い方をするなら、天海崎は負けたのだ。

　俺は天海崎が遠々原を憎んでいると知った。破滅を望み復讐を考えていることも知った。つまり昨日で、《ゲーム》の選択肢から天海崎は完全に消えたのだ。そして、それは天海崎自身も充分にわかっているだろう。ならば当然、今後、天海崎が俺に関わる意味も理由もなくなる。

　ついに、五人の婚約者候補に追い回される日々が終わるのだ。

　それが終わったところで、待っているのが四人の婚約者候補に追い回される日々だというのがやるせないのだが、俺にとっては大きな前進だ。

　５−１＝４。当たり間の計算だが、元の平穏無為な日々に一歩近づいたのだ。楽観をするわけではないが、終わりへの道筋がほのかに見え出したような気がしていた。

　これで清々しくならないわけがない。

「じゃあ、行ってくる」

「行ってきやがれご主人さま」

　世の中のメイド好きの夢を叩き壊すような睦月の言葉に送られ、《ハーレム》の外へと出た。

　その瞬間、俺は自分の目を疑った。耳も疑った。

「節(せつ)さま。今日の登校は、わたくしとご一緒して下さいません？」

「あたしあたしっ！　あたしと一緒に行こうよ！」

「えりいと一緒に行くべきだと思うのです」

「あ、あの……わ、わたし……と」

　ななななななななななんだっ!?

《ハーレム》の扉の前にずらりと四人が立ち並んでいたのだ。

　ここ最近はそういうこともなくなってきていたってのに、どういうことだ!?

　これじゃあまるで、一ヶ月以上前の《ゲーム》が始まったばかりのころみたいじゃないか。

「な、なにを？　い、いきなり、どうして……？」

　我ながらみっともないことに、狼狽(うろた)えまくった声をあげてしまった。

「他のみなさまがどうお考えなのかは存じ上げませんが……」

　わずかに小首を傾げ羽(う)入(にゆう)田(だ)が言う。

　そして彼女は、突然、胸の前で両手を結び、熱い眼差しでぐっと顔を近づけてきた。

「わたくし、感動してしまったのですわ」

「か、感動……って、な、何に？」

「もちろん、昨夜の節さまのご様子にです。あの毅(き)然(ぜん)とした態度、理知的な振る舞い、整然とした物言い。まるでお芝居を見ているようでしたわ」

　昨日の俺の様子に、毅然とした態度も理知的な振る舞いも整然とした物言いもなかったと思うのだが。

　本当に、何か芝居(まぼろし)でも見ていたんじゃないのかと口から出そうになった言葉は、伊(い)堂(どう)寺(じ)の大きな声に阻まれた。

「そうだよ！　あたしも惚れ直した！」

「ええ。やはり節さまは、わたくしの理想の殿方だと思うと、少しでも多く節さまのお傍にいたいと思ってしまいましたの」

　蝦夷(えみし)木(ぎ)と奥(おく)有(う)楽(ら)の二人は無言だったが、同じ思いなのか、訴えかけるような瞳でじっとこちらを見つめている。

　……同じ思い？

　何を考えてんだ、俺は。そんなわけがあるか。

　惚れ直した？　理想の殿方？

《ゲーム》が始まったばかりの頃を思い出したかのような熱狂の理由がそれだって？

　そんな言葉で調子に乗るほど、俺は自(うぬ)惚(ぼ)れちゃいない。昨日の一幕に女の子たちを魅了する何かがあったとも思えない。

　わかる。

　彼女たちは、焦(あせ)ったんだろう。昨日の一件は、結果として天海崎の負けで終わったわけだが、ひとつ間違っていれば、天海崎が勝って《ゲーム》が終了していたかもしれないのだ。事実、そうなりかけた。

　それを目にして、のんびりとはしていられないと思い立った――そんなとこだろう。

　それはわかる。

　わかるが、それがわかっていても、指摘したところで否定するだけだろうし、焦燥にかられた彼女たちはちょっとやそっとのことじゃ引き下がらない気がする。

　ど、どうすりゃいいんだ？　下(へ)手(た)したら、四人に囲まれたまま学校まで……。

　いやいやいや。そんな恐ろしい。

　どうすれば……どうすれば……。

「みなさん、ダメですよ。節さんが困ってるじゃないですか」

　おお、そうだ。こんな時に場を収めてくれるのは天海崎だった。

　がんばれ天海崎。なんとかしてくれ。

「節さんが目立ちたくないのはみんな知ってるじゃないですか。だから、せめて一日交代で一人ずつにすればいいんですよ。いいですよね、節さん」

　え？　いや、それはそれで目立ちそうで嫌なんだけど……。

　だが、ここで嫌だと言ったら、四人に囲まれて登校することになりそうだ。それはなんとしてでも避けたい。

　く……背に腹は代えられないってやつか。

「まあ……仕方が……ない」

「そうですか。じゃあ順番なんですけれど、お昼ご飯の時と同じ順番でいいですか？　それでお昼ご飯の日と同じ日にすればわかりやすいと思うんです。どうですか？」

　天海崎に提案された他の四人は、一度互いに顔を見合わせた後、はっきりと頷(うなず)いた。

　おそらく、既に利害の外へ行ってしまった天海崎の提案だったからこそ、同意しやすかったのだろう。

　全員の賛成を得た天海崎は、ぱっと花が咲くような明朗な笑顔となった。

「なら、今日はわたしの番ですね。さあ、節さん行きましょう？」

　……。

　…………？

「「はあっ!?」」

　全員の声が一斉にそろった。

　そりゃそうだ。天海崎が数に入っていないと思ったからこそ、意見に賛成したという部分もあるのだろうし。

　俺も声を上げたのは、もちろん別の理由からだが、むしろ俺の問題の方が女の子たちよりも深刻だ。

「ちょ、ちょっと待て、天海崎。なんでお前と一緒に行く必要があるんだ？」

「嫌なんですか？」

「嫌って言うか……意味がないだろ」

「ひどい。そんな言い方しなくてもいいじゃないですか」

　天海崎はぷくっと頰(ほお)を膨らませた。

　大人びた印象の強い彼女だが、そういう子供じみた表情も意外と似合う。

「いや待て、落ち着け。あのな、天海崎。自分でもわかってると思うが、お前は《負け》ただろう？」

「あら。節さんともあろう人がわかってないんですか？」

「わかってない？　俺が何をわかってないって……」

「この《ゲーム》のことです。この《ゲーム》では、誰か一人だけが負けるなんてありえないでしょう？　勝者が決まらなければ、敗者だって決まりません。

　節さんは、昨日わたしには勝ったかもしれませんけれど、《ゲーム》の勝者になったわけじゃないですよね。なら、わたしだってまだ《ゲーム》に負けたわけじゃありません」

「い、いや。だって……」

「もちろん、わたしだってわかってます。わたしが遠々原グループを憎んでるのは節さんに知られちゃったんですから、節さんがわたしを選んでくれる可能性はほとんどないって――《ゲーム》に勝つのはほぼ不可能だってわかってますよ。でも、それで諦めるほど、潔い女じゃないんです、わたしって」

　天海崎は昨夜に見せたような、さっぱりとした笑顔を俺に向けた。ただ、その笑顔は含み笑いのような、裏に何かがひそんでいるような笑顔にも見えたのだ。

　その表情が俺を少しだけ冷静にさせた。

「やっぱりよくわからないな。そこまでわかってて、どうして《ゲーム》を続けようとする？　なんで俺に関わってくるんだ？」

　俺や遠々原に関わることは、天海崎に限らず、遠々原を憎んでいる婚約者候補たちにとっては、不愉快以外のなにものでもないはずだ。

　今の天海崎に、それを我慢させるだけのメリットが存在しているのだろうか。

「それは、その……」

　突然、天海崎は口ごもってしまう。何か、ひどく言いづらいことなのか、見る見る内に顔が赤らんでいく。

「――っちゃったんです」

　もごもごと、口の中で何かを小さく呟(つぶや)いたようなのだが、よく聞こえない。

「え？　悪い、聞こえなかった」

「す――たんですって」

　やはり聞こえない。

「え？　何て？」

　聞き取ろうと天海崎の顔に近づけた耳に、大音量が突き刺さった。

「だからっ！　本当に好きになっちゃったんだから仕方がないじゃないですか！」
















「――!?」

　本当に？

　好きになった？

　天海崎が俺のことを？

　そ、そんなことが……。

「信じられるかっ！」

「ひどいっ！　ひどすぎますよ、何も一瞬で否定しなくてもいいじゃないですか」

「……お前な。昨日、あんな《本性》を見せておいて信じてもらえるとか思うなよ」

　天海崎はまた頰を膨らませるばかりか、「うー」と唸(うな)り声(ごえ)のようなものまで上げていたが、やがてフンと小さく鼻を鳴らして俺から目を逸らした。

「いいですよ。わたしだってすぐに信じてもらえるとは思ってませんから。ですけど、わたしは未(いま)だに節さんの婚約者候補で、《ゲーム》への参加資格も失っていません。これについては、昨日の内に御(ご)前(ぜん)さまに確認して、承諾してもらっておきましたから」

「な、なんだと……！」

　親爺のヤツ、相変わらず余計なことを。

「だから、今日はわたしと一緒に学校へ行きましょうね、節さんっ！」

　天海崎は満面の笑みと共に俺の腕に飛びついてきた。

「お待ちになって、朱(あか)璃(り)さま」

　その時、いつもよりも強い口調で羽入田が割って入った。天海崎から奪い取るように俺の腕を取ると、それに続くように伊堂寺も声を張り上げた。

「そうだよっ。リタイアした人は引っ込んでてよ！」

「あら。わたしの話を聞いてませんでした？　わたし、まだリタイアなんてしてません」

「で、でも……き、昨日、あんなことをしたんですから……」

「そうなのです。それで、まだ婚約者に選んでもらおうだなんて虫が良すぎると思うのです」

「誰を選ぶかは節さんが決めることでしょう？　可能性の低いわたしですけど、選ばれるための努力くらいしてもいいとは思いませんか？」

　奥有楽や蝦夷木の抗議にも、天海崎は毅然として言い返した。

「じ、自分を憎んでる人に、そ、そんな風に付きまとわれるなんて、節さんが……か、可哀想です」

「なんだか……わたし、すっかり悪役ですね」

　そりゃそうだろう。昨日、あれだけの《本性》を見せたんだから。

「でも、わたし以外にも同じように遠々原を憎んでいる人が、この中に三人はいるはずですよね」

　皮肉めいた言い方で、半眼となった天海崎が四人を見渡すと、一瞬、空気が凍りついたように静まり返った。

　人間、開き直ると強いってのは本当かもしれない。

　天海崎の投げ込んだ爆弾で、この場が途端に険悪な空気となる。

「……そういう方もいらっしゃるのでしょうが、だとすれば尚のこと節さまは誰にも渡せませんわ」

「まあ、羽入田ちゃんが節を憎んでないって保障もないよねえ」

「それは、あなたも同じことなのです」

「えー？　あたしって、そういう何かを隠したり騙したりするのが得意なキャラに見えるかなあ」

「そ、その性格自体が、ほ、本物だとも限りませんし……」

「うわっ。奥有楽ちゃんもそんな黒い発言するんだ!?」

「く……黒っ!?　わたし……く、黒かった……ですか？」

「確かに、節度ある発言ではなかったかもしれませんわね」

「恐ろしい発言だったのです」

「そ、そんな……わたし、別にそんなつもりじゃ……」

「大丈夫、大丈夫。心配しなくてもちゃんとわかってるから」

「そ、そうですか？　あ、ありがとうございます……」

「そうなのです。乙(おと)音(の)のその性格が本物とは限らないと、ちゃんとわかっているのです」

「ええっ!?　そんなっ」

　険悪な……あれ？

　なんだか楽しそうにさえ見えるぞ。

　この反応次第では、俺を憎んでいるヤツの一人くらいは炙(あぶ)り出(だ)せるかと少しは期待していたんだが、やはりそう簡単にはいかないようだ。

　さすがに親爺に選ばれただけのことはあって、みんな図太い。

　まあ、ギスギスした人間関係の中に放り込まれるのも勘弁してもらいたいところだから、これはこれでいいのかもしれない。

　残念なような安(あん)堵(ど)したような、微妙な気分でいたところに、天海崎がそっと耳打ちをしてきた。

「節さん。みなさんお忙しそうですから、わたしたちだけで先に行ってましょうか」

　そうなるように仕向けたのは天海崎だというのに、ニヤリと笑ってそんなことを言い出す。

　やっぱりちょっと怖えな、こいつ。

　だが、他の四人もそれほど甘くはないようだった。

「ちゃんと聞こえてんだからね、天海崎ちゃん」

「抜け駆けはよくないのです」

　ぞろぞろと俺の周りに集まり、押されるようにして歩きだす羽目になってしまった。

　え？　ちょっと待って。結局、全員揃(そろ)って登校すんの？

　なんでだ？　どうしてこうなった？

　５−１＝４じゃなかったのか？

　５だ。五人いるぞ。

　さっきまで見えた気になっていた終わりへの道筋が、俺の脳(のう)裏(り)で蜃(しん)気(き)楼(ろう)のように消えていった。

　終わらないのか。いつ終わるのか。

　俺が破滅するまで終わらないのか、この《ハーレム》は。

　俺はふと後ろを振り向き、見上げた。

　そこで、まるで嘲(あざ)笑(わら)うかのように俺を見下ろしていたのは、異様で威容な建物だった。

　それこそがデッド・エンド・ハーレムだった。




修羅場な俺と乙女禁猟区　完










あとがき




　はじめまして、田(た)代(しろ)裕(ひろ)彦(ひこ)と申します。または、ご無沙汰しておりました田代裕彦です。

　今回、ハーレムラブコメなんていう柄にもないジャンルに手を出してしまった田代ですが、この『修羅場な俺と乙女禁猟区』という作品は、企画段階では違う名前で呼ばれていました。以前の名前は、作中に出てくる重要施設でもある、『デッド・エンド・ハーレム』。意訳すれば、『死んで終わるハーレム（もの）』。

　以前から田代をご存じの方には、「やっぱりな」と納得（？）して頂けるかもしれませんが、まあ、つまりこれはそういうお話です。人は死にませんけどね。……まだ。

　紙面の都合で多くを語れませんので、最後にお礼だけでも。この本の出版に尽力して下さった方々。田代を支えて下さる方々。さらにもちろん、この本を手に取って下さった方々。そして、田代裕彦を知るすべてのみなさま。

　ありがとうございました。またどこかでお目にかかることができれば幸いです。




二〇一一年一〇月　　田代裕彦
















著者

田代裕彦

Hirohiko Tashiro




神奈川県出身、埼玉県在住。

第三回富士見ヤングミステリー大賞・大賞受賞作『平井骸惚此中ニ有リ』（富士見ミステリー文庫）でデビュー。

近著では『痕跡師の憂鬱』シリーズ（幻狼ファンタジアノベルス）、ファミ通文庫では『マツロイの剣』シリーズなどがある。







イラスト

笹森トモエ

Tomoe Sasamori




東海地方在住。

二〇一一年七月よりフリーで活動を開始した新鋭イラストレーター。

近作では『〝奈々子さん〟の戯曲』シリーズ（角川スニーカー文庫）、『アンチリテラルの数秘術師』シリーズ（電撃文庫）のイラストを手がけている。
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